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　ユストゥスの息子セットがその予言を受けたのは、いつつになるかならないかの、雪深い夜のことだった。

　とはいえ西大陸の北東に位置し『雪国』と称されるリドホルム王国のなかでも、セットの生まれた村は北のはずれにあった。東大陸とのあいだに長々と横たわる、万年雪を中ちゆう腹ふくまで降り積もらせたムシコ山脈の懐ふところ近くにあるため、冬以外の季節を体感することは稀まれであったが。

　芽め生ばえの春、成長の夏、そして実りの秋を知らないその土地には、当然のことながら、農作物は育たない。そのため、男たちは雪を割って山へ入り獣けものを狩り、女たちは羊の毛を織おり、わずかな現金収入を得て、ほそぼそと生活していた。

　そんな貧困と質素が紙かみ一ひと重えの村といえども、なにもまったく娯楽がないわけではない。ときおり迷い込むようにしてやってくる旅芸人の一座が滞在する期間──降雪量によって、それは短期にも長期にもなるのだが──はまるで村祭りのときのようににぎやかになる。

　そして、セットが予言によっておのれの人生を定めたのは、旅芸人の滞在中だった。つまり、予言者は旅芸人のひとりで、ちいさな老婆だったのだ。

　旅芸人が村に立ち寄ったとき、宿泊施設がないこの村では、一座のものをおのおのの家に泊めることになっている。

　村のなかでもそれなりに裕ゆう福ふくで地位もあるユストゥス家では、座長クラスのものを招くのが常であった。だが、その年ばかりは違った。一座のなかでもさほど重要視されていないような老婆がやってきたのだ。

（セット、あのおばあさんはうちで面倒を見させていただくことになったから、よくよくお仕つかえするんだよ）

　家のなかでいちばんあたたかい場所に干草や毛皮、織物をたくさん重ねて作ったベッドにちょこんと座った老婆は、見慣れぬ服を身につけていた。

　セットたちの服は、シャツとズボンを纏まとったうえで、裏に羊毛を縫ぬいつけた無地の厚手の長上着を着込み、やはり色無地の帯で留めるといった、至ってシンプルなものであった。女たちは帽子をかぶったりスカーフを巻いたりすることもあるが、基本的に装飾とは無縁だ。

　だが老婆は違う。立ち襟えりに細かい刺し繡しゆうが施ほどこされたシュミーズに、複雑な模様を織り込んだ帯で留めた格こう子し柄がらの毛織スカート。おおきな琥こ珀はくのブローチで肩に留めているフリンジのついたショールの裾すそと、あたまに嵌はめた輪には、帯とおなじ模様が描かれていたのだ。

　セットたちの村に、刺繡という技術はない。あきらかに異国の装しよう束ぞくだった。

　だからこそ、余計にそう思ったのかもしれない。

（……魔女、みたい……）

　老婆を見て思わずつぶやいたセットの言葉に、父のユストゥスは苦笑した。

（そりゃあそうだろう、彼女は占術師だ）

（センジュツシ？）

（ひとの運命や未来を読んで伝えるちからを持つひとのことだよ。もういつお迎えがきてもおかしくないくらいお歳を召していらっしゃるからね、うちでお世話させていただくことになったんだ）

（……なんか、怖い）

　気弱な息子の言葉に、父は呵か々かとして、夕食を載のせた盆ぼんをセットに手渡した。

（なァに、占術師といっても人間、しかもおばあさんだ。おまえを獲とって食いはしないよ）

　本来ならこういった客人の世話をするのは母や年の離れた姉たちだが、みな人手不足の他家に借り出されていた。やはり年の離れたふたりの兄もいたが、猟りようのために山へ入っていたので、もうしばらくは帰ってこない。おかげで末っ子のセットにお鉢が回ってきたのだ。

（……ご飯、持ってきたよ）

　ユストゥスに軽く背なかを押され、セットは一歩踏ふみ出す。

　末っ子だからと甘やかされていた彼が、ほとんどはじめて任された仕事だ。一人まえ扱いされた誇ほこらしさがある一方、魔女のような老婆への怯おびえもないわけではない。

　木の器うつわが、セットのからだの震ふるえを受けてカタカタと鳴る。その音に負けそうなほどちいさな声で呼びかけると、老婆はしわしわの顔をあげた。そしてゆっくりと目を見開いた。

　途端、セットは感かん嘆たんする。

（──うわぁ……）

　抱いたばかりの誇らしさや怯えが一瞬にして消え去ってしまうくらい、老婆の瞳はうつくしい紺こん碧ぺきだったのだ。

（おばあちゃんの目、すごくきれい!!）

　その瞳をもっとよく見たくて、器からスープがこぼれないよう気にしつつ、できるかぎりの早足で老婆のそばに歩み寄る。

　どういうわけか老婆は、セット以上に驚きの表情を見せていたが、こどもならではの無遠慮さでまっすぐに顔を覗のぞくセットに二、三度目をしばたたかせると、しわだらけの顔をさらにしわしわにした。

　笑ったのだ、とセットはわかった。

（この目を褒ほめてくれるのかい、坊や）

　セットはコクコクとちいさな首を上下に振る。盆を老婆のそばに置いたあとで、紺碧の瞳をちゃんと確認しようと老婆の頰ほおに手を添えうわむかせたが、しわは深くなるばかり。

（目をつぶっちゃだめ、ちゃんと見せて！）

　だが、うふふ、と楽しそうに笑った老婆は、いっこうに瞼まぶたをあけようとはしない。

　セットは思いどおりにならないことに腹を立て、頰を膨ふくらませた。

（もうっ！）

　老婆の顔から手を離し、母親が自分を叱しかるときのように、偉そうに胸のまえで腕組みをする。怒っていることを主張したのだが、老婆はどこ吹く風だ。枯れ枝のような手に器を受けて、匙さじでゆっくりとスープをすくい、食事をはじめる。

　ひとの食事を邪魔してはいけないとしつけられていたセットは、ちょっと居い心地ごこちが悪くなる。

　いつもであればすぐさま部屋を出て行くところだったが、どういうわけかこの老婆のそばは離れがたい。あの紺碧の瞳に魅せられたというのもあるのだろうが、それ以外のなにかが、セットの足をその場にとどめるのだ。

（……坊やは、ムシコ人を見たことがないのかい？）

　ゆっくりと匙を器から口へ往復させていた老婆が、不意に手をとめて訊きいてきた。

（え？）

（ムシコ人。ムシコ山脈の奥のほうに住んでいるといわれている一族のことさ。聞いたことはないかい？）

　セットは今度は首を横に振った。

（知らない。見たことも、聞いたこともない。……ムシコ人が、どうしたの？）

（この紺碧の瞳はね、ムシコ人の特徴なのさ）

　いいながら、老婆は目を開く。飛びつくように目を覗き込んだセットに、惜しげもなく見せてくれた。

　重い雪雲が流れていったあと、ほんのわずかのあいだに見られる晴れ渡った夜空のような、紺碧。暖だん炉ろの火の揺ゆらめきにあわせ、光がちらちらと瞬またたくのが星の輝きに似て、彼をますます魅了する。

　満足してうっとりとためいきをつくと、老婆が顔をしわしわにする。セットもつられて笑った。

（きれいな色だね、おばあちゃん。ぼくもムシコ人だったらよかった）

　こころの底からの賛辞だったが、老婆は言げん下かに否定した。

（よくはない、つらいだけさ）

（……？）

　言葉の意味がわからず、セットは首を傾かしげる。

　紺碧の瞳を褒めるのは受け入れられても、その一族を羨うらやましいというのは拒絶される、そのことに納得がいかなかったのだ。

　老婆も自分が言葉たらずであったことに気づいたのだろう。かたわらの盆をよけて、セットに座るよう促うながす。セットが従ったのを確認すると、思いがけないことを尋たずねてきた。

（ワシはいくつに見えるかい？）

（……？）

　問われたわけも、問いの答も想像できず、セットは目をしばたたかせる。

　老婆はうふふ、と笑う。

（百とちょっとさ。ユリウス王がお隣の国から嫁取りをなさった年に生まれたのよ）

　リドホルム王国の現在の王は七代目である。ユリウス王は三代目で、即位以前に王妃を迎え入れていたので、単純に計算しても百歳は越えている。

　今度はセットが否定した。

（噓だっ！）

（噓なものか、ムシコ人は不死の一族なのさ。……まァもっとも、ワシはただの先祖がえり、普通よりほんのちょっと長生きなだけよ）

　この国のひとびとの平均寿命は四十歳後半である。他人の倍以上生きておいて、『ほんのちょっと長生き』もなにもないだろうが、当時のセットはとても素直だった。ムシコ人であることを『つらいだけ』といった老婆に、尊敬と羨せん望ぼうのまなざしをむけた。

（ムシコ人って、かっこいいねえっ！　おばあちゃん、すごいねえっ！）

　以来、どんな偶然か、老婆がその『ほんのちょっと』ほかの人間よりオーバーしてしまった人生の幕をこの村でおろすそのときまで、彼は実の孫のように懐なつき倒した。

　おなじベッドに潜もぐり込んだとき、老婆はいくつもの寝物語を聞かせてくれた。遠いよその国の昔話であったり、リドホルムの歴史物語であったり……。それは、冬に宿を求めてやってくる吟ぎん遊ゆう詩し人じんが伝える話よりもおもしろく、また現実味を帯びたものだった。

（ムシコ人は、昔はよく山をおりていたらしい。そのため、リドホルム王家にも実はムシコ人の血が流れていての、いちばん最初の王さまも先祖がえりだと聞いたことがある。だから途中で王位をつぎの王さまに譲って、行方ゆくえをくらましたのだと）

（いまの王さまがご即位なさった背景には子飼いの盗賊娘の働きがあったのだがね、その盗賊娘は、王さまが盗賊やならずものを一いつ掃そうなさったさいに、いっしょに切り捨てられたのさ。妾しよう妃ひをお持ちにならず、からだの弱い正妃ばかりを大事にされていらっしゃったが、冷たいおひとよの）

　しかし、どんな寝物語よりも幼いセットのこころを摑つかみ、またその人生をおおきく転換させたのは、老婆がいまわの際きわに残したひとつの予言だった。

　はじめて知ったひとの死の重さ、大好きなひとを失った悲しみとともに、いまなお鮮明に思い出せるそれは──、

（坊や、おまえは笑顔のうつくしい女のために、剣を捧げることになるだろう）

　老婆は紺碧の瞳をいっぱいに開いて、あとからあとから流れる涙を拭ぬぐいもせず、セットの手を枯れ枝のような指で握にぎりながら続ける。

（剣を持って戦う男におなり、坊や。そうすれば坊やは必ず運命の女と巡めぐり逢う）

（……運命の、女……？）

（ああ、そうだ、運命の女だよ、坊や。おまえの人生に富と名誉をもたらす、ただひとりの女だ）

（……その運命の女と、ぼくは逢わなきゃいけないの？）

（逢わなきゃいけない、ではない、逢うんだよ。それが坊やに定められた運命だ）

（でも、逢ってもわからないかもしれないよ？）

（わかるさ。いっただろう？　笑顔のうつくしい女だと。その笑顔のまえに神は跪ひざまずき、悪魔ですら魂を捧げるのさ）

（……）

　セットはなにもいえなかった。

　こどもらしく、騎き士しに憧れたり、遠い国に旅することを夢見たりしていた。だが、その一方で、父や兄たちのように猟をして、この村でずっと暮らしていくのだとも思っていた。おとなになれば、近くの村から、母のようなしっかりもののお嫁さんをもらって、自分の家族を作っていくのだと。

　それが『剣を持って戦う男』になれ、と。その剣を『神は跪き、悪魔ですら魂を捧げる』笑顔のうつくしい女に『捧げることになる』のがセットの運命とは。

（人生最期のときに、坊やの未来が読めてよかった。ワシが百年のあいだに重ねてきた罪が、女の笑顔に許された……）

　老婆は顔をしわしわにして、幾度も感謝の言葉を述べながら、やがて息を引き取った。

　村に立ち寄ったまま冬を越せず、そのまま客かく死しする旅人は少なくない。老婆の遺体は、一座のものに許可を得て、村の共同墓地に埋うめられた。




　──そのときから、セットは剣を欲するようになった。




　戦争ごっこ用の木刀を振り回し、訪れる旅の傭よう兵へいに稽けい古こをつけてもらい、十二歳を迎えたその日に村を飛び出した。

　わずかに蓄たくわえた金で剣を買い求め、近場の傭兵団に潜り込み、少しずつ実戦を重ねることで、実力をつけていった。

　いつか出逢い、自分に富と名誉を与える女。彼は、老婆の予言をただまっすぐに信じていた。そして、そのまだ見ぬ女に、幼い恋心さえ抱いていたのだ。

　だが、セットにとっては時代が悪かった。

　もう八十年も早く生まれていれば、世のなかは戦乱のさなかにあった。俗にいう五十年戦争である。命を顧かえりみなければ、実力でどこまででも登りつめることができた時代だった。

　しかし、五十年戦争末期に起こった疫えき病びようの蔓まん延えんとそれに端を発するホーエンローエ帝国の瓦が解かいが、その戦争をなしくずしに集結させてしまい、以来、世界は、めまぐるしい勢いで変へん貌ぼうを遂とげていった。

　──好転をはじめたのだ。

　難民の流出やならずものの増加によるちいさな諍いさかいや、戦争の熱覚めやらぬものたちの小こ競ぜりあいなどが、けしてなかったとはいわない。このリドホルムでも、ならずものによる国王暗殺未遂事件があったのは、ほんの四十年ほどまえのことなのだから。

　それでも戦争が終わり復興を遂げると、平和と豊かさのシンボルとして、世間は芸術を求めはじめる。絵画や文学といった方面では他国におくれを取ったが、こと演劇部門では、リドホルムは大陸一の発展を見せた。

　特に先々代の国王の時代が顕けん著ちよであった。天才舞まい姫ひめフレドリーカ・グニラや、のちにホーエンローエの帝国劇場で奇跡の歌姫と称されるようになるアニカ・セルマといった、大陸に名を轟とどろかせる演劇人が続出したのだ。

　そうなると、戦うことしか身を立てる方法を知らない傭兵に、存在価値はない。

　王都や国内の安全のためにはすでに数多くの軍人が配備されていたし、少数精鋭の王立騎士団も国内外に目を光らせている。いざ争いごとが起こったところで、高い金を出してまで傭兵の手を借りる必要がなくなったのだ。

　たとえ需要があったとしても、役所とかかわりあいになりたくない輩やからの警護や、うしろ暗いなにかを抱えた商家の用心棒ぐらいしかアテはないのだ。

　剣を持って戦う男を目指し、運命の女に出逢うことを夢見て村を飛び出した十二歳の少年は──、

「──おい、おっさん」

　セットは給金としてあたえられた袋のなかを見て、にっこりと笑った。

　リドホルムの王都エリングマルクから、隣国ブリクセン王国内に飛び地として存在する、国内最大の貿易港アルーンへの片道二週間の旅。確かに暴徒やならずものたちに襲われることなく、無事目的地に辿たどりつくことができた。

　だが、朝顔型に開いた立ち襟を首もとから覗かせられず、ジャケットについた銀細工のボタンもしめられないほど太りすぎたけちな主人は警護にセットしか雇やとっておらず、昼夜問わずの哨しよう戒かいに加え、宿との宿泊交渉や食糧調達にまで彼を引っ張り出していた。

　つまり、彼はこの二週間、不眠不休で働いたのだ。

　それなのに、袋のなかの鋳ちゆう貨かを目で数えると、最初に結んだ契約どおりの枚数しか入っていない。契約書の依頼内容は、「隊商の警護」だけだったのに。

　さきに契約を違反したのは、隊商の主人のほうだった。

「これじゃちょっと割にあわねェんじゃね？　運んだ荷物ごと、役所に持っていかれたいか？」

　──相手のうしろめたさにつけいり、剣で脅おどし、警護代をふんだくる、世慣れた十九歳になっていた。
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「……だいたい、おれは何度もせめてあとひとりは雇え、っていったんだ」

　袋のなかの鋳貨は、脅しをかける以前にくらべ、三倍に増えていた。頼むから役所に突き出すのだけはやめてくれ、と懇こん願がんされた挙句のことだ。よっぽど法に触れるようななにかを運んでいたのだろう。

「ま、おれには関係ないがな」

　そのなにかがいったいどんなものなのか、セットは知りたくもなかったし見たくもなかった。

　今回は脅しの材料として使わせてもらったが、基本的に荷の内容に関与しないことを、彼はモットーとしていた。そうでなければ、いざ目的地についたとき先回りして待っていた別の傭兵に口封じに斬きられたり、役所にばれたとき濡ぬれ衣ぎぬを着せられたりしかねないからだ。

　とはいえ、少し、ふんだくりすぎたかもしれない。あのけちな主人が、払いすぎた給金を取り返すために別の傭兵を雇うとは思わないが、それでも用心するに越したことはない。荷の商談がまとまるまで最低一日はかかるとして、やつが動くとすればそのあとだ。

「……今晩はゆっくりできるな」

　時間はないが、金はじゅうぶんにある。

　空腹を満たすのはいつものように酒場ではなく、酒も食事もうまい宿にすればいい。老ろう若にやく男なん女によ問わず裸同然で雑ざ魚こ寝ねの大部屋も──若い女と隣りあわせる可能性がまるでないわけではない以上──捨てがたいが、個室でふかふかのベッドに大の字になるのもいいだろう。

　明日以降の仕事は、宿の主人あたりに金を握らせ、お大だい尽じんの隊商の護衛に口を利きいてもらえばいい。

　西大陸中の人種が集まり、交わされている言葉も、耳を打つ音楽も、けして聞き慣れたものばかりではない異国情緒あふれるアルーン。

　世界が灰色で埋め尽くされた本国とは異なり、ここはいつ訪れても色鮮やかだ。屋台に並んだ野菜や果物もさることながら、道を行くひとびとの姿もそうだった。

　海が近いおかげで内陸の寒さとは縁がない。そのため、女たちは華やかな色合いのショールを亜あ麻ま製のシュミーズの肩に閃ひらめかせているし、男たちは白いシャツに丈たけの短いカラフルなジャケット、膝ひざ丈のズボンに長靴下といった南国あたりで流行しているスタイルで夜の港を闊かつ歩ぽしている。

　一方、腰には剣を佩おび、薄汚れた荷袋を持ち、紺色の丈長袖そでなしコートにウールのズボン、おまけにクリーム色のマントを纏まとい、角帽をかぶっているセットはこの街では浮いてしまうのだ。

　いつもならば彼らのスタイルを真似てすごすセットだったが、今夜ばかりはそうもいっていられない。お愉たのしみの夜がたった一日しかないというのはもったいない話だが、この疲労具合では、どうせ空腹が満たされればあとは寝ること以外できないだろう。

　ひとまずはめぼしい宿を見つけて個室の予約を入れ、そこの食堂を利用して……、と金の入った袋を懐にしまい込もうとして、立ちどまる。右手の酒場から出てきた四人組の男のひとりに、うっかりぶつかりそうになったのだ。

　男は歯を剝むき出しにして怒鳴った。

「まえ見て歩けよな、にいちゃん！」

「あ、ああ、悪い」

　セットは腕に覚えがある。だからといって、むやみにひとと争うことはない。怒鳴られたところで食ってかからず、謝るなり聞き流すなりすれば場がおさまることもちゃんと知っているのだ。

　案の定おとなしく謝罪すれば、その四人組は、セットにぶつかりそうになったことなどなかったかのように、そのまま大通りを横切って、細く暗い路地裏に消えていった。

　ただひとり、流行りの服を着たほかの三人の大人とは恐ろしく毛色の違う、きれいな紫紅色に染めたウールの立ち襟の上着に同色のズボンを身につけ、花の模様を織り込んだ帯を腰に巻いた小柄な少年だけは、ちらりとセットに視線を寄越したが。

「──っ！」

　その少年の瞳の色に、セットは思わず空を仰あおいだ。

　両脇の建物の屋根のあいだに、満天の星が輝いていた。どこまでも澄んだ紺碧の夜空が広がっている。少年のそのおおきな双そう眸ぼうは紺碧だった。ムシコ人の、瞳の色。
















「こんなところに……？　まさか」

　傭兵団に所属していた頃、ムシコ人について調べたことがある。

　老婆のいったとおり、ムシコ人は、遠い昔にはリドホルム人に交じって生活していた。それが、いつの頃からかムシコ山脈の奥地にあるとされる理想郷にこもり、東西の大陸その両方との交流を断ってしまっていた。

　ムシコ人は不死の一族というだけでなく、その類稀なる美貌でも有名であった。ゆえに、そのうつくしさを恋慕したい、何十、何百人もの旅人がムシコ人の住すみ処かを探してムシコ山脈に入っていった。

　だが、ムシコ山脈は万年雪をかぶり続ける酷こつ寒かんの山並みである。いくら雪に慣れた『雪国』リドホルム人とて、それを越えられはしなかった（いや、万が一越えられていても、越えたという便りをふもとに届ける手段などなかったが）。

　二度とまみえることの叶かなわないムシコ人の美貌への憧あこがれは、次第に歪ゆがんだかたちであらわされることになる。『ムシコ人狩り』。正確にいうなら、『ムシコ人の先祖がえり狩り』だ。

　先祖がえりは一種の隔世遺伝のようなものだ。それはつまり、以前にはリドホルム人とムシコ人のあいだで婚こん姻いんが成立するほど、双方の交流が頻ひん繁ぱんであったことをいまに伝えている。

　その遺伝のあらわれ方には、個人差があった。美貌を受け継ぐものがあれば、長寿というかたちで不死を体質とするものもいる。リドホルム王家の象徴ともいわれている紺碧の瞳も、やはりムシコ人の遺伝であろう。

　それを羨せん望ぼうし憧しよう憬けいした人間のあいだで、先祖がえりしたものを狩り、男女問わず愛あい玩がん人形のように売買するということがひそやかにおこなわれていた時代があった。

　けして公おおやけにはされていないが、それは国内の一部の上流階級だけでなく、国外の好こう事ず家かたちにも人気で、リドホルムの裏経済をずいぶん発展させたのだという。

　史料によれば、セットが生まれた頃にはほとんどを狩られたあとだったらしい。いままでにセットが出会ったムシコ人の先祖がえりが老婆ひとりだという現実が、史料の正確さを証明している。

　そこではじめて、

（よくはない、つらいだけさ）

　セットは老婆の背負っていた苦しみやつらさを理解したのだった。

「……」

　セットは、男たちが姿を消した路地を見る。そこは闇やみに閉ざされていて、ようすは窺うかがえない。

　少年の瞳の色──黒に限りなく近い青。珍しいが、ムシコ人以外にまったくいないわけではない。しかも、パッと見の印象ではあるが、少年は美貌というには程遠い、いいとこ百人並みの容貌でしかなかった。ムシコ人ではない。ムシコ人の先祖がえりであるはずがない。

　──なのに、なぜ、気になる？

　いま、とても腹が減っている。おまけに不眠不休で働いていたから、疲労困こん憊ぱいだ。うまい酒と食事を楽しんで、ふかふかのベッドでゆっくりと眠るのだ。明日になれば、早々に仕事を探し、この貿易港を出なければならないのだから。

　──かかわりあいになったところで、一銭の得にもならないんだぞ!?

　ならないのに、

「──クソフアーンッ！」

　セットは路地にむかって駆け出した。三つ子の魂百まで。老婆と過ごした数日間は、彼のなかで根強く残っていたのだ。




　三人の男に囲まれて、少年は怯えたようすひとつなく、きょとんとしていた。

「……おいおい、にいちゃん、いまさら因いん縁ねんのつけ直しか？」

　路地に飛び込んできたセットに最初に気づいたのは、あやうくぶつかりそうになった男だった。港街の荒くれ男には逆らえないが、旅行者やならずもの相手には強気に出られるタイプのゴロツキだろう。

　セットがいかにも別の場所からきた護衛というナリであったため、飾りのたくさんついた短いジャケットの裾を威い嚇かくするように音を立ててひっぱり、肩を怒らせて歩み寄ってくる。

　セットは問い返した。

「その子をどうするつもりだ？　まだこどもだぞ？」

「あァん？　んなこたァにいちゃんにゃ関係ねェだろうが」

　いいながら、じょうずに背後の三人を、セットの視界から隠してくる。

　──手て馴なれているな。

　と、いやでもわかる。そうすると、この男が唾つばがかかるほどセットに顔を近づけて凄すごんでいる隙に、少年は別のところに運ばれる手立てになっているはずだ。

　セットは迷わず拳こぶしを男のみぞおちに叩き込んだ。

「ぐぇっ……」

　内蔵物を盛大に吐き散らしながらまえのめりに倒れてくる男のからだを押しのけ、視界を広げる。案の定、少年を担かつぐようにして、ふたりのゴロツキが駆けだしたところだった。

「──待てっ！」

　細い路地だが、むこうには土地勘がある。姿が見えているあいだに少年を助け出さなければ、一巻の終わりだ。

　──なにやってるんだ、おれは！

　いまさらのように悔やみながら、セットは倒れた男を踏みつけ、あとを追う。

　ゴロツキどもは、小柄とはいえ少年ひとりを抱えていながら、なかなか素早く逃げ続ける。蓄積された疲れのためにすでに息があがっているセットは、追いかけるだけでも必死だ。

　──つか、なんであのガキ、抵抗しないでおとなしく運ばれてやがるんだっ！

　そう思ったとき、あたまのどこかでぷつりとなにかが切れた。セットは立ちどまった。立ちどまり、懐に手を差し込んだ。ずっしりと重い、鋳貨がぎっしり入った袋を取り出すや否や、

「──くたばれっ！」

　いまにも角を曲がろうとしたうしろの男の後頭部めがけてぶん投げる！

　ゴスッ！　とひどい音がした。男のあたまは弾はじき飛ばされ、曲がりきれなかったからだごとそのまま路地に突っ込んでいく。袋はその衝撃で破れ、色とりどりの鋳貨が薄暗い路地にきらきらと光を振り撒まきながら軽快な音を立ててあたりに散らばる。

　耳みみ聡ざとい浮浪者たちがどこからともなくわらわらと寄ってきて、セットの二週間分の給金を一枚残らず拾い集め、拝おがむように一礼して去っていったとき、はじめてセットは我に返った。

「ああああああああッッ!!」

　悲鳴をあげて、角へ走り寄る。鋳貨どころか、破れた袋すらその場にはもうなかった。あるのは──いや、いるのは、のびた男と、

「……おい、うまい飯屋はどこだ？」

　素すっ頓とん狂きようなことをいって、セットを脱力させた紺碧の瞳の少年だけだった。




「おれの、二週間の、労働が……」

　無抵抗すぎる少年に我を忘れたとはいえ、なんで金を投げたのか……？

　自分のどうにも救いがたい行為に滅め入いり、セットは極限まで腹が減っているにもかかわらず、目のまえで芳かぐわしい湯気をたてるスープさえ口にすることができなかった。

　一方、セットの落ち込み具合を気にするようすもなく、少年は呟きつつもテーブルのうえに並んだ肉団子やら目玉焼きやらスープやらニシンの酢漬けやらを豪快に腹へと収めていく。

「うまい飯屋に連れて行くとあいつらはいったのに、またここへ帰ってきてしまった」

　とりあえず倒れた男の懐から有り金すべていただいて──それでも、失った給金の五分の一にも満たなかった──、セットは少年と男たちがいっしょに出てきたと思われる酒場《怠けものの犬ラート・フンド》へと戻った。

　手持ちの金で入れる適当な場所が、そこしか見つけられなかったのだ。

　──さすがは国内最大の貿易港。

　物価の高さに涙が出そうになる。

　つい先刻まで疲労ですら気分よく受け入れていたことがまるで噓のように、セットはからだを引きずりながらテーブルにつき、角帽とマント、それに剣を取っ払うと、少年が片っ端からメニューを読みあげるのを聞くともなしに聞いていた。

　ゴロツキの財布の中身では到とう底てい支払えそうにないほどの品数を注文する彼に、一瞬ストップをかけようとしたが、

　──どうせ他人だ、ガキの会計まで見にゃならんいわれはない。

　と好きにさせることにした。

　すると、注文を取りにきた黒髪と薄茶色の瞳の取りあわせが珍しい、日焼けした肌のウェイトレスが、少年の出戻りをおおいに歓迎し、「勘定はあたしが持ってあげる」とテーブルのうえに食べきれないほどの料理を並べたあとに少年に笑いかける。

「うちもなかなかおいしいと評判よ？　あんたの口にはあわない？」

「いや、とてもうまい」

　外国の血が混じっているのか、どことなく艶つやっぽいウェイトレスを見あげ、少年は無表情に応じる。

「そりゃよかったわ」

　彼女はまるで手のかかる弟を見るような目で少年に笑いかけ、空あいている椅い子すに座る。が、ペチコートを重ねて膨らませたスカートのおさまりが悪いのか、何度となく座り直す。そのたびごとに、おおきく胸元があいたシュミーズからたわわな胸が覗き、正直目の毒だった。

　セットはなんとなく視線をそらす。

「でも無事でよかったわよ。あいつら、この辺でも有名なワルだもの。あんたみたいな青い目をしたこどもを集めちゃ売り飛ばしてるってもっぱらの噂！　役所に届けなきゃ、って話してるところにこのおにいさんが助けに行ってくれて、あんた、命拾いしたのよ？　ちゃんと感謝しなきゃねぇ、坊や」

　彼女の言葉に、セットは顔を戻した。国内のムシコ人の先祖がえりは、王族はともかく、もう狩り尽くされていたと思ったが、まだ残っていたのだろうか。それとも、ただ青い目のこどもというだけで攫さらい、いなくなったムシコ人の代わりに売り出されているのだろうか。

　空腹も、疲労も、絶望も忘れて、ウェイトレスに詳しよう細さいを問おうとしたセットの機先を制するように、少年が声をあげた。

「坊やではない」

「……は？」

　突然の言葉に意味が理解できず、声をあわせて問い直したセットとウェイトレスに、少年ははっきりとこう名乗った。

「リリーの娘エリーザベト＝アレニウス、わたしはリドホルム王太子エリーザベトだ」




　その《怠けものの犬》にはありがたいことに宿もあった。

　少年──否、自称王太子エリーザベトの爆弾発言に大ウケしたウェイトレスが、「王女さまなら個室に泊めてあげるわ、もちろん王宮に部屋代を請求しておくけど」と、空いていた部屋を無償で貸してくれ──「王宮に請求したところで代金は支払ってもらえないぞ」とセットが耳打ちすると、「おもしろかったからいいのよ」とウィンクを返された──、そこになぜかセットのベッドも用意され、お互いにむかいあって座って小一時間。

　まだなにやら食べたりなさそうな自称王太子に、セットはようようのことで問うた。

「……ほんっとーに、あんたは王太子、つまり王位継承者なのか？」

「うむ」

　即答だった。

「じゃあ、なんでその王太子さまが、アルーンなんかにいるんだ？」

「さて」

「わからないのか？」

「うむ」

「なんでわからないんだ？」

「連れてこられたからだ」

「連れてこられた？　誰に？」

「ヴァルデマールの息子レンナルト」

「……誰だ、それ」

「大伯父うえの知りあいだ」

「大伯父うえって誰だ」

「母うえの伯父うえだ」

　殴りたくなった。

　気を取り直して、この不毛な質問を続ける。
















「母うえというのは、リリー女王か？」

「うむ」

「なんでリリー女王はそのレンナルトというやつに、あんたを任せてるんだ？」

「さて」

「……わからないのか？」

「いや」

「わかるのか？」

「いや」

「どっちなんだ？」

「わたしをレンナルトに任せたのは母うえではない、大伯父うえだ」

「そんなこたァどうでもいい」

　こめかみあたりがヒクヒクしているのがわかる。声のトーンも微妙にさがった。実はセットはそんなに気長ではない。彫刻のように表情を変えないエリーザベトを相手にしているうちに、すでにその腹のうちでは感情が激しく波打っていた。

「母うえだろーが大伯父うえだろーがどうでもいいとりあえずなんであんたはこのアルーンにレンナルトっつーやつに連れてこられたのか説明できるのか」

「うむ」

「……だったらなぜ最初からちゃんと説明しない？」

「ちゃんと説明しろといわれなかった」

　──短気は損気短気は損気短気は損気短気は損気っ！

　とっさに振りあげた右拳を、左手で必死に押しとどめる。万が一彼女がほんものの王太子であったとき、無礼を働いたことで罰せられるかもしれないからだ。

　──我慢、我慢しろ、おれ！　こいつがほんものの王女じゃないとわかったときでもじゅうぶん間にあう!!

　いまあるかぎりの忍耐力を総動員して、引きつりつつも笑顔を浮かべ、荒い息を整えて、これが最後とばかりに促す。

「じゃあ、ちゃんと説明してくれるか？」

「話せば長いことながら……」

「──簡かん潔けつに頼む、忍耐の限界が近い」

「追い出されて、脱走した」

　セットは目のまえの自称王太子を本気で殺したくなった。

「……自分の言葉に矛盾を感じないか？」

「いや」

「追い出されて、脱走した。誰かに追い出されたのか、あんたが脱走したのか、どっちだよ」

「両方だ」

「じゃあ、なんで、ちゃんとそこを説明しないかな？」

「簡潔にといったのはおまえだ」

「融ゆう通ずう利かせろよ」

「融通利かせろとはいわれなかった」

「……もういい、最初から説明してくれ」

　根負けしたセットは、ひさしぶりに目がくらむ感覚を思い出していた……。
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　ものごころついたときには、エリーザベトに両親はいなかった。

　正確にいえばいるのだが、離されていたので、いないも同然だった。

（エルサ、どうしたね？）

　学友として顔あわせをさせられたおなじ年頃の童女が、しきりと口にしていた『おもうさま、おたあさま』の意味がわからず、広い広い庭を、その『おもうさま』と『おたあさま』を探して駆け回っていたとき、聞き慣れた声がエリーザベトを呼んだ。

（おじいちゃま）

　声がしたほうを振り返り、エリーザベトはぱっと表情を輝かせた。その声の主──大好きな『おじいちゃま』が、こちらへむかって歩いてくるところだったのだ。

　自分からも『おじいちゃま』に駆け寄り、差し出された手を繫つないでいっしょに散歩をはじめる。

　エリーザベトの世界には、エリーザベト自身と『おじいちゃま』、そして『ばあや』と『ねえや』の四人しか存在しなかった。

　今日の学友候補のように、ときおりエリーザベトの世界に侵入してくるものがいないわけではなかったが、それでも、四人きりの閉じられた世界は彼女にとって甘く、そして完璧だった。

　なのに、どうしてか童女が『おもうさま』と『おたあさま』といったときの、なにやら誇らしげな顔や声の響きがこころにひっかかってしかたがない。

　そのひっかかりがなんなのか、『おじいちゃま』に教えてもらいたいのだけれど、幼すぎるエリーザベトにはどう説明すればよいのかわからない。

（あのね、ええっと、）

（うん？）

『おじいちゃま』がやさしい紺碧の瞳をなごめて、エリーザベトの言葉を待ってくれる。

　そのときの季節は、確か春だった。ほんの数週間しかないリドホルムの短い春に、庭の薔ば薇らが色鮮やかに咲き誇っていたのを覚えている。そして、

（『おもうさま』『おたあさま』って、なんですか？）

　そう思い切って尋ねたときの、『おじいちゃま』が浮かべた悲しそうな顔を。




『おたあさま』というのがなんなのか理解したのは、それから十年ほどたった冬の夜だった。

　雪も雨もなく、ただひたすら大地が鉄のように凍りつき、その年の凶作を暗示する《鉄の冬ヤーン・ヴインテル》。エリーザベトの名まえでもなければ、妻や娘の名でもない、知らない女の名まえを繰り返しながら『おじいちゃま』が他界した日、

（おまえがエリーザベト？　おおきくなったわね）

　そういって、にこりともせず訊いた女が『おたあさま』──母親だと、彼女は悟った。

　母親は、なんと女王だった。思いがけない身のうえに目をまるくするエリーザベトに、リリー＝アレニウスはそっけなくいう。

（おかあさま……、ああ、おまえにはおばあちゃまね。おばあちゃまが亡くなったあと、おじいちゃまが突然王位を譲じよう位いなさってね、いまのおまえより、ほんの少し年うえなだけのあたくしが、即位することになったの。伯父のヨーン＝エイジェルステット公が後見を務めてくれたけど、十六の小娘に、王さまの冠は重すぎたわ。プレッシャーから逃げだすように、いろんな殿方と浮うき名なを流して遊んだの。エイジェルステット公が、女王がいつまでも男おとこ漁あさりに精を出すのは好ましくないって、よその国から適当な貴族の四男坊を婿むこに選んでくれたけど、凡ぼん庸ような男すぎてつまらなかった。なぜ伯父さまは、ご自身で立候補なさらなかったのかしらね。まぁ、その凡庸な男との結婚の結果が、おまえよ、エリーザベト。あたくしよりもおばあちゃまに似たその赤い髪をおじいちゃまがいたくお気に召してね、手元で育てたいとおっしゃるから、そのまま預かっていただくことにしたの。……だって、あたくしはつまらない男のこどもの世話をするよりも、ほかにしたいこともするべきことも、山のようにあったのだから。ついでにいえば、おまえの父親には、《賢者の森クローク・スコーグ》のそばの王領をあたえたから、そこできれいどころをはべらせてそのつまらない人生を送っているはずよ。ほんとうにつまらない男。おまえも髪はおばあちゃまに似たようだけど、顔や性格は父親譲り？　つまらない娘ね。とにかく、おじいちゃまが死んでしまった以上、おまえをもうこの別荘に置いておくわけにはいかないわ。王宮に戻りなさい、すぐに立りつ太たい式しきをさせるわ）

『おじいちゃま』と『ばあや』と『ねえや』とエリーザベトだけの甘やかな世界は、その日を境に急転した。

　ひと馴なれしていないエリーザベトの世界に、ずかずかと土足であがり込むものが急増したのだ。男もいた、女もいた。若者も、老人さえいた。エリーザベト本人に、というより王太子エリーザベトに取り入ろうと、あの手この手を使って、接触しようとするのだ。

（……おじいちゃま……、ばあや、ねえや……）

　怖かった。恐ろしかった。四人きりの世界に戻りたくて、泣いてすごした夜もたくさんあった。

　そんな日々を重ねて二年、十三歳を迎えたその日に、転機を迎えた。

　ひとへの恐怖から、毎日を私室ですごすことが多くなったエリーザベトの部屋に、侵入者があったのだ。

（今日という今日は、わたくしにもお時間をいただきますよ、王太子殿下）

（ハスロ子し爵しやく……？）

　彼女に取り入ろうともっとも熱心につきまとっていた中年の貴族だった。

　ハスロ子爵は、エリーザベトが拒みとおす理由をさっぱり理解していなかった。エリーザベトにすげなくされ続け、その母親リリーのように、男を鼻先であしらう悪女だと思い込んでしまっていたのだ。

（王太子殿下はまだ十三。男の怖さを知らぬ年頃でしょう。王太子とはいえ女が男に逆らうとどんな目にあうか、からだで思い知るがいい！）

　不幸にもエリーザベトの部屋には、彼女自身が拒絶しているために、衛兵の姿がない。

　逃げ惑い、部屋の隅すみに追い詰められたエリーザベトは、誰にも助けを求めることができなかった。

（……ひ、）

　ハスロ子爵の手が、エリーザベトに伸ばされる。身を縮ちぢこめる彼女の肩を、好色そうに舌なめずりをしながら、子爵は乱暴に摑んだ。

　──悲鳴が、あがった。
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「……そ、それで……？」

　さきほど知りあった目のまえの、このどこかおひとよしそうな顔をした、実際おひとよしの青年は、ごくりと喉のどを上下させた。表情が固まっている。どこか要領を得ない問いを何度も重ねていたときとは、雰囲気を一変させている。

　この話をするとき、たいがいのひとが滲にじませていた下世話な好奇心などどこにもない。ただ、こころからエリーザベトを気き遣づかっている気配だけが、まっすぐに伝わってくる。

　エリーザベトは不思議だった。なぜこの男は、他人のために、こんなにも豊かに感情を表現できるのだろう、と。

「それで、わたしは……」

「──ああっ！　いい、いいたくなければ無理するこたァない！　いわなくていいっ！」

　別にいいたくないわけでもないし、無理もしていないが、いわなくてもいいと青年はいった。なのでエリーザベトは事の顚てん末まつをはしょることにした。
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　その事件のあと、エリーザベトの周囲は『おじいちゃま』たちと生活していた頃と変わらぬくらいに、静かになった。用があって王宮を歩くさいも、ひとびとは以前のように話しかけてこようとはしなくなったのだ。

　姿を見ればあわてて廊ろう下かの両端に寄りこうべを垂れ、図書室などでも距離を置いて座るようになるなど、腫はれものを扱うように遠巻きにしはじめ、おかげでエリーザベトはずいぶんと王宮暮らしを楽しめるようになっていた。

（最近、ちょっと表情が明るくなったのではない？）

　うれしい変化は、母親にもあった。『おじいちゃま』の葬そう儀ぎの日に『つまらない娘』といい放ち、以来放任していたただひとりの我が子に、関心を持つようになったのだ。

　一日に一度はそばに招き、他愛ない会話を愉しんだり、政治の真似事をさせてくれたりする。ときにはおもしろがってきわどい男のあしらい方なども伝授しようとして、後見人であり女王の伯父、ついでに老宰さい相しようたるエイジェルステット公に親子揃そろって叱られたこともあった。

　だが、楽しいだけの日々は、そういつまでも続くわけがない。

　そのことに最初に気づいたのは、やはり母親リリーだった。

（エルサ、おまえ、どうして笑わないの？）

　問われたことがわからず首を傾かしげるエリーザベトに、母は続けて問いかける。

（最初はあたくしに打ち解けていないからだと思っていたわ。でも、そうではない。そうではないのね、エルサ。あなた、感情の表現を知らないのね）

　リリーの質問ではなく念押しであった時点で、エリーザベトはなにもいわなかった。訊かれたところで答えられはしなかったけれど。

　月日は流れ、王宮暮らしも四年目を迎える頃には、エリーザベトの感情表現の少なさは、王宮に出入りするものたちの口から口へと伝でん播ぱされ、城下街で歌われる戯ざれ歌にまで歌われだした。





《森のアザミ》の道化師の　奇妙なダンスをごろうじろ

空飛ぶ鳥さえおかしくて　飛ぶこと忘れて地に落ちる

それでも黙もくして笑わぬは　いずれドクロか王太子






　そのそこはかとなく残酷な戯れ歌を、いかがわしい店あたりから拾ってきた貴族の子息が、エリーザベトの目のまえで、聞こえよがしに歌うこともあったほどだ。

　だからといって、彼女が特別なにかを思ったことはなかった。ドクロと並べられるほど、自分の表情がないのはまごうことなき事実であって、否定する理由などなかったからだ。しかし、感情がないわけではないのだ。

（おやおや、これはドクロの君、エリーザベト王太子殿下ではございませぬか！）

（あらあら、ステッラン！　そんなふうにおっしゃるものではなくってよ）

（そうだとも、我が友。表情のあまりお変わりにならぬ方とはいえ、いずれわれわれが剣を捧げる王太子殿下。ドクロの君、とはいくらなんでも）

（あの紺碧のおおきすぎる瞳が、そっくりでいらっしゃいますけど）

（あたくし、ドクロの君などと渾あだ名なされる方にお仕えする勇気はございませんわぁ）

（ははは、これは確かに御婦人方には恐ろしくてありますでしょう。しかし、われわれのようにいずれこの国を背負って立つものにはこれ以上もない度ど胸きよう試だめし）

（おいおい、それはご本人のまえでいいすぎだろう。ま、度胸試しとはいい得て妙、否定はいたさぬが──!?）




　目のまえの光景が、赤く、染まった。




（──殿下！）

　布を引き裂くような悲鳴が、エリーザベトを正気にさせた。

　王宮の廊下にびっしりと敷き詰めた、赤いじゅうたんの幾何学模様がいちばん最初に目に入った。続いて、胃のなかのものを戻してその吐と瀉しや物に顔を突っ込んでいるステッランと、泡を吹いて白目をむいている彼の友人がそこへ横たわっている姿が見えた。

（……？）

　エリーザベトはなにがあったのかわからず、悲鳴の主──豪ごう奢しやなドレスに身を包んだ三人の少女たちへ視線をむけるが、彼女たちはビクッと身をこわばらせる。その顔は恐怖に蒼あおざめ、彼女たちの足元にはおおきな水溜たまりができていた。かわいそうに、失禁していたのだ。

　背後から、あわてて走り寄る足音がする。

（エリーザベト！）

　名を呼んだ声はひとつではなかった。それだけで、誰がきたのかすぐにわかる。

（母うえ！　大伯父うえ！）

　大好きなふたりがどうしてこの場に駆けつけたのかはわからない。それでもエリーザベトはいっぱいの愛情をこめて、ふたりを振り返った。

（……母うえ？　大伯父うえ……？）

　ふたりの表情は、重かった。

　母親はおおきくためいきをつき、手であきれたように顔を覆おおってしまった。

（いつか、またこんなことになるのではないかと思っていたわ……）

（エルサ──いや、エリーザベト＝アレニウス殿下にお尋ねする。この状況はあなたがお作りになったのか？）

　怖い声で大伯父うえに問われると、記憶はあやふやだが、うんと頷うなずかざるを得ない。

（よくわからないけれど、たぶん、わたしがしたようだ）

　大伯父は、すばらしい肺活量で、一いつ喝かつした。

（出て行け──っ!!）
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「……な、なんで……？」

　おひとよしの青年の表情は、その言葉をみごとに表現していた。眉み間けんに縦たてじわをくっきりと刻み、太い眉をへの字に垂らしている。顔はあきれたように突き出され、口の両端が納得いかないとばかりにしたにさがっていた。

　──おもしろい顔をする。

　エリーザベトは、目のまえの青年を好ましく感じた。どことなく、いつも怒鳴り声を張りあげていたエイジェルステット公に似た雰囲気があるのもいいと思う。

「さて？」

　ほんとうに追い出された理由がわからなかったので首を傾げたら、「またそれか！」と彼にいやがられた。











[image: ]






　昨晩、自称王太子エリーザベトが城から追い出された理由はわかったが、なぜそれで脱走するにいたったかまでは、聞くことができなかった。

　噓かまことかわからないなりに衝撃発言を聞かされて、すっかり目が冴さえてしまったセットを置いて、少年のように短い赤毛とおおきな紺碧の瞳を持つ彼女は、勝手に船をこぎはじめたのだ。

　寝るな、最後まで話せ、と揺り起こしてみたものの、彼女の睡魔は筋金入りだった。あっという間に深い眠りに落ちたようで、叩いてもつねっても目を覚ます気配はない。

「警戒心、薄すぎだろっ!?」

　もし彼女が語った過去が真実であれば、彼女は十三歳のとき、男によってひどい恐怖を味わわされているはずだ。

　セットが護衛を引き受けた旅人のなかに、若い頃に男たちによってむごい仕打ちを受け、以来男が近寄るだけで嘔おう吐としてしまう女がいたことがあった。

　いっしょにある隊商を警護していた女傭兵は、幼い頃の体験から年うえの男が怖く、以来剣を頼りに生きているのだといっていた。

　なのに、この女はどうだ。

　うまい飯屋に連れて行ってやるという、いまどきこどもでも乗りそうにない誘いに乗って、三人のゴロツキにほいほいついて行っていた。

　その場から救い出した人間だからと気を許しているのか、セットとおなじ部屋に入れられたことにまったく抵抗しなければ、無防備にも寝顔を晒さらしている。

「……」

　こどもの頃の自分を語りながら、彼女はいっていた。

（わたしは、見てのとおり、表情が豊かなほうではない）

（豊かなほうではない、というより、ないよな）

（うむ。感情のほうも、あまり豊かではないのだ。笑ったことがない、といわれる）

　もしほんとうに彼女がリドホルム王家の血を引く王太子、絶世の美女と謳うたわれるリリー＝アレニウスの娘であったなら、瞳の色以外でもムシコ人の特とく徴ちようを色濃く継いだことだろう。そうすれば、セットの運命の女だったかもしれないのだ。

　あいにくとエリーザベトの容貌は百人並みのそれだ。天地がひっくり返ったところで、彼女の微笑ほほえみが、神をも跪かせ、悪魔ですら魂を捧げるほどのものになるとは思えない。

「そうだったら、守ってやれたのにな……」

　苦笑して、エリーザベトの年相応にまるい頰を軽く撫なでた。

「……うーん」

　寝言とともに口をもぐもぐさせていたのは、夢のなかでまたなにか食べているからだろう。彼女のおかげで散々な目にあわされたが、その無邪気な寝顔で帳消しにされた。

　セットはエリーザベトをベッドのうえに転がし毛皮をかけてやった。そして、自身にあてがわれたベッドに潜り込みながら、ふと凍りつく。

　──おれ、いま、本気で残念がった……？

　ありえない考えを一瞬でも抱いた自分を打ち消すように、セットは乱暴にあたまを振り、そのまま無理やり寝る努力をした。

　そして、朝。

「起きろ、青年」

　なんとか寝ついたのは、すでにいちばん鶏どりが鳴いたあとだった。まだまだ眠りたりないセットは、いっそう深く毛皮のなかに潜り込もうとしたが、それを阻はばむものがあった。

「……メルタ？　頼む、もう少し眠らせてく──ぐほっ!?」

　浅い眠りのなかで、夢と現実の区別がついていなかった。つい馴な染じみの娼しよう妓ぎの名まえを呼んだら、腹のどまんなかに激しい痛みが走る。

「……メ、メル、タ……？」

　娼館の用心棒をやっていたときに知りあい、何度となく共寝をしたことがある娼妓のメルタは、可か憐れんで楚そ々そとしたかわいい女だった。いくらセットが寝坊をしても、けしてこんな──たとえるなら砂をぎゅうぎゅうに詰めた袋を腹をめがけて天井から投げ落としたような重くて激しい──衝撃的な起こし方などしない。

　それでも彼女以外に思いあたる相手がおらず、痛みをこらえて目をあけると、

「お……、おまえか……、自称……王太……子……」

　枕まくら許もとに膝をついて、じっとセットを見ている赤毛の少女の姿があった。

「起きたか」

「……あやうく天国にひとっ飛び……だ」

　まだ痛む腹を押さえ、なんとか上半身をベッドのうえに起こす。ついでに周囲を見回すが、腹にあれだけの衝撃を与えそうなものが見あたらない。

「……どうかしたか？」

「あんた、どうやっていまおれを起こした？」

「起きろ青年と、声をかけただろう？」

　不思議そうに問い直され、セットはためいきをついた。朝っぱらから、昨晩のような、あのあたまの痛くなるやりとりをする気力はなかった。

　どことなく艶っぽいウェイトレスは、約束どおり宿泊費も食事代も、そんなにとろうとしなかった。

「おもしろい話を聞かせてくれたから、免めん除じよしてあげるわ」

　そういって、昼食にとパンまで持たせてくれたのだ。

　パンの色は真っ白で、リドホルム国内ではめったにお目にかかれない、上等の小麦パンだった。さすがは貿易港、ちいさな酒場でも出すものが違う。

　酒場《怠けものの犬ラート・フンド》のまえで別れ際、パンを半分に割り、少し多くなったほうを、エリーザベトに譲った。

「ほら、こっちはあんたのだ。小麦パンだぜ。大事に食べろよ」

　少女は頷きながら受け取ったが、セットの手にあるパンにまで視線を走らせている。なのでセットは気づかないふりをしつつ、あわてて紙に包むと荷袋のなかに突っ込んだ。

「じゃあ、おれは都まで戻る仕事を探しに行くから、ここでお別れだ。あんたはその脱走した……、ええと、レンナルトだったか？　レンナルトのところにちゃんと帰れよ？　今度ゴロツキに飯屋に誘われても、ついて行くんじゃねェぞ」

　嚙かんでいい含めるようにセットはいって、エリーザベトにくるりと背をむけた。そのまままっすぐ口入れ屋を探して、荷馬車やひとの行き交う色鮮やかな大通りを歩き出した。が、

　──ついてきてやがる、あいつ。

　気がつくと、背後を取られていた。微妙に気配を消して、そばに近づいていたらしい。

　──王太子が気配なんか消せるか、普通。

　振り切るために、少し早足になった。ゆえに、セットよりもずいぶん背の低いエリーザベトは、小走りにならないと追いつけなくなる。ひとごみが邪魔すぎて、走るのは難しかろうと踏んだのだが、

　──まだくるか!?

　それでもしつこいくらいに追いかけてくる。

　セットもついに角帽を押さえながら走り出したが、ひとびとは移動する障害物だ。おまけに彼は、食事も睡眠も満足に得られていない。息も乱さずぴたりとくっついてくるエリーザベトに、自分のぶんまで栄養と休養を取られてしまっていたのだ。

　──チヤクーシヴョラウー、不利だ、不利すぎる！

　ようやくセットが彼女を振り返ったのは、アルーンの繁はん華か街がいを抜け、郊外に出る市門のまえだった。観念したのではない、それ以上セットの体力がもたなかったのだ。

「……なんでついてくる、自称王太子」

　ぜーぜーと切れぎれの息のなか、セットは搾しぼり出すようにそう問うた。その問いに対するエリーザベトの解答は、実に簡潔だった。

「おまえの名まえを知らないからだ」

「知っていたらどうした？」

　正直うんざりしながらも、重ねて訊いてしまう自分が憎い。

「呼びとめた」

「そーでしょーともっ！」

　もうそれ以外に考えられないような明確な答を得て、セットはその場に座り込んだ。「チヤクーシヴョラウー」と誰にともなく──酒場で別れを切り出したところで、こうなることはうすうす感じていたので、いまさらエリーザベトに毒づく気力もない──口汚く罵ののしって、舗ほ装そうされた道路に寝転がる。

「……名まえを、まだ聞いていない」

　覆いかぶさるようにして、エリーザベトが顔を覗いてくる。百人並みの容貌だが、やはり、そのおおきな紺碧の瞳にはどうしても引き込まれてしまう。

　──ばあちゃんの予言が絶対あたるって限らないしな。

　ほんものの運命の女と、実際のところいつ出逢えるかはわからない。それまでこの赤毛の少女の面倒を不ふ承しよう不ぶ承しよう、不承不承見るのも、予言されなかった運命のひとつなのかもしれない。

　ひょこんと顔を引っ込めたエリーザベトを、視線で追う。ちょこちょこと小動物のような動きで道路の脇に植わっている巨木の影に入ると、あいかわらず表情のない少年めいた顔をむけてくる。セットは笑いかけてやった。

「セットだ。ユストゥスの息子、セット」

「セット」

「ああ」

「セット」

「なんだ？」

　エリーザベトはついっと腕を伸ばし、繁華街のほうを指差した。

「馬車がくる、轢ひかれるぞ」

　あわてて跳はね起き角帽と荷袋を引っ摑み、

「てめェ、早くいえっ！」

　と、セットがエリーザベトの横に転がり込んだとき、間髪入れずに暴れ狂う勢いで、馬車が彼が大の字になっていた場所を走り抜けた。御ぎよ者しやが叫ぶ。

「ばかやろうっ!!」

「地獄へ堕おちやがれっ!!」

　それだけを叫び返して、そのままぐったりと仰むけになった。リドホルム本国と違って、飛び地のアルーンは緑が多く、陽もおだやかだ。精神的にも体力的にも限界に達していたセットは、意識を手放したい誘惑にかられる。

「クソフアーン、このまま眠っていいんなら、今日ばかりはそのまま死んでも文句はいわねェ……」

「なぜだ？」

「……それをあんたにゃ訊かれたくねェ」

「なぜだ？」

「……」

　前ぜん言げん撤てつ回かい。こいつの面倒をこれ以上一日たりとも見たくない。だからだろうか、瞼が重い。重すぎ、る……。




　──が、死ぬことも文句をいうこともなく、セットはその場で眠っていたらしい。しかも、

「起きたか」

　エリーザベトの、膝のうえで。

「──っ!?」

　びっくりして飛び起きれば、あたり一面夕ゆう映ばえに赤く染まり、市門が厳おごそかにしめられているところだった。

「お、おおおおお起きた」

　動どう揺ようして頷くと、エリーザベトはなにごともなかったかのように、すっくと立ちあがる。そして、座ったままのセットを見おろし、

「腹が減った、昨日の酒場に戻ろう、セット」

　さも当然のごとく、提案してきた。

「お、おおおおおおう」

　朝からいままで何時間も文句ひとついわず膝枕をしてくれていた彼女に、今度ばかりはなにもいえない。申し訳なさと気恥ずかしさを感じながら、「せめて酒場につくまで、おれのパンでも食べておけ」と荷袋のなかを搔かき回したが、パンを包んだはずの紙がない。

「……エリーザベト……？」

「昼にいっしょにいただいた、うまかった」

「……」

　なんとなく、エリーザベトが王宮とやらを追い出された背景には、彼女が話した以外の理由があったのでは、と思わずにはいられないセットだった。
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　それから三人が酒場《怠けものの犬ラート・フンド》に辿りついたのは、もうとっぷり日が暮れたあとだった。

　朝、笑顔で送り出してくれたウェイトレスがあきれたように笑った。

「ひとり増えたのね」

「はじめまして、お嬢さん。ぼくは、オーケの息子アルノルト、アルとお呼びください」

　つば広帽を胸にあて、礼儀正しくウェイトレスに挨あい拶さつをするおかっぱあたまの少年に、ウェイトレスもおどけてペチコートたっぷりのスカートの裾を軽く持ちあげ、「これはこれはご丁てい寧ねいに。わたくしのことは、ライラとお呼びくださってけっこうよ」などと答えている。

　空いているテーブルを勝手に陣取ると、昨日とおなじように片っ端からメニューを読みあげるエリーザベトを横目で見、セットは、アルノルトとの挨拶を終えたウェイトレス──ライラに耳打ちした。

「そのまま注文は取らないでくれ」

「お金ないの？」

「アルが持っているかもしれんが、さっき知りあったばかりだ、アテにできん」

「もうただじゃだせないわ」

「わかってる、からだで返す」

「朝イチで薪まき割り」

「部屋は空いているか？」

「大部屋？　個室？」

「大部屋でも文句はいわん」

「馬小屋掃除も追加」

「恩に着る！　──エリーザベト、アル！　注文するな、ライラにお任せだ」

　似たような色のあたま──エリーザベトは赤毛だが、アルノルトも赤みがかった茶色の髪なのだ──をつきあわせ、メニューを覗き込んであーだこーだいいあっているふたりのもとに歩み寄りながら、セットはライラがうしろでくすくす笑っているのを耳にした。

　いいたいことはわかっている。

　正直、自分でもこんなに面倒見がいいとは思っていなかったのだから。




　──アルノルトもまた、ゴロツキに囲まれていた。

　セットがエリーザベトの膝枕から飛び起きてすぐ、場所は市門から繁華街に戻る手まえの河だった。この海へと流れ出る河が繁華街と貧ひん民みん窟くつとの境界を作っているのだが、アルノルトがからまれていたのは貧民窟側の土手だった。

「……」

　河に架かった橋を渡りながら一いち瞥べつしただけで、彼を取り巻いているのはエリーザベトを攫おうとしていたやつらとは違うのがわかった。ただ単純に、ゴロツキが一方的にアルノルトに因縁をつけているだけのようだった。

　だから無視を決め込んだのだが、

「──セット！」

　自分と似たなにかを感じるのか、エリーザベトはそれを許さなかった。無言で指を差し、言外に助けに行け、と命じている。

　だが、セットとて従ういわれはこれっぽっちもない。

　見なかった、聞かなかったふりをして繁華街へと歩き出すが、彼女はセットのまえに回り込み、珍しく厳しい顔をして繰り返す。

「セット！」

「……あのな、エリーザベト……、」

「やつを助けろ、王太子命令だ！」

「……はァ？」

　昨晩の話のすべてを真に受けたわけではない。だから、そこまできっぱりと命じられると、なんだかおかしくなってくる。

　思わず笑いたくなるのをこらえて、訊いてみる。

「なんだよ、知りあいか？」

「話せば長いことながら……」

「助けてほしけりゃ、簡潔にわかりやすく、かつ融通を利かせてちゃんと説明しろ」

「直接会ったことはないが、顔は知っている。オーケの息子アルノルト。エリングマルク大学に昨年最年少で首席合格をした挙句入学を蹴けった、《賢者の森クローク・スコーグ》出身の天才だ」

「よく知っているな、ほんとか？」

「大伯父うえから、おもしろい人間がでてきたと聞いたのだ。新聞に似顔絵が載っていた」

　確かに、彼女をほんものの王太子だと仮定するなら、アルノルト・オーケという少年の存在はおもしろいだろう。

《賢者の森》は、国家不可侵の巨大な森であった。いざというときには、そこで獲れる自然の恵みだけで、リドホルム全国民を二年は養えるといわれているほどだ。

　だが十六年ほど昔、近くの王領をあたえられた公こう爵しやくが勝手に所有の森としてしまい、以降許可なく立ち入ることを禁じてしまったのだ。

　それに異を唱え、公爵に、果ては国家に牙を剝いたのがスティーグ・マルティンという青年とその仲間の密猟者たちだった。彼らは《賢者の森》に禁を破って入り込んでは狩りをし、日々の糧かてを得ることをけしてやめなかったのだ。

　公爵はなにもされるがままになっていたわけではない。役人を派遣し、スティーグらの身柄を拘束させたり、手勢の部下を連れて森へ入り、密猟者たちを捕まえたりもした。

　しかし、彼らはそのたびごとに脱獄を繰り返し、すでにその数十九回。いまやリドホルム国民にとって《賢者の森》とは、スティーグ・マルティンたち密猟者集団を指す言葉となっていた。

　つまり、その密猟者集団出身であることを隠しもせず、わざわざ敵の本拠地へ乗り入れてきたアルノルトはそうとうの変わりもの、ということになる。

「……できるじゃないか」

　セットは感心して口笛を吹くと、荷袋と角帽をエリーザベトに預け、橋を戻り、土手へと駆けおりた。

　さいわい彼女の膝枕でぐっすり眠ったおかげで体力も精神力も快復している。空腹なのはいつものことなので、たいして気にはならない。

　──剣を抜くほどでもないな。

　アルノルト・オーケを取り囲んでいるゴロツキは、貧民窟を根ね城じろにしているやつらだろう。

　それなりにアルーンの街を満まん喫きつしたのか、アルノルトは流行の服を身につけていた。

　白いシャツに膝丈のズボンを穿はいて、膝までの靴下を履はいている。靴はさすがにリドホルムで履かれている二重底のものだったが、派手な黄色の短いジャケットと揃いの色のつば広帽とくれば、いやでも目立つ。いやでも因縁をつけたくなる。

　──自業自得じゃね？

　ゴロツキが、アルノルトの身ぐるみを剝いでしまいたい気持ちが、理解できないこともない。

　とはいえ、不本意ながら、セットには王太子命令とやらがある。

　数分後、アルノルトのかわりに河に浮かんだのは、おぼれて手足をばたつかせるゴロツキ六人のほうだった。セットは声をかけた。

「おい、落ちつけ！　そんなに深くないだろう、足はつくぞ！」

　それにひとり、またひとりと我に返ったゴロツキどもは、いわれるまま川床に足をつけ、そそくさと岸にあがり、貧民窟へ逃げて行った。

　まるで他人事のようにセットとゴロツキどもの戦うようすを見ていたアルノルトは、橋のうえから一歩も動かず、繁華街から漏れる光にその少年のような肢体を浮かびあがらせているエリーザベトの存在に気づくと、すばらしい速さでそちらへ駆け寄った。

「おお、うつくしい赤毛の少女よ、あなたですね、ぼくを窮きゆう地ちから救い出してくれたのは！」

「違う」

「ああ、そんなご謙けん遜そんを！　わかります、ぼくにはわかっています。あなたのその神こう々ごうしいまでのうつくしさに照らされ、やつらは目がくらみ、河へ落ちてしまったのだと！」

「違う」

「ああ、どうかそんな瞳でぼくを見つめないでください！　ぼくまであなたのうつくしさにやられて、河へと落ちてしまいそうだ」

「……誰が、《賢者の森》出身の天才だって？」

　どういいように解釈したところで、三文芝居の大根役者にしか見えない。

　エリーザベトのまえに片膝をつき、その百人並みの容貌を女神のように褒め称たたえる詩を即興で謳うたいはじめたフェミニストをあたまの痛い思いで眺ながめながら、ふたりのもとに戻ったセットは誰ともなしに問いかけた。

　それをエリーザベトが拾いあげて、アルノルトを指差しながら平然といった。

「この男だ」




　いちばん鶏が鳴いたとき、剣と荷袋を持ち、角帽をかぶったセットは蝶ちよう番つがいをできるだけ鳴らさないようにドアをあけ、ライラの部屋を出ようとしていた。廊下に誰もいないことを確認し、足を踏み出しかけたところをけだるげな声に呼びとめられる。

「……セット？　もう行くの？」

　振り返ると、ベッドのうえでライラが上半身を起こし、窓から差し込む月明かりに、その白い胸を惜しげもなく晒さらしていた。

「起こしたか？」

　ライラは首を振り、布ふ団とんのうえに散らばった衣服のなかからショールを抜き取るとからだに巻きつけた。

「寒いわね。眠れた？　もう少しゆっくりしててもいいんじゃない？」

「薪割りと馬小屋掃除。約束しただろう？　夜が明けきるまえに出しゆつ立たつするつもりだからな、いまからやっとかないと、間にあわない」

「……律りち儀ぎね、この子たちのために。おとうさんみたい」

　彼女は苦笑して、自分のかたわらに猫のようにまるくなって眠るエリーザベトのあたまを撫でた。視線をやった窓際の長椅子のうえでは、アルノルトが顔に帽子を置き、毛皮を三枚かけて眠っていた。

「やめてくれ」

　セットはこころからそういった。

　昨晩は、結局、ライラの部屋に全員で泊まったのだ。

　当初泊まる予定だった大部屋は、ベッドもなにもない、床に雑魚寝をするだけの部屋だ。さすがに国内最大の貿易港の酒場で毛皮の貸出がないわけではなかったが、それでも男女問わずほぼ素っ裸で寝るのは西大陸のどこの宿屋でもおなじはずだった。

　セットはそれを当然と思っていた。だから、ひょっとするとほんとうに高貴な身分出身かもしれないエリーザベトのことは壁際に寄せ、自分のぶんも使って毛皮でぐるぐる巻きにしておけばいいと考えていた。

　だが、それではいやだと、抗議の声があがったのだ──アルノルトから。

（信じられない男だな、きみは！　エリーザベトは女性だよ？　男が身を盾たてにして守らないといけない、神聖なる性別の持ち主だよ。なのに、そのエリーザベトを大部屋で、雑魚寝させるって？　信じられない！　ほんっとーに信じられない唐とう変へん木ぼくだよ、きみは！　ああ、きみに接近していたら、絶対に痛めつけてやるのに!!）
















　なんだかもうこの場で斬り捨ててやりたい少年だった。そういえば昨日の夜、おなじような思いをエリーザベトにも抱いたことを思い出した瞬間、ほとほと自分のおひとよしぶりにあきれ返ってしまったが。

（……ライラ、個室を借りるためには、薪割りと馬小屋の掃除以外になにをすればいい？）

　問われたライラは苦笑して、自分の部屋を提供してくれた。

（エルサはあたしといっしょにベッドに寝ればいいわ。アルは長椅子をどうぞ。──セットは、ふたりが眠ったあとに、別の場所を用意してあげる）

　なるほど、床は、ふたりがばたつかなくなるまでは横になるのに危険な狭せまさだった。

　そんなこんなで、セットは薪割りと馬小屋の掃除に励はげむことになった。ついでに出立の準備をしていた商人の馬の世話をしてやると、おおいに気に入られてしまった。

「今度エリングマルクに帰ったときは仕事を頼むから、屋敷に必ず顔を出すように」

　そんな確約と目が覚めるほどの高額チップをもらい、セットは今日はいい日になると予感した。

　どういうわけか面倒なこどもふたりの世話を焼き続けた昨日と一昨日おととい。だが、今日は違う。目覚めたらなんだかんだいってついてきそうなふたりが寝ているうちに、ライラにすら行きさきを告げぬまま、アルーンを発たつのだ。

　仕事がないのはきついが、チップは、王都エリングマルクまで、あるいはそのさきの第二の商業都市テルンまでの生活費にあてて余りある。つぎの仕事に出合えるまで、このままぼつぼつ旅を続けるのもいいだろう。

　ライラと軽口を叩きながら朝食をとり、彼女の見送りを受けて宿を出たとき、

「さぁ、セット！　いざ、エリングマルクへの旅をはじめようじゃないか！」

　寝ていたはずのこどもふたりが、手にパンをしっかり握って、入り口まえに立ちふさがっていた。

　気が抜けて、その場にへなへなと崩れ落ちるセットのうしろで、彼らの共犯者ライラが、腹を抱えて笑っていた。
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　いつの間に、どういう流れで、自分がこのガキどもを率いて王都エリングマルクへ戻ることになったのか、セットはわからなかった。リドホルム本国への旅、というならまだ理解できる。飛び地の貿易国アルーンから本国に戻るには、ブリクセンを抜ける一本の街道を行くしかないからだ。

　そもそもセットがエリングマルクへ戻るのは、彼の拠点が王都だからである。それに倣ならうなら、王太子を名乗るエリーザベトが王都へ戻るというのは、百歩譲ってわかってやれないこともない（むろん、リドホルムに入り次第、即刻役所につき出してやるが）。

　しかし、アルノルトは違うはずだ。《賢者の森》はエリングマルクとは真逆、国の南域に広がっているのだから。

「……なんで、エリングマルクまでついてくるんだ」

　脱力したままセットが問えば、ふたりは実にすばらしい答を口にした。

　エリーザベトはいった。

「流れだ」

　アルノルトはいった。

「出会ったときからの決定事項だよ、セット。ぼくは人相学も少々かじっていてね、きみはぼくたちの世話をする相をしていると読めた。アルーンでの仕事も終わったことだし、エリングマルクに行くのは少々気が乗らないけど、行けば行ったで仕事はあるだろうからね、ついて行くことに決めたんだ。よろしく頼む」

　そんな「流れ」も「決定事項」も「人相」も、心底いらないと思うセットだった。

　だが、年の離れた兄弟の末っ子として生まれた性さがか、末っ子だからと姉たちに異常に構われ続けた挙句彼女たちのこどもの世話を無理やり押しつけられた少年期をすごしたせいか、頼られたり甘えられたりすると、俄が然ぜんがんばりたくなってしまうのだ。世話を焼いてしまうのだ。

　だから──、

「おい、昨日もいっただろう、エリーザベト。ズボンの裾は出しっぱなしにしない、ブーツのなかに入れ込めって。ああ、もう、うしろが出たままだ。まんべんなく入れられないなら、スカートにするか？　なんだ、その顔は。スカートがいやなら……、そう、そうやって入れればちゃんと入るだろう？　忘れるなよ、つぎ入れ忘れたらスカート穿かすからな」

「アル、袖口の飾りがはずれかけてるぞ、貸してみろ、縫いつけてやるから。……はァ？　傭兵稼業が長くなるとな、裁さい縫ほうのひとつやふたつ、できるようになるんだよ。あんたんとこのリーダーだってそうだろうが。……なに？　してもらっといて、なんていいぐさだ、おい！　つぎからは自分でしろよ！」

　……かいがいしいことこのうえない。

　おまけに、

「セット、馬車を買わないか？」

「……」

　突然のアルノルトの提案には無言で財布の中身を見せて、問答無用で黙らせた。お菓子を買えと泣き喚わめくこどもに母親が取る態度そのものだ。

　ほんとうをいえば、商人にもらったチップで馬車は買えていた。だが、エルサの異常な食欲を抑おさえきれなくなったときや、アルノルトがまたゴロツキにからまれ大怪け我がをしたときといったもしものために取っておきたかったので、ふたりにばれないところへ隠し持っていたのだ。

　──ひょっとして、おれ、思考の基準がこいつらになっている……？

　気づいたとき、セットは思わず泣きたくなった。

　そんなセットの気持ちも知らず、主張を受け入れてもらえなかったアルノルトは、少しへそを曲げたようだったが、もともとが密猟者集団《賢者の森クローク・スコーグ》出身、脚力に不安はないはずだ。実際、その華きや奢しやな体格からは想像もつかない健けん脚きやくぶりを発はつ揮きしていた。

　そして、驚くべきは、むしろエリーザベトのほうだった。アルノルトが馬車を買えといい出したのは、口数の少ないエリーザベトのためだろうが、もしそれに従っていたら、とんでもない無駄遣いになるところだったのだ。

　エリーザベトは長距離を歩く方法を心得ていた。

　苦しいときや疲れたときの表情がおもてに出にくいたちなのもあるだろうが、少なくとも三人のうちでいちばんぴんしゃんしているのが彼女だった。

「あともう少しでブリクセン王国に入るな」

　街道脇の木こ陰かげでひと休みしながら、ライラから「苦労性のおとうさんに」と贈られた地図をセットは見ていた。そばではすっかり音ねをあげてしまったアルノルトがひっくり返っていた。

「はは、ぼくとしたことが、きみが弱音を吐くまえに、倒れてしまうなんて」

　顔をあげて憎まれ口を叩く元気はあるらしい。だが、すぐにその起こしたあたまもおろしてしまう。気になって額ひたいに手をあてがえば、体温が少し高いような気がする。

「……熱があるんじゃないのか？　もう少し水を飲んでおけ」

「いや、ぼくは発熱したとき、あたまのまえのほうで紫色の光が点滅するから、すぐわかるんだ。それがないから、まだ、だいじょうぶ」

　いっている意味がよくわからない。

　だが、本人がだいじょうぶという以上、むやみに口を出すとますます機嫌を損ねるだけだ。「不甲斐ないなあ」とつぶやくその声を聞かなかったふりをして、セットは地図に目を戻した。

　アルーンの市門を出ても、しばらくはリドホルムの国土が続く。といっても、国境だなんだとやかましく騒さわぎ立てるのは人間ばかりで、自然やその国境線を引かれているらしい大地にはどうでもいいことだろう。

　海が近いぶん飛び地は本国にくらべてあたたかいが、これから内陸に入っていくにつれ、寒さが増してくる。まだ本格的な冬がはじまっていないいまなら、アルノルトの体調を気遣いながらでも、雪が降るまえに王都に辿りつけるはずだ。

「とりあえず、ブリクセンに入ったら、マントを一枚ずつ買ったほうがいいな」

　あのチップに手をつけるのは気が引けるが、こんなときにこそ使うべきものが金だ。最悪、マントを買った残りの金で乗合い馬車を手配して、アルノルトだけでもさきに王都へ送ることも考えておいたほうがいい。

　見かけによらず大食漢のエリーザベトの食欲を黙らせるには手を焼くだろうが、こうやってかかわりあった少年の身に万が一のことが起こるぐらいなら、背に腹はかえられない。

　うんうん、とチップの額がくとマントや乗合い馬車の料金、二週間弱の食費などを脳内で計算していたら、アルノルトが訊いてきた。

「……そんな金、どこにある？」

「心配するな、あるとこにゃあるのよ、アルノルト少年」

「心配なんかするものか。だいたいきみのような傭兵は、いつもそうなのだからな！　金なんてまったく持ってないふりをして、いざとなればどこからともなく出してくるんだ。あるなら、さっさと出せばいいのに！」

「それじゃいざというときになにも手が打てなくなるぜ？　あんたは《賢者の森》の天才なんだろう。それなのに、万ばん策さく尽きたときには、跪いて神に祈るのか？」

「ごめんだね！」

　アルノルトは吐き捨てるようにいいきった。

　出会ったときからどこか生意気さ加減が鼻につく少年ではあったが、この負けずぎらいはなかなかわるくない、とセットは思う。

（負けずぎらいの人間はいい、向上心がある。強くなれるぞ、セット）

　傭兵団に入ったばかりのとき、先輩たちに負けっぱなしで腹が立ち、泣きながら嚙みついたセットをボコボコにしあげたあとで、そういって豪快に笑ったひとがいた。

　なんでひとが泣いているときに限ってかまってくるのか、腹が立って腹が立ってしかたがなかったが、いまならその気持ちが少しはわかる。わかるついでにアルノルトの額に手をやってしまう。案の定、「触るな！」と弾かれた。

　それさえもおもしろがれる自分が、当時のあのひととおなじことをアルノルトにやっているのに気づいて失笑したとき、とんでもないことを思い出した。

「──エリーザベト!?」

　休きゆう憩けいを入れたときには確かにそこにいた。だが、地図とアルノルトに注意をむけているあいだに、どこかへ行ってしまっていた。地図もアルノルトも放り出して、立ちあがり、周囲を見回す。この三日間、絶対にセットの目が届かないところへは行かなかったのに！

「……どうしたんだい？」

「エリーザベトがいない！　目を離した隙すきに、あいつ……！」

　一度木陰に戻り、上半身を起こしかけたアルノルトにその場にいるよういいきかせ、剣を片手に街道へ戻る。

　舗装された街道が、なだらかな丘きゆう陵りようをまっすぐに突っ切っている。

　──まさか……。

　エリーザベトはライラに懐いていた。アルノルトの芳かんばしくない状況を見て、彼女に救いを求めに行ったのだろうか。

　だが、浮かんだ考えを、彼はすぐに打ち消した。速めのペースではあったが、ここまでくるのに三日もかかっている。いくらなにを考えているのかわからない少女だからといって、その三日分の距離を歩いて戻るようなバカな真似をするだろうか。

　──いや、しない。

　セットは確信をもって断定する。

　──あいつなら、おれに行かせるはずだ！

　それはそれでいやな考えだが、エリーザベトらしくて間違いない。

　では、

「……ブリクセンに、さきに行ったのか……？」

　エリーザベトが地理に明るいとすれば、少なくともアルーンに引き返すよりはブリクセンにむかうほうが早いし確実だ。その選択は正しいと思う──思うが、街道には、ならずものと呼ばれる追いはぎや強盗の類たぐいが五万といるのだ。

　リリー女王の父親であるエーリク王の時代、いまから四十年ほど昔に、エーリク王が盗賊や街道に行き交うならずものたちを一掃させたことがあった。

　占術師の老婆が教えてくれた話では、城内に導くものの存在があったのか、エーリク王の玉座そばまでそのならずものたちは入り込み、国王暗殺を成功しかけたのだそうだ。

　子飼いの盗賊や忠臣の働きのおかげで難を逃れた国王は、実はまだ幼かった。ゆえにこころの深い部分に恐怖を刻まれ、また襲おそわれるかもしれないという不安から、なんと子飼いの盗賊ごといっせいに取り締まってしまったのだ。

　強制労働に鎖さ刑けい、処刑といったありとあらゆる罰則をあたえて、国内から犯罪者あるいは犯罪者予備軍のすべてを消し去ってしまった。そのなかには他国からの難民も含まれていて、大陸中から非難を浴び、一時は国際的に孤立してしまうほどだった。

　だが、それから四十年もたてば、またぞろ犯罪者はうごめきはじめる。

　二、三年おきに起こる《鉄の冬ヤーン・ヴインテル》は確実に、街道をさまようならずものを増やしていったし、強盗や追いはぎの種類も犯罪教科書が編まれるほど細分化されていった。

　そんな時代に、こどものように小柄な、戦うすべを持たない少女がひとり街道を歩くその危険性に、セットは身震いする。ただでさえ彼女は一三歳のときに──！

「──クファソーンッ！」

　涙をこらえながら、忌いまわしい過去を聞かせてくれた女たちの声が甦よみがえる。

（あんたは平気よ、セット。だって、わたしよりも年しただもの。でも、年うえはだめ。ひとつしか違わなくても、見掛けは全然そう見えなくても、年うえの男っていうだけであいつを思い出してしまうの）

（お願い、こないで。近寄らないで。あなたがわたしたちを守ってくれてるのは知ってる。でも、怖いのよ。恐ろしいの。いつまたあんな目にあわされるかって……。男がそばに立つだけで、わたしはもう足が竦すくんでしまう）

　あの女たちのように、させるわけにはいかない。

　セットはブリクセン方面にむかって、全身でその名を呼んだ。

「──エルサァッッ!!」

「──うむ」

　聞き覚えのある、間の抜けた返事が背後からした。

「……え？」

　セットは背なかに滝のように汗をかきながら、恐る恐る振り返った。

　アルノルトの悪戯いたずらにしてはたちが悪いし、なによりあのとぼけた声をセットが聞き間違えるわけがない。

　はたして、エルサはそこにいた。

「……なんで、そこにいる？」

「戻ってきたからだ」

「どうして、どこへ行って、どこから戻ってきたんだ？」

「パンの焼けるにおいがしたので、そのにおいを辿って行って、そのパン職人の家から戻ってきた」

　見れば、ごそごそと街道脇の繁しげみを搔き分けて、年老いた男とエリーザベトより少し年とし嵩かさの娘が、やってくるところだった。アルノルトが顔をあげて、にやにやと笑っている。

　取り乱した自分を恥ずかしく思いながら、どことなく誇らしげにそばに寄ってきたエリーザベトのあたまを乱暴に撫でてやった。とりあえず、ちゃんと答えられたことは褒めてやらねば。

「たいへんよくできました」
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　実はセットが「旅慣れている」と評価するエリーザベトの旅歴は、まだ半年にも至ってはいなかった。

（出て行け──っ!!）

　とエイジェルステット公に怒鳴られたのは、五カ月とちょっとまえの、まだ雪深い日のことだったのだ。

　どんなバカでも、どうしようもない事態にならない以上、めったに出歩かないとされる冬の終わりのもっとも寒い日。エリーザベトはきれいな顔一面に「不機嫌！」と書いたレンナルト・ヴァルデマールに引きあわされた。

（緊急事態発生というからあわてて駆かけつけてみれば……。リリー、この赤毛はおまえのこどもだろう？　どうしておまえがちゃんと面倒を見ない。ヨーン、おまえもだ。手元にいないときはあれほど恋しがって、いざ手元においた途端、厄やつ介かい払いか？　都合がいいことだな）

　エリーザベトは、目をまるくした。かつて母や大伯父に対して、ここまで乱暴な口を聞く人間を見たことがなかったからだ。そして、その驚きは、ますますおおきなものになる。

（あたくしだって、好きこのんで手放すつもりはないわ。でも、宮廷はこの子には狭すぎるのよ。このままじゃいつかこの子が潰されてしまう）

　エリーザベトの所業にあきれてためいきをついていた母が、

（同感だ。コレの祖母がどうしてあんなにも元気だったのに、別荘に引きこもったまま出てこなくなったのか、あなたも知らないわけではないだろう。このままでは、気の病にかかってしまったアレとおなじことになりかねんのだ）

　出て行けと一喝した大伯父が、その態度のでかい美男子にむかって、エリーザベトをかばおうとしているのだからびっくりだ。

（……）

　どうやらこの態度のでかい美男子は、エリーザベトとさほど歳がかわらないようなのに、どういうわけか祖母のことを知っているらしい。大伯父に祖母のことを持ち出され、困ったように口をつぐんでしまった。

　エリーザベトが生まれるずっと以前に、祖母シーヴ＝エイジェルステットは三十七歳で他界した。美人ではなかったが、かわいらしいひとだったと聞いたことがある。

　生前、祖父が「おまえはおばあちゃまによく似ている」と繰り返すので、顔が見てみたくて、肖像画かなにか残ってないのか、と尋ねたら、「残したかったが、残せなかったんだ」と寂しそうにいわれ、以来追及できなかった。母親も、大伯父もまた、然しかり、だった。

　だが、この美男子なら違うかもしれない。なぜかそんな気がして、エリーザベトは彼の上着の裾を握って引いた。すぐに美男子は振り返った。

（──……）

　一瞬誰かの名まえを呼びかけた彼は、裾を引っ張ったのがエリーザベトだとわかると、視線をあわせて問うてきた。

（……おい、エリーザベト。それはおまえの癖くせか？　それとも誰かに仕込まれたのか？）

　訊かれた意味がわからず首を傾げると、彼はとびきりうつくしい笑みをその口元にたたえた。

（おまえのおばあちゃまが、おれを呼ぶとき、いつもそうしてたんだ）

（……！）

　はじめて聞く祖母のエピソードに、エリーザベトはまたしても瞠どう目もくした。美青年はますます相そう好ごうを崩す。

（おまえの紺碧の瞳は、顔以上に表情豊かだ。気に入ったよ、エリーザベト。おれといっしょにくるか？）

　まるで近所に散歩に行くかのようにそう訊かれたから、頷いただけだった。

　それで気づくと、雪が少し融けはじめた頃、王太子エリーザベトは、エルサ・シーヴという名まえで旅の劇団《森のアザミスコーグ・テイステル》の看板役者レンナルト・ヴァルデマールつきの下働きになっていた。

　ものすごい転職クラス・チエンジだ。

　それでも街から街へ、村から村への旅の生活は、どこか性しようにあっていたのだろう。命じられる慣れない洗せん濯たくや料理といった労働には閉口したが、エリーザベトの身分を知ってなお気さくに接してくる劇団員にかわいがられるのはとてもうれしいことだった。

　それに、知らない土地のおいしい料理、すばらしい光景、こころ踊るような音楽、不思議な響きを持つ言葉……。

　なにもかもが目新しく自由な世界にあって、エリーザベトは自身の四し肢しが大気に融け込むような、そんなここちよさを満喫していた。

　だから、アルーンで脱走した。どこかの船に潜り込み、リドホルムだけでなく西大陸の国々を、叶うことなら東大陸の国々まで見てみたいという好奇心を抑えられなかったのだ。

　だが、そこで、セットに出逢った。

　世界を見たいという好奇心をねじ伏せてしまうほど、彼の存在は、瞬く間にエリーザベトのなかでおおきくなった。おひとよしで、表情豊かで、面倒見がよくて。すぐ怒鳴るし、脱力するし、見ていて飽きないおもしろい青年。

　それがどういう感情のはじまりなのか理解できないうちにアルノルトを巻き込んで、王都エリングマルクへ戻る流れになっていたのだ。

　──運命とは珍奇なものだ。

　半年ほどまえに追い出された場所へ、わざわざ帰ろうとしている。自分のおかしな運命を笑いたいエリーザベトだったが、もちろん、顔には出なかった。

　そして、アルーンを出発して三日目のことだった。

　アルノルトが立ちくらみを起こして倒れたとき、レンナルトたちと長旅を続けていたエリーザベトには、すぐに彼の快かい復ふくには時間がかかるだろうと見てとれた。

　歩きっぱなしというほど歩きっぱなしではないが、それでも傭兵のセットや旅の方法を知っているエリーザベトにくらべたら、アルノルトの基礎体力は格段に落ちる。

　彼や自分を気遣い、セットが無理のないように日程を組んで歩いていたのは知っていたが、遅かれ早かれこうなることは、エリーザベトにしろセットにしろわかっていた。

　──と、なると、だ。

　どちらかが助けを呼ぶなり、ゆっくり休める場所を確保するなりの必要がある。

　セットは自分たちの守もりで、ろくに夜も眠っていない。眠れはしないにしても、アルノルトのために取った休息は、セットの体力を回復させる時間にもなる。

　──わたしが、動くか。

　エリーザベトは、こころのなかでにんまりとする。実は、どこからともなく漂ってくる甘く香ばしいパンの焼けるにおいが、腹の虫を騒がせていたのだ。このパンのにおいを辿るための大義名分はできた。

　──……。

　せめてひとこと断りを入れておこうと思ったが、セットが知れば、きっと自分が行くというだろう。それではだめなのだ。腹が減っているのはエリーザベトなのだから。

　ふたりが話し込んでいる隙をついて、エリーザベトは繁みに分け入った。

　においがどこから届くのか、繁みを搔き分けることに夢中になりすぎると、すぐにわからなくなってしまう。草いきれは邪魔するし、名も知らぬ香気ばかりが強い花も、エリーザベトの探索を阻もうとする。

　それでも、立ちどまっては搔き分けて、搔き分けては立ちどまって、を繰り返し、道なき道を突き進むこと数十分。

「……おお」

　思わず声が出た。こんなところにちいさな集落があるなんて。そして、この腰が砕くだけそうなほどあたたかくて甘い香りといったら。

　エリーザベトは張り切って繁みを搔き分け、ポンッ！　と飛び出すように集落へ躍おどり出た。

「……？」

　彼女の現在地から見て右手に、いずれ街道へと繫がる道が繁みの奥へと伸びていて、中央真正面には広場があった。その広場の半円を囲むように、石を積みあげて造られた家が二十件ばかり軒のきを並べている。

　ただ、そのどれからも、ひとの気配はない。音や生活感が欠けつ如じよした、不思議な村だった。

　エリーザベトは、とりあえずこのおいしそうなにおいのパンがどこで焼かれているのか、それだけでも確認しようと、集落のなかに点在する家を一軒一軒覗いていく。パン焼きかまどはだいたいどの家にも設しつらえてあったが、稼働しているのはそのうちの一軒だけだった。

　その家のなかへのうのうと不法侵入を果たしたエリーザベトといえど、盗みが罪になることは知っている。勝手にかまどを漁あさってパンを盗るわけにはいかず、かたわらの腰掛にちょこんと座り、家人の帰宅を待つことにした──待とうとしたその瞬間、

「ア、アネッテは渡さんぞっ……！」

　腰掛の背後、ちょうど真うしろに息を殺して立っていた男が、エリーザベトめがけて棍棒を振りおろしたのだ。

　それが頭頂部に届く寸前、地面を蹴るようにして腰掛から飛び離れ、手を突いて宙返りを打つ。着地と同時に間合いを詰め、棍こん棒ぼうを持った男に飛びかかろうとして断念した。

「──おとうさんに手を出さないで！」

　棍棒を持った男とのあいだに飛び込んだ若い娘が、そう叫んだからだ。




　エリーザベトは、たいへんわかりやすくかつ明確に、自分がこの集落・ナンセン村を訪れた理由を述べた。

「お腹がすいたのだ」

　その言葉に拍ひよう子し抜けしたのは、若い娘アネッテとその父親ヨナタンだけではなかった。ちいさな家を取り囲むように姿をあらわした住人たちも目をまるくする。

　まるで廃はい村そんのようにひと気のなかった村のどこに、こんなにも住民が隠れていたのか。玄関や明かり採りの窓から入れ替わり立ち替わりなかを覗いてくる村人──しかも男ばかり──の多さに、よほどのことでなければ驚かないエリーザベトも、ちょっとばかり驚いた。

　おたがい拍子抜けとびっくりを少しずつ繰り返して、ほんの少しだけこの状況を前進させようと試みた。渋茶色のウールの上下にフリンジのついたマントを着たヨナタンがさきに問うた。

「あんたは、なんでこのナンセン村にきなさった？」

　それに対する答が「お腹がすいたのだ」だったのに、ヨナタンとよく似た格かつ好こうをした村人一同は一瞬虚きよをつかれ、腹を抱えて笑いはじめた。深刻な顔をしていたアネッテやヨナタンですら、苦笑を禁じ得ないようだった。

「焼きたてのパンがあるのは、先刻ご承知ね？　売りものじゃない、家で食べるようなのだけど、召めしあがる？」

　白いスカーフを頭に巻き、胸元まで覆うおおきな飾り襟のついたシュミーズに赤のベスト、毛織のスカートに白いエプロン姿のアネッテがかまどから焼きたてのパンを取り出し、裾を持ちあげて袋状にしたエプロンのなかに入れる。

　それを目のまえに運ばれて、食卓に並べられてはエリーザベトに我慢することなどできるはずがない。礼をいっていちばんおおきそうなのを手に取ると、そのままがぶりとかぶりついた。

「……」

　そのパンは、おいしそうなにおいとはうらはらに、雑ざつ穀こくが多く混ぜ込んであり、たいへん硬く、まずいものだった。

　エリーザベトは一瞬とんでもないものを口にした、とばかりに目を見開き、ついで固くつぶる。吐き出すこともできず──吐き出してこのパンがお預けになるくらいなら、ここは我慢してでも食べておいたほうがいい。『空腹は最大の調味料』だ──、と、なんとか咀そ嚼しやくし、飲みくだす。

「……どう？」

　スカーフから一筋こぼれたやわらかそうな蜂はち蜜みつ色の髪を揺らし、深い青色の瞳が、エリーザベトを覗き込む。問われたので、正直に答えた。

「においはとてもいいのに、硬すぎる」

「《鉄の冬ヤーン・ヴインテル》が続けざまにきたでしょう？　今年は麦が高すぎるわ。これがせいいっぱいよ」




　自分の食欲がひとまず満たされて、エリーザベトはそこではじめて自分がこの村を訪れたもっとも重要な理由を思い出した。

「倒れている人間がいるから、手を貸してほしい」

　と結局雑穀パンをみっつも平らげたあとでアネッテに伝えると、

「どうしてそれをさきにいわないの！」

　まるで、セットのように叱られた。

　繁みを搔き分けた跡がくっきりと残っていた。エリーザベトとヨナタン、アネッテはそれを逆走して、街道まで急いだ。

　やはりポンッ！　と飛び出すように繁みを抜けたら、不安そうな表情のアルノルトと目があった。

「エリーザベト……、どこに」

　行っていたのかい、安心したように微笑んだ彼が、そういいかけたとき、

「──エルサァッッ!!」

　セットが、エリーザベトの愛称を絶叫した。

　遠くブリクセンのほうをむいて、険けわしい顔をしている。エリーザベトがブリクセンへむかったと考えて、心配して呼びかけてくれたのだろう。

　それがなぜだかほくほくとうれしくて、それでもいつものようにしか答えられない自分がほんの少しもどかしい。

「──うむ」

「……え？」

　からだじゅうの関節がぎしぎしときしんでいるようなぎこちなさで、セットがエリーザベトを振り返る。

　だから、エリーザベトから近づいてやった。




　ひとまずぶっ倒れてしまったアルノルトはセットが背負い、ふたりの荷物はエリーザベトが引き受け、街道脇のちゃんとした道を使って、ナンセン村へ入った。

　元来忙いそがしくするのが好きなのだろう。台所の奥にあるヨナタンの部屋を片づけ、そこに手早く寝台を用意してアルノルトを寝かせると、アネッテはくるくるとエリーザベトたちの世話をしはじめる。

「売りもののパンはもうないの、雑穀パンでよければどうぞ」

　と、あのあまりおいしくないパンを余計に焼いてくれ、貴重な燻くん製せい肉や野菜をテーブルにあれこれ並べていく。

「普通にかじって食べると硬くておいしくないけど、こうやって、」

　いいながら、アネッテはパンのあいだに切り込みを入れ、そのなかに肉と野菜をこれでもかと詰つめ込む。

「汁気の多い野菜といっしょにするとふやけてやわらかくなるし、味も変わっておいしいのよ」

　手渡されたパンの、その縦、横の幅はばの広さにエリーザベトは絶句する。

　だが、おなじようにめいっぱい内容物の詰まったパンを渡されたセットは、ためらいもなく大口をあけ、豪快にかぶりつく。なんだかとてもおいしそうに見えた。

「……」

　エリーザベトは、ふたたび手のなかのパンと対たい峙じした。

　これをセットに倣ならって豪快に食べ尽くしたら、アネッテは喜んでくれるだろうか。セットは笑ってくれるだろうか。

　──いざ！

　思い切り口を開こうとしたら、

「ああ、待て、エルサ」

　すでにパンをたいらげたセットが、出で端ばなをくじく。なんとなくむっとして見返すと、彼はアネッテからナイフを譲り受けていた。

　はじめて愛称を叫んだ現場を押さえられたことに、まだ少し照れがあるのだろう。おひとよしそうな顔に気恥ずかしそうな笑みを浮かべて、手を延べてくる。

「食べやすいおおきさに切ってやるよ、貸してみろ。そうは見えないっていっても、いちおうあんたは女なんだからな」

「──えっ！」

　素直にパンを渡したエリーザベトの目の前で同時に驚きの声があがった。アネッテとヨナタンのものだった。

　エリーザベトはアネッテを見、セットはヨナタンを見る。

「男の子だと思ってたわ」

　アネッテの言葉に、セットは爆笑した。セットもエリーザベトのことを男だと思っていたくちで、ひとのことはまったく笑えないはずなのに。

　エリーザベトは唇をとがらせた。
















「リリーの娘エリーザベト＝アレニウス、わたしはリドホルム王太子エリーザベトだ」

　アネッテとヨナタンは腹を抱えて笑いはじめた。

　……にぎやかな夕食を終え、ブリクセンの街にパンを売りに行くために夜が早いアネッテたちの習慣に倣ならい、早々と床とこにつく。エリーザベトは、アネッテのベッドに間借りすることになった。

　シュミーズ一枚でベッドに潜り込んだアネッテは上機嫌だった。

「この村は街道からずいぶん離れているでしょう？　だから、旅人のお客さまなんてめったにないから、なんだかどきどきしちゃう」

「……」

「ねえ、あなたたちはどこからきたの？　どこへ行くの？　なにしているひとなの？」

　矢や継つぎ早ばやな彼女の質問に、ウールの上下を脱いでチュニック姿になっていたエリーザベトは、できるかぎり正確に答えようと努めた。

「アルーンからきて、エリングマルクへ行く。旅をしている」

「旅をしているのはわかってるわよ！　見ればわかるわ、おかしな子ね！」

　くすくすと笑って、その深い青の瞳をなごませる。アネッテの蜂蜜色の髪と青い瞳は、典型的なリドホルム人の特徴だが、それに加え、彼女には年相応のうつくしさがある。セットが、目で追うほどに。

「アネッテは、美人だ」

　賞賛と羨望のないまぜになったエリーザベトのつぶやきを、アネッテはなぜか少しだけつらそうに笑って受け入れた。
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　セットに指摘されて気づいたことだが、エリーザベトの眠りはどうやら尋じん常じようじゃなく深いらしい。

　しかも、おいしいもので腹をいっぱいにした日は特に顕けん著ちよで、突然うつらうつらとはじめるとあとは叩いてもつねっても、朝まで目を覚まさないのだという。

　だから、昨夜おいしいもので腹を満たすことができなかった今朝は、いっしょに眠っていたアネッテがベッドを離れる音で起きてしまった。

　見回すが、一面の闇やみだった。室内だからという暗さではなかった。ちいさな明かり採りからほんのりと入ってくる光があるが、あれは月だろうか。

「……暗い……」

　起床を告げる言葉もなく、突然上体を起こし口を開いたエリーザベトに、アネッテはちいさな悲鳴をあげた。

「あら……！　起こしちゃった？」

　エリーザベトは目をこすりながら素直に頷く。アネッテはスカートを穿きながらいった。

「まだいちばん鶏も鳴いてないわ。寝てていいのよ？」

「でも、アネッテは起きている」

　ぼんやりとするあたまを軽く叩いて、ごそごそと起き出そうとするエリーザベトを、ベストを纏い、胸元まで覆う飾り襟とエプロンをつけたアネッテが、長い蜂蜜色の髪を白いスカーフでまとめながら押しとどめる。

「あたしはパンを焼く仕事があるの。夜が明ける頃には、ブリクセンの街に売りに行かなきゃいけないから。そのときにアルの体調がいいようだったら、いっしょに出発しましょ？　それまではゆっくり寝ててちょうだい」

「……」

　不満そうに口をとがらせるエリーザベトの寝癖だらけのあたまを撫で、その頰に軽くキスをする。

「そんな顔しないで。いい子で寝ていてくれたら、売りもの用のライ麦と混合麦のパン、あなたのぶんも余計に作ってあげる」

「寝る」

　頰に受けたキスは、とろけるくらいやさしかった。そして、ライ麦と混合麦のパンは、雑穀パンよりもはるかにおいしい。毛皮をあたまからかぶって寝直すと、アネッテが微笑んだ気配がした。

「おやすみ、いい子ね」

　毛皮越しに額にキスをすると、すぐに彼女はきびすを返し、部屋の外へと出て行った。




　夢は、見ていなかったと思う。

　少しでも二度寝をしたのかどうか、定かではない。

　そんな中途半端なまどろみを突き破ったのは、一筋の悲鳴だった。

　目が覚めた。

「──アネッテ!?」

　エリーザベトは跳ね起き、部屋を飛び出し、台所を突っ切って屋外へ出た。アネッテの金切り声は、離れたところから聞こえたような気がしたからだ。

　駆けつけた村の広場には、痛ましい光景が広がっていた。

「エルサ」

　名まえを呼ばれて、視線をそちらにむける。見慣れたふたりが、さきにきていた。

「……セット、アル……」

　歩み寄ると、セットが「なんて格好できてやがる」と自分のマントをかけてくれた。確かに、身なりにかまわず駆けつけたから、彼女はチュニック一枚だったのだ。

　気づいたとき、急激に寒さを覚えた。ぶるりと身を震わせてそのマントにくるまり、いっしょに広場を見遣る。

　焼きたてのパンが、地面に散乱していた。パンを積んでいた荷車は完かん膚ぷなきまでに破壊され、ヨナタンがそばで血まみれになって横たわっていた。あからさまに、なにものかに襲われたあとだった。

　セットが義ぎ憤ふんに声を震わせた。

「……誰が、こんなことを」

　広場の光景を、エリーザベトたちとともに遠巻きにしていた村人のうちのひとりが、ヨナタンの身じろぎに気がついた。

「──ヨナタン！」

　それを合図に、村人たちはいっせいにヨナタンに駆け寄った。口々に「しっかりしろ」「だいじょうぶか」と声をかけている。

　やがて彼らは、ヨナタンを家に運び入れ、さきほどまでアルノルトが使っていたヨナタンのベッドに寝かせる。そして不器用そうに、その傷の度合を調べ、医者を呼ぶべきか呼ばざるべきかあたまをつきあわせた。

「いかん、こりゃ、腕が切られている」

「ブリクセンまで馬を飛ばして、医者を呼んだほうがいいな」

「でもよ、医者を呼んで、ヨナタンに金が払えるか？　わしらはもう払えんぞ」

「そうはいっても、このままほっとくわけには……」

「──そう思うんだったら、そこをどいてくれないかな？　邪魔なんだけど」

　そういって、不ふ遜そんな態度で彼らを押しのけ、ジャケットを脱ぎ白いシャツ姿になったアルノルトがヨナタンの枕許に立った。手にはいつの間に用意したのか水を張った盥たらいがあり、清潔な手ぬぐいと彼の荷袋があった。

　アルノルトはベッドの脇のこぶりな卓に盥を置き、荷袋のなかからいくつものちいさなビンや薬草類を取り出し並べはじめる。

　たくさんの視線を集めて準備を終えると、彼はすっかり顔色のよくなった端正な顔に厳しい表情を浮かべる。そして、凜りんとした声で村人にいい放はなった。

「──ぼくが手当てする」

　部屋は騒そう然ぜんとした。

「て、手当てするって、あんたは医者かい？」

「まだこどもじゃないか、よそものは引っ込んでいてくれないか」

「か、金は払えんぞ、ヨ、ヨナタンからもらってくれよ！」

「──黙れ！」

　勝手なことばかりいいはじめる村人たちを、アルノルトは一喝した。

「医者じゃないけど、ぼくはその辺のヤブより全然使えるよ。こどもでよそものなのは認めるけど、踏んだ場数が違う。貧乏人から金を巻きあげる趣味はないし、ヨナタンからは一いつ宿しゆく一いつ飯ぱんというまえ払いをもらってる。──不衛生で邪魔しかできないひとたちは、さっさと外に出てくれないかな？」

　不敵に微笑んだアルノルトに凄まれ、村人たちはばたばたと逃げ出した。

　部屋の出入り口横の壁に寄りかかって、彼らを見送ったセットが口笛を吹いた。

「やるもんだ」

「まァね」

「おまえが医学にも長たけていたとは知らなかった」

「ああ、エルサ！　なにをそんな情けないことをおっしゃるのですか。あなたのその神々しい輝きに眼がくらみ、大地に落ちた鳥のように無力なぼくですが、伊だ達てに《賢者の森クローク・スコーグ》で密猟を繰り返してはいません。愚かにも国家に仇あだする密猟者は、常に命の危険と背なかあわせ、この程度の怪我なら日常茶飯事！　酒と火と針と糸は武器以上に必需品、おかげでぼくは簡単な外科手術ぐらいならできてしまう！　ああ、自分の豊かすぎる才能におかしくなりそうだ!!」

「……こっちのあたまもおかしくなりそうだ」

　セットが自分のこめかみをぐりぐりと刺激して毒づくが、アルノルトはどこ吹く風だった。

　相手によって話し方を変える人間は結構見てきたが、それでもここまでみごとな変わりっぷりを、恥じることなく晒す人物も珍しい。しかもいまアルノルトは、そのおしゃべりの最中も一瞬たりとも手を休めず、的確にヨナタンに治療を施したのだ。

　擦すり傷や切り傷は水で洗い、小ビンの中身を塗ぬりつけたり揉もみしごいた薬草をあてがう。打だ撲ぼくにはねっとりとした黒いなにかをたっぷり盛った布をあてて、手ぬぐいを裂いて作った細布で巻く。

　全身をくまなく触り、骨に異常がないのを微妙に残念がりながら、最後にぱっくりと切られて肉が剝き出しになった左腕の傷を洗い、嬉々として縫っていった。

　そのあいだ、ヨナタンは、一度も苦痛の表情を深めることがなかった。それどころか運び込まれたときからくらべると、ずいぶんとおだやかなものに変化している。

　まさに天才の仕し業わざだった。

　アルノルトのその手際のよさに感嘆する間もなく、ちいさな呻うめき声があがり、ヨナタンが意識を取り戻したことがわかった。

「──ヨナ……」

　一歩まえに踏み出そうとしたセットを手で制し、アルノルトは、彼にしては珍しくやさしい声こわ音ねでヨナタンに話しかけた。

「……ヨナタン、傷の手当てはすんだ。殴おう打だの痛みさえこらえられるなら、明後日あさつてにでも動いてかまわないよ。ただし、左腕の傷が開くといけないから、ちから仕事は遠えん慮りよ願いたいけど」

　声に応じるように目を開いたヨナタンに、やわらかい微笑みを浮かべてみせる。

　もともと整った顔立ちをしている彼がそうすると、周囲の空気がふんわりとなごむ。それが患者に落ちつきを取り戻させ、リラックスさせる効果があることを、彼は自覚しているのだろう。

　だが、ヨナタンは違っていた。

「──明後日だって!?」

　左腕を押さえながら、あわてて起きあがろうとする。

「それじゃだめだ、それじゃ……！　わしにはのんきに寝ている暇ひまなど！」

　ちから仕事は任せるとばかりにセットと場所を交代したアルノルトは、セットによってふたたびベッドに寝かされたヨナタンににっこりと笑いかける。

「明後日には、アネッテ嬢じようも戻っています。安心して」

　その言葉に、アルノルトが、ひいてはこの場に残った三人組が、すべて理解していることを悟ったようだ。

　声を詰まらせたヨナタンは、腕で顔を覆い泣きだした。




　──なにものかによる早朝の襲しゆう撃げきは、アネッテを狙ねらったものだったのだ。
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　最初におや、と思ったのは、村人たちの不自然なほどの警戒ぶりだった。

　アルノルトを背負ってヨナタン宅に運び入れたとき、村人の影はほとんどなかった。気配は村のそこここにちゃんとあったし、突き刺さるような視線を全身に感じもした。ゆえに確実にそこにいるのはわかったが、ヨナタン親子以外の村民を見られなかった。

　つぎは、エリーザベトから聞いた──「アネッテは渡さんぞ！」──ヨナタンの叫びと攻撃。まるで誰かがアネッテを狙ってこの村に何度も押しかけ、そのたびに撃退した経験があるようだったという。

　そのことは、あらためてアネッテの姿を見たときに、いくつもの可能性を浮かびあがらせた。

　彼女は、鄙ひなには稀なる美女だった。

　年頃は二十歳にたりないぐらいの、典型的なリドホルム美人。スカーフのなかに隠したつやつやとした蜂蜜色の髪は長く優雅にうねっていて、肌は抜けるように白い。背が高くすらりとして、それでいて胸周りの豊かさはじゅうぶんだった。

　なにより、その目──深い青。

「あれだけの美人なら、近隣の村の若造に夜よ這ばいをかけられたり略りやく奪だつされかかったり、という可能性も捨てられない。だからヨナタン、あんたの撃げき退たいは、それで手て馴なれていったんじゃないか、って。でもな、さっき村人のほとんどを見て、確信した。アネッテ……、いや、ナンセン村の女こどもはみんなアルーンに連れて行かれたんじゃないのか？」

　もちろん、人身売買の商品として。青い目のリドホルム人ではなく、『ムシコ人の先祖がえり』として、だ。

　ナンセン村に残っているのはほとんど男だったが、彼らの頭髪はやはり蜂蜜色であった。瞳の色も濃淡の差はあれいちように青く、そしてそれなりに整った容貌をしていた。

　──もし彼らにおなじように蜂蜜色の髪と青い目の妻がいて、蜂蜜色の髪と青い目のこどもがいたら？

『ムシコ人の先祖がえり』が狩り尽くされているいま、紺碧の瞳を持つというだけで、エリーザベトのような赤毛で百人並みの容貌でしかない少女ですら商品にしようとする輩やからが存在するのだ。

　貿易港のすぐそばの村で、代替品が手軽に供給できるとわかったら、まず放ってはおかないだろう。

　ヨナタンは泣きながら頷いた。

「みんなのこどもやかみさんは、もうとっくに攫われていった。アネッテだけ、アネッテだけが運良くやつらの手を逃れていて、わしはもう、あれを守り抜くことしか考えてなかった。ほんとうなら家に閉じ込めて外に出さないようにしておきたかったが、やつらは家のなかにだって平気で入ってくる。ベンノの息子は、床ゆかしたの貯蔵庫に隠れていたのに連れて行かれたんだ。だから、アネッテとはどこに行くにもいっしょで、絶対に、絶対に目を離すつもりはなかったのに……」

　ゆえに、長く彼らの手をわずらわせたヨナタンは、これほどまでの傷を負わされたのだろう。

　誘拐犯たちはいつの頃からか彼ら親子の生活パターンを調べ、もっとも隙が生まれる時間をみつけだした。パンを売りに行く準備に忙しい時刻──それは普通のひとには早すぎる朝で、脛すねに傷持つものには遅すぎる夜。ヨナタンとアネッテが、安心してすごせるつかの間の至し福ふくのとき。

「……っ」

　不意に音を立てて、エリーザベトが立ちあがる。すでに普段の紫紅色のウールの上下に帯を巻いた姿に着替えていた。代わり映えのない無表情をほんの少し険しいものにして、無言で部屋を出て行こうとする。

「おい」

　セットはその腕を取った。振り払おうと彼女は手を乱暴に揺らしたが、傭兵の握力はその程度ではびくともしない。

　セットは問いかけた。

「……どこに行くつもりだ？」

「アルーン」

「エリーザベト、あなたおひとりで、アルーンまでなにをしに行かれるというのです？」

「……アネッテを、助けに」

　アルノルトがちいさく笑った。

「天才密猟者と世慣れた傭兵を同行させる気はおありでしょうか？　ありますよね、もちろん」

　エリーザベトが瞠目してアルノルトを、ついで、セットを見返す。セットは黙って頷いた。




「アルにエルサ、あんたたち、馬に乗れるか？」

　急ぐ旅だからと村人から馬を借りた。

　普段は農耕馬として利用しているが、いざともなれば急使に使えるという馬が五頭いて、セットは、ナンセン村は意外に潤じゆん沢たくな村であったことを知った。

　傭兵団に所属していたときに、馬の目利き法や乗馬術を騎士崩れから叩き込まれていた彼は、そのうち四頭がまだじゅうぶんひとを乗せて走れることを見て取り、確認のためにふたりに尋ねる。

「もちろん」

　と即答したのはアルノルトで、

「……わたしが二度寝をしてしまったから……」

　と、妙な落ち込みかたをしてまともに返答しないのは、エリーザベトだ。

　アルノルトが同行を申し出て、その準備にセットが奔ほん走そうしているあいだ、ずっとこの調子なのだ。

「……それはもうわかったから、いつものようにちゃんと答えてくれ」

　セットは苦笑した。だが、エリーザベトは繰り返す。

「……わたしが二度寝をしてしまったから……」

　困ってためいきをついたセットだったが、ヨナタンたちが売りに行く途中だった泥まみれのパンが目に入ってそちらに歩み寄る。半分壊れた籠に入れられて玄関脇に置かれたそれは、村人たちが広場から集めてきたものだった。アルノルトに凄まれて思うところがあったのだろう。

　そのうちのひとつの表面をこそぎ落として、じっと自分の行動を目で追っていたエリーザベトの口に突っ込む。腹が減っていたのだろう、表情も瞳の輝きも冴えなかったが、口はもぐもぐと動きはじめた。

「動物か、赤ん坊みたいなやつだな、あんたは。そのままでいい、首を振って答えてくれ。馬には乗れるか？」

　エリーザベトが頷いたので、彼は少しびっくりした。重ねて問う。

「早駆けさせるが、ついてこれるか？」

　これにも頷く。が、そこでパンを食べきってしまった。アネッテが攫われて悲しいのか、腹が満たされなくてひもじいのか、どことなくつらそうな目でセットを見あげてくる。

「……わたしが二度寝をしてしまったか……」

「──はいはい、新しいパンな！」

　ふたたび泥を落としたパンを口に突っ込んでやりながら、セットはエリーザベトの正体について考えをめぐらさずにはいられなかった。

　街道を移動する手段として馬車があるが、基本的にひとびとの移動方法は徒歩である。馬は移動用というより農耕用であることが多く、騎乗できる人間は圧倒的に少ないのだ。

　実際セットの生まれた村では馬など一頭もおらず、どこへ行くにも歩いていた。だから彼が馬に乗れるようになったのは、傭兵団に所属してからなのだ。

　一方アルノルトの場合は、《賢者の森クローク・スコーグ》で学ぶ機会があったのだろう。森は巨大だ。森を取り囲んで密猟しようと思えば、馬による移動は必ひつ須すだからだ。

　だが、エリーザベトは？

　セットやアルノルトは稀なケースとして、貴族などでもないかぎり、馬に乗れない可能性のほうが高い。

　ゆえにセットは、馬を三頭借りて、うち一頭を乗り替え用にするつもりだった。セットとアルノルトが手た綱づなを取り、セットのうしろにエリーザベトを乗せるので、馬が潰れるのは早いと踏んだのだ。

　だが彼女は馬に乗れるだけでなく、早駆けもできるという。ひょっとしてほんものの王太子か、と思わないでもなかったが、

「……わたしが二度寝をしてしまったから……」

「──頼むから、普通に催さい促そくしてくれ！」

　食べ終えて寂しそうに視線を寄越すエリーザベトに、きれいにしたパンを手渡しながら、セットはちから強く否定した。

　──ほんものの王女がこんなに意地汚いはずがない！

　エリーザベトの食欲がとりあえず満たされ、セットとアルノルトもそれなりに腹ごしらえすると、借りた馬を乗り潰す勢いでアルーンまで走らせる。

　アルノルトは当然だが、エリーザベトもみごとな手綱捌さばきを見せ、三人は揃ってその日のうちに酒場《怠けものの犬ラート・フンド》のドアを開くことができた。

「悪い、ライラ、部屋を貸してくれ」

　セットはまさかたった四日でここへ引き返すことになるとは思わなかったし、それはライラもおなじようだった。

「やだ、あんたたち、またきてくれたの？」

　あいかわらず軽快な笑い声を響かせて、彼女は三人を迎え入れてくれた。

　セットは隠し持っていたチップを全額投資して、話せる範囲で再来訪の事情を話し、彼女にも協力を求める。酒場で働くものは事情通が多い。このひと好きのするウェイトレスであれば、ほかの客もうっかりなにかを漏もらしていると考えたのだ。

　事実、アネッテが『ムシコ人の先祖がえり』として連れ攫われたのに気づけたのは、彼女の言葉のおかげだったのだから。

　ありがたいことに、彼女はふたつ返事で引き受けてくれた。

「とりあえず、エルサを攫おうとしていた男たちが、どこを根城にしているかはだいたいわかる。でも、そこに直接押しかけていったら、大おお本もとの誰かさんが焦あせって商談をまとめてしまう可能性があるわね」

「できるだけ周りにあまり漏れないようにしたい。だから、あんたの知っている範囲でいい、口の堅い、信頼できるやつを紹介してくれ。たとえば、荷役、倉庫番……」

　アルノルトも口をはさむ。

「役所勤めのものもほしいな。特に積荷のチェックしているひと。これは小物でいいよ」

「あとは税金を管理しているひとね。わかったわ、あたってみる」

　個室の床に車くるま座ざになって話しあっていたが、ライラの本業はウェイトレスだ。店の切り盛りや給仕もあるだろうに面倒な頼みごとのほとんどを引き受けてくれた。

「悪いな」

「苦労性のおとうさんには弱いのよ、あたし」

「……」

「じゃあ、とりあえずあたしは仕事に戻るわ。ここはその誘ゆう拐かい事件が片づくまで、遠慮なく使ってちょうだい」

　部屋を出ようとしたライラは、隅でちいさくなっているエリーザベトを見つけると、ふっと笑い、歩み寄る。

「どうしたの、おとなしいじゃない」

「……アネッテが攫われたのは、わたしが二度寝をしたからだ」

　とにかくそればかりだ。エリーザベトらしくなく、正直セットも困っていた。

　聞けば、アネッテが目を覚ましたとき、一度はいっしょに起きたのだそうだ。だが、やさしいキスを頰に受けて、混合麦とライ麦のパンを焼いてくれると聞いて、いわれるがまま二度寝して待つことにしたらしい。

　自分さえそのまま起きていれば、アネッテたちのそばを離れなければ、と悔しそうに繰り返すが、彼女のような細腕でいったいなにができたというのか。エリーザベトのその紺碧の瞳の珍しさに、いっしょに連れ攫われるのがオチだ。

　そういってへこみ続けるエリーザベトをセットは何度も叱しつ咤たしたが、なかなか復活してくれないのだ。

　おなじように困らせられるなら、いつものようにあたまが痛くなるほうが全然マシだ。彼女の気持ちもわかるぶん、見ているこっちの、あたまではなくこころが締めつけられそうになる。

「……だいじょうぶよ、エルサ」

　かたわらに膝をつき、エリーザベトと視線をあわせたライラはちいさなからだを包み込むように抱きしめながら、その赤毛に頰を寄せる。

「セットはあんたを無傷で救い出してくれた、無敵の傭兵。アルは、国内一の天才なんでしょう？　そして、あんたがこんなに思っているのだもの、アネッテはちゃんと取り戻せるわ」
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　ライラに繫ぎを取ってもらった人間の証言や、セットやアルノルトが独自のルートを使って調べた結果、たった一日でとんでもないことがわかった。

「……調べていくうちにうすうす感じちゃいたが……」

「人身売買を積極的におこなっているのが、このアルーンの長官とはね」

　アルーンは確かにブリクセン国内につくられた飛び地だが、リドホルム内最大の貿易港でもある。アルーンを治めるものはリドホルム経済を制するともいわれていて、宰相への最短ルートとされていたのだ。

　もっとも現在では、エイジェルステット公が、エーリク王、リリー女王の二代に渡って宰相として君くん臨りんしているため、彼が没しないかぎりはその座を望むことはできそうにないのだが。

「……クリストフェル＝カルステニウス長官。芍薬ピオーンのカルステニウス家の当主が、職権乱用か。《聖ト十ル二フ家テ》も堕おちたもんだな」

「まァ、《聖十二家》なんていっても、銀ぎん狼ろう王スヴェンにしか忠誠を誓わなかったガチガチの騎士の名誉職みたいなものだからね。いまじゃその半分以上が家名を取りあげられてる。残っているのは、薊テイステルのエイジェルステット、石竹ネイリカのラーゲルレーヴ、芍薬のカルステニウス、紫苑アステルのミルヴェーデン、そして矢車菊ブロークリントのアーンシェ。もっともカルステニウスは今回で終わりだろうけどね……、いや、終わらせてやるけどね、が正しいかな？」

　アルノルトは不敵に微笑む。

　そこへライラが口をはさんだ。

「話の途中で悪いんだけど、その《聖十二家》ってなに？　芍薬とか薊とか、どうして花の名まえをつけて呼ぶの？」

「……知らないのか？」

「もし国民のすべてが国家の成り立ちをあたりまえに知っていると思っているんだったら、それは本国の裕福な人間の驕おごりよ。特にここは外国人も多く住む土地だもの。本国の歴史より、異国の現状のほうが話題にのぼりやすいわ」

「なるほど」

　いわれてみれば、セットの村も日々生活するのにせいいっぱいで、国の歴史に想いを馳はせるいとまはなかった。あの予言者の老婆が寝物語に聞かせてくれていなければ、セットもライラとおなじ質問をしたことだろう。

「それは申し訳ありませんでした、うつくしきライラ！　そんな大事なことに思い至らないなどと、ぼくとしたことが、とんでもない過あやまちです！　ここはエリングマルク大学に最年少で首席合格した国内きっての天才が、かいつまんでご説明申しあげましょう！」

「リドホルムには『騎士が繫いだ国』という意味があるんだ」

　そのままアルノルトに任せていれば無駄に長くなりそうなので、セットが勝手に引き受けた。「邪魔をするな、無学の傭兵のくせに！」と金切り声があがったが、無視をする。

「いまから二百年ほどまえのことになるんだが、この国はまだちいさなむっつの国でしかなかったんだ。互いに争ったり、団結したりしながら、それでも連合国としてなんとかやってきていたんだが、隣のブリクセン王国やホーエンローエ帝国、南のフォートリエといった大国がその勢力を大陸狭しとばかりに広げていくのを見て、いつまでも足並みの揃わない連合国のままではいつかブリクセンあたりに取り込まれてしまうと危惧したのが、銀狼王ことリドホルム初代国王スヴェンだ」

「銀狼王？」

「統一王ともいわれているが、こっちのほうが有名だな。苛か烈れつな性格に飛び抜けた美貌、おまけに大軍を一糸乱さず率いたその統率力を指してそう渾名されたようだが、それにもまして、髪が恐ろしくきれいな銀色だったらしい」

　ちらりとエリーザベトを見る。彼女は癖の強い赤毛だ。銀髪からは程遠い。

「スヴェンの挙兵した理由は、ほかにもあります」

　セットの隙をついて、アルノルトが口を開いた。

「スヴェンの治めていた国はヴァルカーレ。ムシコ山脈の懐近くだったといわれています。彼は一時期、ブリクセンに留学という名目で人質に出されていたことがあり、そのときに、港の持つ有益性に気づいたんだそうです。ヴァルカーレは内地で、海がないばかりか冬には大河も凍ってしまう。そこで、彼は、不ふ凍とう港こうを持ちたいがために、いつつの国を併へい吞どんし、ブリクセンを相手取って戦争を仕掛けることにした、ともいわれていますね。この当時ブリクセンは王が代替わりしたばかりで、新しい王は年若い女王でしたから、攻め込む隙があったのでしょう。結果としてこのアルーンを手に入れましたし。……このくだりは歌劇のひとつにもなっていますね。うつくしきライラ、ご覧になったことは？」

「『蝶と銀狼』ね？　恋愛劇でしょう？　あるわ」

　アルノルトは頷いた。

「そのなかに、十二人の騎士がいたことを覚えていますか？　上演時間の長さによっては六人しか出ないこともありますが、彼らが《聖十二家》の初期メンバーなんです。挙兵したスヴェンのもとに駆けつけ、真っさきに膝を折った十二人の騎士。連合国を統一し、不凍港アルーンを得たのちに、スヴェンは彼らの功績を称え、侯こう爵しやくの地位と領地、花紋をあたえたといいます。そしてみずからは、この国を統一し平定させたのは十二人の騎士の尽力あってのことだと、国名としてつけていたスヴェン自身の出身地名であるヴァルカーレを取りさげ、リドホルムと改名したそうです」

　だからこそ《聖十二家》は、この国では王家につぐ名家として重用されていたのだが──。

「……ひとは腐くさる」

　ということだ。

　エリーザベトの怒りをはらんだ言葉に、個室で情報を整理していたセット、アルノルト、そしてライラは頷く。

　でも、とライラは不安そうに繫げた。

「犯人が誰かはわかったわ。でも、相手は長官よ？　どうやって立ちむかうの？　役所に訴え出ても握り潰されるのがオチだし、国王に直じき訴そするにしても、訴えが通るまえにアネッテは売られてしまうわ」

　彼女の不安に対して、答えたのはセットだった。彼は迷いなく、こう答えた。

「──直接アルーンの城に乗り込む」

「……正気、セット？」

　セットの顔を、あきれたようにライラが見返す。だが、その言葉をアルノルトまでが奇妙なかたちで援えん護ごする。

「この男のあたまの中身を心配してくださるお気持ちはわからないでもありません、うつくしきライラ！　でも、この場には、アルノルト──つまり、ぼくという、すべての才能に恵まれた、リドホルム一の天才がいることをお忘れくださいますな！」

「天災の間違いだろ」

　エリーザベトがついだ。

「わたしたちは、アネッテの救出のためにきた」

「え？」

「長官をどうこうするつもりは、いまのところないってことさ」

　言葉たらずなエリーザベトのあとを受けて、セットが手にしていた大判の紙を床に広げる。それは、

「城内の、見取り図……？」

「ああ。とりあえず、おれたちの最大の目的は、アネッテの救出だ。長官が犯人ということがわかったのと、荷役や倉庫番の証言とつきあわせると、どうやら商談がまとまるまでのあいだは城のなかに商品──『ムシコ人の先祖がえり』を隠していることがわかったんだ」

「あとは、城のどこに隠されているか見当をつけ、潜り込めば、一応目的は達成できる！　そこで閃くのが、このぼくの天才的な頭脳！」

「……？」

「城の外がい郭かくから、いつ築城計画が出され、いつ完成したかがアルにはわかるらしい」

「それが、ぼくが天才と呼ばれる所以ゆえん！　このあたまのなかには、学問として成立しているものすべてが完璧に収納されているのです！」

「ああ、だから常識に欠けるのか」

　常識学という学問はない。

「黙れ、傭兵！　……ああ、失礼をいたしました、うつくしきライラ、愛しのエリーザベト！　続けましょう。リドホルムの城は、たいてい築城時期によって、造りがいっしょなのです。確かにこまごまとした内装の変化とか後年につけたされた部分があれば、若じやつ干かんズレが出てくるのは否めません。ですが、この地図はそれを手がけたひとにあたって、ちゃんと修正をかけてあります。……ふふ、最初はなかなか口を割ってくれなかったけれど、詳細な城内の地図とぼく自身の品のよさに、最後は少し水をむけただけで隠し通路もぺらぺらと！」

「……」

　にこにこと笑いながら得意げに自分の手柄を誇こ示じしつつ、アルノルトはその見取り図に新たな線を書き加えていく。その線は地ち下か牢ろうまでの最短ルートを描いていた。

　ライラは感心しながらそれを見て、確認するように、三人に問いかけた。

「……あとは、この入り口まで、どうやって、いつ忍び込むか、なのね？」

　長官の住む城の周りには、当然のことながら厳重な警備が引かれている。警備兵の目をかいくぐって城に入り込むのがまずは第一関門だと思ったのだろう。

　だが、それにも思いがけない答が、エリーザベトから返る。

「手はずは整っている」

「……え？」

「話せば長いことながら……」

「──簡潔にお願いね」

　ライラにいつものセリフをとられたが、そのまま話をエリーザベトには任せられない。セットがフォローを入れて説明した。
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　日中、ライラに紹介してもらった荷役の男たちと話した帰りのことだった。

（ようやく見つけたぞ、エルサ・シーヴ!!）

　そんな言葉が背後から聞こえたとき、セットの隣を歩いていたエリーザベトの足がぴたりととまった。どうした、と声をかけようとしたら、彼女の肩に指の長いきれいな手が置かれ、そのままぐいっとからだを反転させられた。

　セットもそれに倣ならって反転した。反転して、言葉を失った。

（こんにちはヘイサン、レンナルト）

　こころならずもうしろをむくことになったエリーザベトはあいかわらず感情のない声で挨拶をするが、その彼女を怒気をはらんだ瞳で見返すものは、とんでもない美形だったのだ。

　黒絹のような長い髪、雪のように白い肌。すらりとした手足は長く、エリーザベトと揃いの紫紅色のウールの上下に腰帯をつけた肢体は折れそうなほどに華奢だった。ちいさな顔にバランスよく配置された鼻はほっそりとして高く、怒りに端がさがってしまっている唇は、本来はもっと形も色もみごとだろう。

　そして、なにより、

　──紺碧の瞳……。

　アネッテの深い青ではない。むしろエリーザベトや占術師の老婆とおなじ黒と紺のあいだの色。

　──生きつ粋すいの、ムシコ人。
















　なぜだかそう思われた。その佳人を表現するには、完璧な美貌を誇っていたとされるムシコ人そのものにたとえるしかなかったのだ。絶世の美女と名高い女王リリーとて、この目のまえの佳人にはかなわないだろう。

　とはいえ、

　──男とくらべちゃ、女王に悪いぜ。

　自分の考えに失笑するセットのそばで、レンナルト──エリーザベトの話がほんとうだとするなら、この絶世の美男子こそが、エリーザベトをエイジェルステット公より託たくされ、アルーンに連れてきた人物となる──が、自分の美貌にさほど自覚がないのか、卵型の輪りん郭かくが壊れてしまうくらいおおきく口をあけて、エリーザベトと不毛なやりとりをはじめていた。

（ヘイサン、じゃない！　エルサ・シーヴ！　きさま、よくも劇団の金を盗んで逃げやがったな！）

（盗んでない）

（盗んだ！　おまえが姿をくらますと同時に、劇団の金庫からごっそり金が抜かれていたんだ、おまえがやったんだろう!?）

（うむ）

（うむ、じゃないっ！　盗んでおいて、開き直るな!!）

（盗んでいない）

（盗んでいないなら、なんで金を抜いたことを認める!?）

（金は抜いた）

（だーかーらーっ！　それが金を盗んだということだろーが!?）

（違う）

（違わないっ！）

（違う、わたしは正当報酬をいただいただけだ）

（そんなセリフはまともに働いてからいいやがれっっ!!）

　なんだかどこかで見たことがある光景だ、とセットはまだ知りあって一週間もたっていないエリーザベトとの日々を思い返し、彼女とのやりとりにすっかり慣れてしまった自分にためいきをついた。

　そうしておいて、ふたりのあいだに割り込んだ。

（ええと、ヴァルデマールの息子レンナルト？）

　絶世の美青年が少年めいた少女を怒鳴りつけているさまなど、いつでも拝めるものではない。珍しがって集うギャラリーの視線をものともせず、地じ団だん太だを踏みそうな勢いで黒髪を搔きまわす彼が、はじめてセットの存在に気づいたように、きょとんとする。

（いまエルサを預かってるユストゥスの息子セットだ。エルサに腹が立つのはわからないでもないが、ちょっと場所を移さないか？　目立っているぞ）

　絶世の美男子は、真っ赤になって同意した。
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「ああ！　その美形が、さっきのきれいなひとね？　彼が城に入る手はずを整えてくれるの？　でも、どうやって？　彼はなにか長官にツテでもあるの？」

　とりあえずエリーザベトとレンナルトにゆっくり話せる場所を、と思って連れてきたのがこの《怠けものの犬ラート・フンド》だった。ライラは休きゆう憩けい中だったが、挨拶にわざわざ顔を出してくれたのだ。

　レンナルトのうつくしすぎる顔を思い返してほんの少し夢見がちな表情をした彼女に、苦笑いを浮かべてセットは続きを口にした。

　とはいえ、レンナルトの話の大部分は、エリーザベトの脱走劇にまつわることに関する愚ぐ痴ち──彼女はレンナルトつきの下働きとして雇われていたにもかかわらず、料理も掃除も洗濯もまるでだめで、そのくせ異常なまでの大食らいで正直いなくなってくれてせいせいしたが、金を持ち逃げされているし、やかまし屋のじいさんから直接面倒を見ろとおしつけられている以上放っておくわけにはいかず、不承不承アルーンの街をずっと捜し歩いていたのだ──だったので、大幅に省くが。
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（今日からまたこの女との日々がはじまると考えるだけで、もう胃のあたりがしくしくと……）

　そう半分涙声でいったあと、胃に手を添えてまえのめりになったレンナルトに、セットはこころから同情した。

　だが、その苦しみをこれっぽっちも理解しないやつがいる。レンナルトの胃痛の原因だ。当の原因は、わかった、といいたげにかすかに顔を輝かせた。

（胃が痛くなると、ご飯が食べられない。ご飯が食べられないと、お腹がすく。お腹がすくと怒りっぽくなる。だから、レンナルトは怒りっぽいのか）

（──っ!!）

（待て、落ちつけ、殺すのはあとでいいっっ!!）

（放せ、セット！　せめて一太刀……！）

　エリーザベトの暴言にセットの剣を引き抜き斬りかかろうとしたレンナルトを、羽交い締めにしてセットは押しとどめる。

　それでもエリーザベトはどこ吹く風で、運ばれてきた肉団子にコケモモジャムをたっぷりつけて頰張っている。

　肩で息をし、必死に冷静さを取り戻そうとしているレンナルトに、セットは目顔でいった。気持ちはわかる、と。レンナルトも目顔で応じた。おまえもか、同士よ、と。

　とりあえず、食べているあいだのエリーザベトは無害だ。

　セットは、レンナルトに断りを入れておいた。

（実は、エルサはエルサで、いま抱えていることがあるんだ。もしすぐにあんたのところに返したら、傷ついてしまうかもしれん。そこで、申し訳ないが、それが片づくまで、おれに預けておいてくれないか？　片づいたら返す、ちゃんと返す、りぼんをつけてでも返す！）

（……できたら返品不可だ、といいたいよ）

　レンナルトはちからなく笑った。そして、ニシンの酢漬けと格かく闘とうしはじめたエリーザベトを見み遣やる。

（了解した。おれもしばらく公演で忙しいからな、正直エルサの面倒を見てやれる時間がない）

　イラついて、腹立たしくて、いっそのこと斬り捨ててやりたくても、どこかエリーザベトには保護欲を刺激されるのだろう。彼女を見るレンナルトの目にはやさしい光があった。

　──そんなところまで、同士、だな。

（よし、とりあえず、このバカ娘に抜かれた金を、がんばって稼いでくるかな）

　そういって立ちあがったレンナルトに、セットはふと思ったことを口にする。

（……しかし、あんた、ほんとうにきれいな顔をしているな、ムシコ人みたいだ）

　セットには、ムシコ人へのこだわりが、いまだ強く残っている。

　彼に予言をあたえた老婆はムシコ人の先祖がえりであったし、その予言のいうところの『神は跪き、悪魔ですら魂を捧げる』ほどの笑顔を持つものは、美貌で名高いムシコ人の血を引いている女でなければ、と考えていたからだ。

（ふふん、これでも看板役者だからな、当然だ）

　微妙な男ごころを読めるはずもないレンナルトは、得意げに胸をそらすだけだ。とはいえ、返ってきたその答は、別の意味でセットの気を惹ひいた。

（役者……、そうか、そういや劇団って……。あ、なあ、あんたの劇団って、今晩カルステニウス長官の城に招かれている《森のアザミスコーグ・テイステル》か？）
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　見慣れた劇団の幌ほろ馬ば車しや三台が、夕闇のなか城門へと続く坂を、珍しく重そうに登ってくるのを門番は見ていた。先頃、いつもの太った商人たちが嬉々としてやってきていたので、そろそろだと思っていた。

　──長官はひとの売り買いさえしなけりゃ、いい上司なんだけどな。

　隠おん密みつ裡りにおこなわれる人身売買の商談。成立すると城内の劇場でにぎやかな歌劇が催もよおされ、彼ら門番や衛兵たちにもそれを観る許可がおりるのだ。その際そこで商人たちに振舞われている料理をこっそりくすねても、無ぶ礼れい講こうだと見逃してくれる。

　人身売買などという大罪は、ひとりが捕まれば、きっと芋ヅル式に全員が逮捕されることになる。もちろん、その末端には門番も繫がれているはずだ。

　──口の軽いバカがうかつな行動をとらないうちに、やめてくれるといいんだが。

　ぶるりと身を震わせて、彼は怖い考えを打ち払った。このとき、門番がもう少し賢ければ、先手を打って逃げるなりその上司に知らせに走るなり、できていたはずだ。珍しく重そうに登ってくる幌馬車──それは長年門番を務めた彼ゆえに抱いた違和感だったのだから。

　だが、やはり彼はただの門番なのだ。ようやくのことで幌馬車が門をくぐると、意識のすべてはいつもやっているとおりの仕事に飛んだ。

　詰め所に置きっぱなしになっていた届出をひっ摑んで飛び出すと、あわてて馬車をとめ、幌に手をかけた。

「遠いところ、ごくろーさん！　ちょっと幌のなかを見させてもらうぞ」

　劇団《森のアザミスコーグ・テイステル》の構成員の数が、届出と少し違っていた。申請人数と幌のなかの団員の数をしつこいくらいに確認した門番は首を傾げ、団長を呼んだ。

　団長は御者台をおぼつかない足取りで降りると、そのまるまるとした顔に福々しい笑みを浮かべてぺこりとあたまをさげる。

「ええ、毎度お世話さまになっております、ええ、団長のホーカンです、ええ。お呼びでしょうかねえ、ええ、なにか？」

「届け出ている人数と違うようだが？」

「ええ、それがですね、アルーンにつきましたおり、ちょっとばかり、ええ、トラブルがあったのでございますよ。ええ、団員に払うべきお給金がですね、ええ、盗まれちまってですね」

　ホーカン団長の声はでかい。

　幌のなかで、ほかの団員たちに交じって身を潜ひそめていたエリーザベトが小声で反論する。

（盗んだのではない、正当報酬だ）

（あんたは黙ってろ）

「それでですね、ええ、せっかく国内最大の貿易港にきたというのにですね、ええ、遊ぶ金もないっていうんで、ええ、若い団員が抜けちまったんですね、ええ」

（団員はみんないたぞ、あれは噓だ）

（だから、黙れ！）

　セットとレンナルトのふたりが声をあわせて小声で怒鳴ると、あちこちから失笑が漏れた。

「で、そのいなくなった団員っていうのが、これ、大道具を運ぶようなガタイがいいのでしてね、ええ、それがいなくなっちまうとうちの最大の見世物、ええ、歌劇がお見せできなくなっちまいますんでね」

「そりゃ、困る。長官は、あんたんとこのレンナルトがお気に入りなんだぞ」

（そっちなのか、長官は！）

（極論に走るな、アル）

　口を手でふさがれたエリーザベトのかわりに、アルノルトがびっくりしたようにいう。セットは叱ることを半分あきらめた。

「ええ、ええ、それはよく存じておりますよ、ええ、毎度ごひいきくださいますからね、ええ。で、舞台に穴をあけるわけには参りませんで、ええ、今日から新しいのを入れようか、と、ええ。そうしたら、ええ、ガタイのいいのとなにやら別べつ嬪ぴんなのがふたりばかりうちに参りましてね、ええ」

（別嬪はぼくのことだな！）

（しかし、ほんと『ええ』の多い団長だなァ）

　胸を張るアルノルトの横で、セットは誰ともなしにつぶやく。劇団員たちは無言で頷いた。

「どっちも捨てがたくてですね、ええ、両方採用ということにいたしましたらですね、ええ、これがもう、どういう風の吹き回しか、ええ、やめたはずの若いのが戻ってきちまったんですよ、ええ」

（あ、帳尻あわせた。うまいなー）

（最初から臨時でふたり雇った、ですんだ話じゃね？）

「そういうことでですね、ま、ひとつ、こっちのほうを弾んでいただけたら……」

「おれにいってもなんも出んぞ、そういうことは長官に直接いえ」

　すぐさま追い払われるように幌馬車は動き出し、それ以上の追及はなされなかった。馬車に乗っていたセットとアルを含む団員たちは同時に言い合った。

「うまいなー！」

　外国からの要人を城内で迎えることもあるのだろう。城内にはちいさいながらも劇場があり、城の裏手にはそこそこ立派な大道具の搬入口が造られてあった。

「ここ、ぼくの考えた入り口じゃないんだけどな」

　地下牢までの最短ルートの入り口のひとつではあったが、あまりにもやすやすと入り込めたことがアルノルトには不満らしい。

「城門を越えるまでの手段がほしかっただけで、城内にまで入らなくってもだいじょうぶだったのに」

「まあ、そういうな、渡りに船だ」

「なんだよもう」

　幌馬車から荷物をおろす手伝いをして舞台設置や楽屋の確保をする。役者や芸人たちが身み支じ度たくを整えはじめると、臨時雇いの仕事の前半は終わる。あとは舞台が跳ねてからの撤てつ収しゆう作業だ。

「エルサ、アル、着替えるぞ」

　セットは衣装や小道具のなかに紛まぎれ込ませていた自分たちの荷物を引っ張り出し、ふたりを楽屋の隅に手招いた。呼ばれたふたりは返事をして、手を繫いで走り寄ってくる。その姿に、セットはなんともいえない気分になる。

「……恐ろしく違和感がないな、あんたら」

　ひとりは、セットや劇団員たちと揃いの紫紅色のウールの上下を着ている。よく見れば薊あざみの模様が織り込んである帯を慣れたふうに腰に巻いていたが、ズボンの裾はブーツのなかから飛び出ている。

　もうひとりは女性団員に倣って、長袖の白いシュミーズのうえにボレロのような飾り布をつけ、縦縞の丈の長いスカートにエプロンを重ねている。髪を覆うような飾り布がついたヘアーバンドは、赤茶色のおかっぱあたまを彩っていた。

　おかっぱあたまが怒鳴る。

「違和感がない!?　はっ！　いったいきみの目はどうなっているんだい？　年頃の男子が女装をしているってのに、違和感がないって!?　ありまくりだよ、ありまくり！　ほかに余ってる団員の衣装がないからって、どおしてぼくが女装しなきゃならないわけ？　骨格が違うだろう、骨格が！　男女の骨格の差がわからないなんて、きみの目は飾りか!?」
















　はじめて出会ったあの晩、暗がりのなか、あれほど遠距離で見たにもかかわらず、骨格だけでエリーザベトの性別を見抜いたというアルノルトの目のほうがおかしいというセットの主張はきっと聞き入れてもらえない。

「はいはい、おれの目は飾りだよ。ほら、早く着替えろ。エルサ、あんた、またズボンの裾をブーツに入れてないな。スカート穿かすぞっていったろう？　帰りは衣装交代な」

「おまえと、か？」

「おれと、ではない」

《森のアザミスコーグ・テイステル》と合流して、出発の準備をしているときのことだ。いちおう《森のアザミ》になりすまして城へ潜り込む以上、せめて最初だけでも団員たちと服を揃えておこうといい出したのは、愚かなことにアルノルトだった。

　セットも異存はなかったので、レンナルトに頼んで衣装を用意してもらったのだが、男女それぞれ一枚ずつしか予備がなかったのだ。上うわ背ぜいのあるセットはもちろん男性団員の衣装を借りたが、問題は女性団員の衣装を着る人間だ。

（それをエルサに着せるなら、アルはエルサの服を借りてくれ）

　レンナルトはそういってにやにやと笑いながら、女性団員たちを手招く。彼になにやら耳打ちされて、やはりろくでもない笑みを浮かべた女たちが見守るなか、悪寒が走ったのだろう、アルノルトはエリーザベトに必死で交渉した。

　アルノルトはどうやらひらひらとかわいらしい女性団員の衣装をエリーザベトに着せてみたかったようなのだが、エリーザベトは反抗期真っ只なかの三歳児のように頑がん固こだ。どんなに頼んでもどんなになだめすかしても、けして「うん」とはいわず、

（……ぼくが、着なきゃ、いけないんだね）

　これ以上もないほど落ち込んだようすでアルノルトが現実を受け入れた瞬間、女性団員たちに搔っ攫われた。数分後、シュミーズにスカート、そしてエプロンといった姿になって戻ってきたときにはうっすら化粧までされていて、プライドの高い彼の緑の瞳は真っ赤だった。

　つくづく、背が高くなるように産んでくれた母親にセットは感謝した。

　さて、ずいぶんとひさしぶりに母親を思い出したセットが、劇団員の衣装から着慣れた袖なしコートに着替え、クリーム色のマントを纏い、あたまに角帽を乗せようかどうしようかと思案していた頃、化粧を落としたアルノルトもいつものあの派手な黄色のジャケットと白いシャツに半ズボン、長靴下といったいでたちに戻り、つば広帽をふりふり不敵な表情を浮かべた。

「ああ、やっぱり落ちつくな。スカートはすーすーして風邪をひきそうだ」

「……」

　ある意味彼を見殺しにしたセットはなにもいえない。無言で荷袋のなかに角帽を突っ込み、剣を腰に佩おびる。

「準備はできたかね？」

　ようすを見にきたホーカン団長が、まるまるとした顔に似あったまるまるとした手に持っていた剣ひと振りを、アルノルトに差し出す。

「アル坊や、ええ、武器もないのに戦いに行ってはあぶないからね、ええ、うちに置いてあった剣でよければね、ええ、持ってお行き。遣い方はわかるだろう」

「剣を遣うのはしばらくぶりだ。まだ腕が錆さびてないよう祈っておいてください」

　アルノルトは頷いて受け取る。その姿にセットはふと思った。

「団長！　悪い、もうひと振り剣は余ってないか？　念のためにエルサに持たせたいんだが」

　使いものにはならないと思うが、身ひとつでなにが起こるかわからないところに行かせるのは怖い。そう思ってセットは訊いたのだが、団長はセットにむき直り、あたまふたつぶんは背が高いセットの肩にいっしょうけんめい手を伸ばすと、ためいきをつきながら首を振る。

「エルサには……。やめておいたほうがいいね、ええ、たいへんなことになる」

　飛び道具でもないのに、なにがどうたいへんなことになるのだろう。

「──セット！」

　わけがわからず団長に問い直そうとした隙を縫って、エリーザベトが名まえを呼ぶ。彼女を見遣ると、なんだか焦じれたようにしている。いそげ、といいたいのだろう。

　とりあえずアネッテを救出するまでのことだ、エリーザベトのひとりやふたり、守ってやればいい。

「わかった、行こう」

　地下牢にむかって駆けだした三人に、お気楽な劇団員の歌姫が手を振った。

「いってらっしゃーい、気をつけてね！」

　彼女は今日の帰り、増えるアネッテの代わりに、城内に残ることになっている。

「舞台が跳ねるまでには戻ってこいよ」

　レンナルトが、舞台衣装を身につけて見送ってくれる。丈長のチュニックとラシャのパンタロンはともに真っ白で、爪先のとがったブーツは真紅。そしてブーツとおなじく燃えるような赤の袖なしのコート。

「ああ！」

　セットは笑ってそれに応じた。

　もし、道案内を買って出て先頭を走っているアルノルトが、そのレンナルトの舞台衣装を見ていたら、きっと口をおおきくあけてほうけたことだろう。だが、それを見たのはセットだった。セットの知識のなかに、その衣装の持つ意味はなかった。

「さて、みんな」

　レンナルトはあたまに手をやった。そして、黒髪の鬘かつらをはずす。

　銀色の髪が、滝のように背に流れ落ちた。

　表の顔を拭い去り、本来の姿に戻ったレンナルトは、大道具や衣装箱に隠していた得え物ものを手におのれの足許に傅かしずいた団員たちを見遣り、告げた。

「アルーン長官クリストフェル＝カルステニウスほか、城内で人身売買に関与する三十余名、誘拐された人物を王太子らが確保しだい一斉検挙だ、ひとりも漏らすな！」

「──御ぎよ意い！」

　国土を覆う雪を意味する純白のチュニックとパンタロン、王家の花紋たる紅薔薇ロード・ローズを象徴する真紅のコートとブーツを身に纏い、逮捕も許された王直属の行ぎよう政せい監かん察さつ吏り。リドホルム国内にただひとりしかいない、それが劇団《森のアザミスコーグ・テイステル》の看板役者レンナルト・ヴァルデマールの裏の顔である。

　そして彼の本名はスヴェン＝アレニウス。

　ムシコ人の血をひく不死の先祖がえり、銀狼王と渾名されたリドホルム王国初代国王そのひとだった。
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　セットはいま、心底エリーザベトが憎らしかった。

　言葉が通じなくてイライラすることは多々あった。いちいち不毛なやりとりをしなければならないのに腹を立てたことも、一度や二度ではない。

　それでも、頑がん是ぜ無ないこどもだと思えば、ひとつずつ説明する余裕も持てたし、彼女自身の吸収も速かったしで、この一週間たらずのあいだに、かわいい妹──ライラにいわせると「娘！」だそうだが、四歳しか離れていないのだ、勘弁してほしい──くらいには思えていた。

　だが、この融通の利かなさはどういうことだ？　どうしてそこまで頑がん迷めいになる？

「わたしはアネッテを助けにきたのだ。ナニーは助けなくてよい」

　その言葉に、あたまの奥で、なにかが切れた。

「──勝手にしろッ！　行くぞ、アルノルト!!」




　遡さかのぼること十五分まえ──

　アルノルトの読みは正しく、アネッテが監禁されていたのは、たいへんにわかりやすい地下牢だった。そこへの最短ルートを行くと豪語していたとおり、搬入口から十分もしないうちに彼女のもとへ辿りつけたのはおみごとだった。

「──アネッテ！」

　地下牢の見張りをぶん殴り気絶させて鍵束を奪うと、受け取ったアルノルトが一発で鍵をあける。鉄格子の扉を開き、アネッテが出るまえになかに飛び込んだのはエリーザベトだった。

「エルサ！　アル、セットまで……。あなたたち、どうしてここに」

「ああ、あらためて、はじめまして、蜂蜜色の髪の貴婦人。あのときは不甲斐なくも倒れていてお恥ずかしいかぎりですが、こんなにうつくしいひとに介かい抱ほうしていただいたとはなんたる幸運！　そして、捕らわれのあなたをこうしていちばんにお迎えにあがれるこの名誉……！　痛いな、なにをするんだ!?」

　牢の出入り口に片膝をつき、口上を述べるアルノルトを押しやって、セットは手招く。

「早く出てきてくれ、アネッテ。エルサ、邪魔するなしがみつくな」

　ようようのことで這い出てきた彼女──とエリーザベト──に、父親ヨナタンのようすと簡単に自分たちがここへやってきた経過を説明しながら、セットは彼女の身なりを確かめる。

　ここへ攫われてきてまる二日。衣服も髪も整っていて、暴行を受けたようすはない。

　顔色は心労のためにすぐれないが、父親の無事を聞いてちいさく微笑んだり、まとわりつくエリーザベトと話している感じでは、ナンセン村に戻る頃には明るくなっていることだろう。

「腹は？　減ってないか？」

「少し……、でもだいじょうぶ」

「酒場のウェイトレスがパンを持たせてくれている。劇団の楽屋に戻ったら、好きなだけ食べるがいい」

「あ、ありがとう……」

　恐縮したように頷く彼女の背を押して、アルノルトを先頭に立たせ、ふたたびきた道を戻ろうとしたが、

「……？」

　アネッテは、顔をうつむけたまま、一歩も動かなかった。

「おい、どうした……？」

　彼女の唇がちいさく震えている。なにか口にしているようだった。聞き取るために耳を寄せて、その声を拾ったとき、セットはぞっとした。

　──だめ、行けない、あたしひとりでは……。

　アネッテのように商品とされる少女がほかにもいる──いや、いたのだ。きっとさっきまで。

「……セット……？」

　地上への階段を昇ろうとしていたアルノルトが、不審そうに尋ねてくる。

　セットは考えた。

　──《森のアザミスコーグ・テイステル》が城内に招かれたのはなぜだ？

　劇場は外国からの要人を迎えたときなどに利用されると聞いていた。きっと今回も、歓待すべき客がきているのだろう。

　──歓待すべき客とは誰だ？

　現在来航している船籍のチェックをしたが、要人を乗せたようなものはなかった。話を聞かせてもらった荷役たちのなかにも、そんな情報を持っているものはいなかった。

　──乗せていないのか？　それとも名まえを偽って入ってきているのか？

　偽名での来航者を洗い出すだけの時間も手段もなかった。そうだとすればお手あげだ。

　だが、劇団を呼んでまで接待する相手なのに、隠す必要があるのだろうか。そういう相手が一日で引きあげたりするのだろうか？

　セットは自身の知識を総動員する。幼い頃に集めた記憶を可能なかぎり甦らせる。そして、気がついた。『ムシコ人の先祖がえり』を欲しているのは外国の要人だけではないことに。

　国内の一部の上流貴族こそが、最初に『ムシコ人の先祖がえり』を狩りはじめたのだ。

　──それらに商品を供給するのは誰だ？

　答など、火を見るよりも明らかだ。

「……アル、やばいぞ、いままさに売られようとしてる娘がいる」

「お願い、助けて！　ナニーはあたしの幼馴染みなの!!」

　なんだって、と訊き返したアルノルトの声を打ち消すように、アネッテが悲鳴をあげた。




　セットはもちろん、助けに行くつもりだった。

　最短ルートをきたおかげで、舞台が跳ねるどころかはじまるまでにもまだじゅうぶん時間はある。増えた人数をどうごまかすかはまたレンナルトたちと相談しなければならないだろうが、ひと助けだ。よもや否やはいうまい。

　アルノルトもアネッテの幼馴染みが少女だとわかった時点で、乗り気を見せた。さっそく城内の見取り図を開いて、そういった裏取引がおこなわれていそうな場所にあたりをつける。

　だが、予想外だったのが、エリーザベトだ。

「アネッテを助けるのが目的だった。目的は果たされたのに、なぜ引きあげない？」

　ほんとうに、まったく理解できないといった感じで、そんなことをいったのだ。

　信じられなかった。正気を疑った。

　だが、こころのどこかでエリーザベトならそういうだろうと思っていたのも事実だ。一週間たらずのつきあいだが、彼女が『確実なことしか実行しない』タイプの人間だと、わかっていたのだから。それを曲げてつきあえとはいえない。いったところで、伝わらないのだ。

　この融通の利かない頑固者には。

　アネッテが泣いて懇願する。ナニーを助けてと、ひとりでは逃げられないと。

「わたしはアネッテを助けにきたのだ。ナニーは助けなくてよい」

　わかってはいたがその非人道的な発言は、絶対に認めることなどできない。

「──勝手にしろッ！　行くぞ、アルノルト!!」
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　確かに、アルノルトは明言した。

「このあたまのなかには、学問として成立しているものすべてが完璧に収納されているのです！」

　とすれば、人身売買の取引会場を、何十とある城内の部屋のなかからぴたりとあてるといった学問も、成立していたりするのだろうか？

　──頼む、成立していてくれ。あたっていてくれ！

　アルノルトは地図を見ながら、地下牢から地上へ出て、そのまま迷いなく三階まで駆けあがった。

　劇場を挟んで東西に屹きつ立りつする塔があり、その塔を繫ぐ細い廊下を、吹き抜けになっている劇場を右手に見おろしながら直進する。西塔から東塔へ移動し、長官の私室を含むプライベートなフロアに出た。そしてそのうちの一室を指差すと、

「ここ。ここだと思う。この部屋だけ、隠し通路があるんだ」

　行く道行く道邪魔してくる衛兵どもと剣を交えながらここまできた勢いで、セットはよくよくなかを確認しないまま全力で樫かし材ざいのドアを蹴りあけた。

　なかにいた人間の視線が、いっせいに集まる。

「うははーっ、ほんとにあたってしまうなんて、自分の才能に酔いそうだ！」

　セットの背なか越しに屋内を覗いたアルノルトが愉快そうな声をあげるが、セットはとてもそんな気持ちになれない。

　その部屋は、長官の家族が揃って食事を愉しむ、こじんまりとした食堂だった。

　なのに、怯えて身を寄せあうふたりの少女は、まるで料理かなにかのように白いテーブルクロスをかけた食卓のうえに手足を縛って立たされていたのだ。

　ふたりとも粗末な服を着ていた。そのスカートの裾を、手にした杖でめくりあげていた好色そうな商人と目があった。商人は杖を取り落とした。スカートのなかを覗かれていた少女が座り込んで泣き出す。

　朝顔型の襟が波打たないほど肉づきのよい首回り、恰幅がよいというには出すぎ、ジャケットの繊細な銀細工のボタンがしまらない腹。セットはその商人に見覚えがあった。そして商人のほうもおなじであった。

　商人は驚愕の声をあげた。

「あのときの……っ！」

　セットをこの地へつれてきた、あのけちな商人だった。怪しい荷物を運ばされていると思ってはいたが、人身売買の片棒を担がされていたのかもしれない。

「……貴様、おれに、なに運ばせたァ!?」

　そのままずかずかと部屋に入り、商人の顔を全力で殴りつけた。商人のからだが真横に吹っ飛ぶ。その衝撃的な光景に、部屋にいた何人かの商人たちが悲鳴をあげて、逃げ惑う。

　そんななか、

「誰に雇われたか知らんが、なにものだ？」

　細剣を優雅に抜きながら、ひとりの男がセットたちを牽制する。

　白いシャツに半ズボン、淡黄色の短いジャケットという流行のスタイルでありながら、浮ついた感じがしないのは、丁寧に撫でつけられた暗褐色の長髪と、手入れの行き届いた豊かな髭ひげのせいだろうか。

　商人というより紳士といったほうがふさわしいその威厳ある姿に、男の正体を悟る。

「クリストフェル＝カルステニウスだな？」

「いかにも」

　セットは間合いを詰めながら、答える代わりに問い返す。男は、はぐらかすことなく応じた。だから、セットも答えた。

「おれはパン職人の代理人さ。アネッテとナニー、ついでにそこのもうひとりのお嬢さんを連れ戻しにきた」

「パン職人……？　ナンセン村の？」

　気合一号、セットは剣を振りかぶり、クリストフェルの利き手に斬りかかる。振りおろすまえに細剣で軌道を変えられる。

　男のそばをすり抜けざま横よこ薙なぎに振るう。男はうしろにステップを踏み紙一重でやりすごす。

　今度は、反動で倒れるように背なかを見せたセットに男が斬りかかった。殺気を感じ、とっさに片手でバック転。その眼前を細剣が狙うが、剣でガード。そのままうえに弾きあげる。ちから負けした男の無防備に晒された胴めがけて渾こん身しんの一撃を放つが、

「調子に乗るなよ、小僧」

　クリストフェルとのあいだに立ちふさがった髭面の衛兵が、それをガッキ！　と受けとめた。

「──クソファーン！」

　飛び離れ、あらたに間合いを取る。背なかにあたってくるものがあった。アルノルトだ。

「女の子たちには見取り図を渡してさきに逃げてもらった。商人たちは、ごめん、隠し通路から逃げられた」

「了解！」

　接近戦は苦手だといっていたが、なかなかどうしてアルノルトは腕がいい。伝えるべきことは伝えたとばかりにそばから離れると、クリストフェルが隠し通路に逃げる寸前を押さえ、一対一に持ち込んでいる。

　こうなると、残りの衛兵は全部自分が引き受けたほうがいい。

　──九？　いや、十一か。少し多いな。

　セットはアルノルトからあえて距離を置き、狭い食堂をますます狭くしている食卓に登った。

　左右前後から剣が突き出される。それを振り払い振り払い、長方形の食卓を駆け回った。埒らちがあかぬとふたりの衛兵が食卓にあがったのを見計らい、飛びおり、テーブルクロスを引っこ抜く。

「食卓に足あげるなって、かあちゃんに教わらなかったのか!?」

　テーブルクロスに足をとられ、ふたりの衛兵はそれぞれひとりずつ仲間を巻き込んで床に転がった。

「おりゃっ」

　そのうえに食卓を引っ繰り返す。抜いたクロスはそのまま背後の兵に投げつけた。視界がふさがれあわてふためく兵の腹に蹴りを叩き込む。

「──あと六ッ！」

「違う、七人だ」

　剣を構え直し、少しだけ広がった食堂の中央に陣取った。長官と渡りあっていたアルノルトも、間合いを詰められないよう構えを解かぬままそばにやってきた。

「なかなかやるもんだな、天才密猟者。三さん四よんでいくか、四よん三さんでいくか？」

「だから七人だって」

　言下に否定される。セットは首を傾げた。そして脳内で計算する。

　長官ひとりに、衛兵六人。数は確かに間違っていない。七を二で割ったら三余り一。そのくらいの計算はできる。

「そうだな、七人だ。わかった、おれが四でいい」

「四じゃない、七!!」

「……は？」

「なぁなっ!!　なんでぼくがこんなに剣を振り回さなければならないの？　いったよね、接近戦は苦手だって」

「……」

　いま背なかを預けている少年のいいたいことが、なんとなくわかった。

「やめろ、そのさきをいうな！」

「ぼく、飽きた。目的は果たしたことだし、さきにエルサのところに戻るからね」

「ふーざーけーるーなーっ！」

「だいじょうぶ、きみは無敵の傭兵！　ぼくなんかいなくても全然だいじょうぶ！」

　背なかが離れた。アルノルトは本気でこの部屋から出て行くつもりだ。

　セットとアルノルトの会話を聞いていた髭面の衛兵がにったりと笑った。その剣が信じられない速さで打ちおろされる。

　アルノルトに気を取られすぎた、防御が間にあわない──

「──ぐふっ!?」

　その瞬間、髭面の衛兵がセットのまえから消えた。

「………………え？」











[image: ]






「お願い、助けて！　ナニーはあたしの幼馴染みなの!!」

　アネッテが悲鳴をあげたとき、セットとアルノルトは表情を厳しいものへと一転させた。

「ぼくの計算では城内に、すでに取引相手は入り込んでいるはずだ」

「商談が成立したら、その祝いに舞台を観るつもりなんだろう。開演まで、もう一時間を切っている。早くしないと。売られてからじゃ遅い」

「そうかな？　商談が成立して、油断しているところを取り返しに行ったほうがよくないかな？　どうせ外国からきた相手だろう。今日はこの城に一泊するんじゃないかな？」

「そう思いたいが、相手が国内の商人って場合もある。商品の引き渡しが終ったら、長官だけが舞台を観て、商人は女の子を連れててめえの宿に戻ってしまうかもしれない。長官は舞台をお楽しみ、取引相手は……でお楽しみ」

「下げ種すな発想だな！」

「わ、悪いか！」

「悪くない、あり得る。ぼくには想像つかなかっただけだ」

　ひとのいいふたりは、みずからの手でそのナニーというアネッテの幼馴染みとやらを助けに行く気になったようだ。すぐさま城内の見取り図を広げ、あたまをつきあわせはじめた。

　それを黙って見ていたが、彼らの行動が、エリーザベトはどうしても理解できなかった。

　彼らがナニーとやらを助けに行く理由などない。アネッテを無事助けられたのだから、早くレンナルトたちのもとへ戻るべきだ。

　陽気な歌や芝居で世相を風刺して回る劇団員を演じているが、レンナルトたちはその道のプロだ。《森のアザミスコーグ・テイステル》が動いている以上、余計な手出しをしないのが吉、なのに。

　だから、

「アネッテを助けるのが目的だった。目的は果たされたのに、なぜ引きあげない？」

　といったのだ。

　セットの顔色が変わり、アネッテがわっと声をあげてその場に泣き崩れた。アルノルトですらびっくりしたようにこちらを見返している。

　自分はなにかおかしなことをいったのか。目があったセットにそう問おうとしたが、彼の言葉のほうが少しだけ早かった。

「あんた、よくも……」

　高ぶる感情を必死で押さえ込むようにしながら、セットが声を絞り出す。

「いまにも売られようとしている人間がすぐそこにいるんだ、助けに行くのが道理だろ？」

　いっている意味はわかる。本来ならばそうかもしれない。だが、あえて危険を冒さずともいい状況にあってもそうなのだろうか。

　わからなくて首を傾げると、

「お願い、ナニーを助けて！　あたしひとりじゃ逃げられない！」

　今度はアネッテにすがられた。

　助けよと、おまえしかいないのだからおまえが助けよといわれ、なおかつ真の意味で自分しかいないのであれば、エリーザベトとてちからの出し惜しみはしない。芍薬ピオーンのカルステニウス候ぐらい、立場的にも簡単に押さえつけられる。

　しかし、たぶん、いまは違う。

　いまはレンナルトたちと打ちあわせたとおり、アネッテを救出することを優先すべきなのだ。

　救出を終え、合図を送れば、レンナルト・ヴァルデマール以下《森のアザミ》がいっせいに動く手はずになっている。それぞれが一騎当千の実力を持つ銀狼王の近衛なのだ。セットたちが動くより、合法的にスムーズに、場を鎮めることだろう。

　ゆえに、首を振る。そして、わからずやのセットや取り乱しているアネッテに伝わるように、まっすぐに言葉を選んでいった。

「わたしはアネッテを助けにきたのだ。ナニーは助けなくてよい」

　選び間違えた球は、直球すぎた。

「──勝手にしろッ！　行くぞ、アルノルト!!」

　目を白黒させたセットが、怒声をたたきつけてくる。そしてそのままアルノルトを引きずるようにして階段を駆けあがり、地下牢から姿を消した。

　ふたつぶんの足音と、ときおり交じる剣けん戟げきの音がやがてちいさくなり、完全に聞こえなくなったとき、エリーザベトは肝心なことをようやく思い出した。

　──む。レンナルトの正体を教えてなかったか。

　意見を主張したり命令をしたりすることには慣れているが、ひとの気持ちを慮おもんぱかったり、問われたこと以上に答を返すのが不得手だからこその、失念ぶりだった。

　それでもいつものセットなら、根気よく不毛な質問を重ねて、じょうずにその事実を引き出してくれていたことだろう。そしてエリーザベトの真意を知り、いまのように乱暴に怒鳴りつけはしなかったはずだ。

　──セットが悪い。

　なんとなくむっとした。

「……ナニー……」

　嗚お咽えつのあいだに、アネッテが幼馴染みを呼ぶ。

　その声に、視線を階段のうえからアネッテへ移す。手を差し出した。

「行こう、アネッテ」

　彼女をいつまでもここにいさせるわけにはいかない。万一《森のアザミ》に追われた衛兵たちが逃げ場を求めてここに流れ込んだとき、人質とされてしまっては元も子もないからだ。早く楽屋に戻り、彼らに保護を求めなければと思うのに、

「──っ！」

　差し延べた手を、アネッテに打ち払われた。そしてそのまま彼女は肩を抱くようにしてうずくまった。梃て子こでも動く気はないらしい。

「あたしなんかかまわないで、ひとりでさきに行けばいいでしょう!?」

　彼女が泣いて懇願したことを、拒んだのだ。そうされても、しかたがない。だが、エリーザベトはそれがわからなかった。

「……わたしが二度寝をしなかったら、あなたをこんな目にあわさずにすんだ。だから、……ごめんなさい」

「──そんなこと怒ってるんじゃない!!」

　いっしょうけんめい考えて、アネッテの怒っている理由を探して謝ったのに、アネッテには聞き入れてもらえなかった。それどころかもう終わったはずのことを繰り返す。

「なんでナニーを助けなくていいなんていえるの？　そりゃあなたの早く逃げたい気持ちもわかるけど、助けてってすがってるひとに、どうしてそんなひどいことがいえるの？　それでも血の通った人間？」

　アネッテの目が、冷ややかだった。かつて宮廷にいた頃、ハスロ子爵が部屋に侵入した夜以来、母親と大伯父以外のものからむけられていた視線とおなじだった。

（──ハスロ子爵はもう一生杖なしではお歩きになれないそうだ）

（みずからの身を守るためとはいえ、血の通った人間のできる所業ではありませんな）

　幼い自分を遠巻きにして、聞こえよがしに囁ささやいていた雀たちの声が脳裏に甦る。

（いつか、またこんなことになるのではないかと思っていたわ……）

　母親のためいきが、

（出て行け──っ!!）

　大伯父の一喝が、アネッテの非難の言葉に重なって聞こえる。

　エリーザベトは、母にも大伯父にも説明できなかった言葉を、必死で口にした。

「まえにもいった。わたしはこの国の王太子なのだ、王太子エリーザベト＝アレニウスなのだ。わたしはちょっとした事件を引き起こしてしまって、それで大伯父うえに出て行けっていわれて、それでレンナルトたちと旅をしていて、セットとアルといっしょになって、あなたにパンを焼いてもらって、ひとにあんなに優しいキスを頰にしてもらったことがなかったからそれがすごくうれしくて、でも、わたしが二度寝したからあなたは攫われてしまって、あなたを助けるのが目的で、あとのことはレンナルトたちが引き受けてくれる手はずになっていたから、それを邪魔してはいけなくて、わたしはあなたの願いを叶えられなくて、ごめんなさい、アネッテ、きらいにならないで」

　もう少しエリーザベトが表情豊かであったなら、最後のほうには泣いていたかもしれない。泣きじゃくりながら、なんの繫がりもない言葉を思いつく端から並べ、許しを請こうていたかもしれない。

　だが、彼女の顔は固まったまま、声も一本調子だった。

　その姿に、エリーザベトを知らない相手なら、ふざけるなと激怒しただろう。だが、アネッテは、一日とはいえ、エリーザベトとすごす時間があったのだ。

「……きらいになんて、ならないわ」

　アネッテはようやく微笑した。

「そうね、あなたはほんの少し、ひとより言葉がたりなかったのよね。ちゃんと聞いてあげればよかった。──レンナルトというひとたちが、あとのことを引き受けてくれる手はずになっていた、っていったわね。ナニーは、そのひとたちが助けてくれるの？」

「うむ」

「そのひとたちは劇団員なのでしょう？」

「うむ」

「強いの？」

「うむ」

「でも、長官たちがお役人を呼んでしまったら、いくら強くても捕まってしまうわ」

「それはない」

「どうして？」

　──その問いの答は、アネッテの背後から返ってきた。

「わたしがその劇団員かつお役人、行政監察吏だからだよ、蜂蜜色の髪のご婦人」

「え……」

「お初にお目にかかる、レンナルト・ヴァルデマールです」

　振り返ると、いつの間に地下牢までおりてきたのか、真紅の袖なしコートを身に纏まとった銀髪の青年がそこにいた。

　その顔のあまりのうつくしさに言葉を失うアネッテの横で、エリーザベトがすっと膝を折り、こうべを垂れる。

「──《初代フオスタ》」

　レンナルト・ヴァルデマールと名乗った絶世の美青年は苦笑する。

「あいかわらず、融通が利かないな、エリーザベト。王宮にいないときは傅かしずかなくていい、レンナルトでいいといっているだろう？」

「でも、白髪のときは《初代》と呼べと」

「白髪じゃない、銀髪だ!!　もういいっ、おまえと話してると話が進まんっ!!」

　ろくでもないやりとりを瞬間的に打ち切って、レンナルトはぼーっとしているアネッテにいった。

「言葉たらずなエルサのために、ずいぶんといやな思いをさせてしまったようだ。コレの親代わりとしてお詫わびする、申し訳ない」

「い、いえ……。エルサ……、いえ、エリーザベトさまは、ほんとうに王太子さまだったのですか……？」

「わたしとしては否定したいところだが、生あい憎にくほんものなのだよ、アネッテ嬢。実は、カルステニウスらの人身売買の件はずっと調査をしていたのだが、むこうは侯爵、こちらは役人、現場を押さえないかぎり逮捕はできない。そこへあなたの誘拐事件。これは逮捕の絶好の機会と思い、セットたちに便乗させてもらったのだ。とはいえ、われわれの正体をむやみやたらといいふらすわけにはいかず、セットたちにも秘密にしている。そのせいで余計につらい思いをさせたな」

「いえ、そんなこと……」

　半分夢見心地でレンナルトの言葉を聞いていたアネッテだったが、じっと自分をみつめる視線に気づき、そちらを見た。

　変わらない表情のなかで、目に浮かぶ光だけが感情豊かに揺れるエリーザベトがいる。

「……エルサ」

　アネッテはエリーザベトの両腕を摑み、瞳を覗き込むようにした。そのうつくしい紺碧に、いまさらながらに気づく。そして、感じた。

　この子は、いい女王になる、と。

　だからこそ、いわなくてはならない言葉があるのだ。

「……エルサ、あなたはすべてを知っていたのね？」

「うむ」

「あなたが王太子だから、我が身大事でナニーを助けにいかないといったわけではないのね？」

「うむ」

「あなたはほんとうに王太子なのね」

「うむ」

「……あたしの暴言を、許してくれる？」

「うむ」

「だったら、ナニーを助けに行って」

「……アネッテ？」

　エリーザベトの双眸が驚きに見開かれる。かまわず、アネッテはいった。

「あなたが起こしたっていう事件がどんなものかわからない。でも、大伯父さまは、遅かれ早かれあなたを城の外へ出したと思う。外を見なさい、エルサ。外を、世界を見るの。世界のあちこちに、あなたの手を必要としているひとがいる。あなただけが助けられるひとがいるの。だから命令や決まりごとよりも、あなた自身の気持ちとからだでひとびとを助けていって。あなた自身が何を思い、何を考え、何をしていきたいのか、もっと外に伝えていってほしい。ナニーのこともそうよ」

　理解できないのだろう。エリーザベトが首を傾げる。そのあどけないようすに、たまらず、アネッテはその華奢なからだを抱きしめた。

「ナニーを助けて、王太子エリーザベト。そうすれば、あなたにナニーを助けてほしいと願っているあたしが救われるわ」

　エリーザベトが、アネッテの背に腕をまわした。

「……《初代》」

「許す。ただし、やりすぎるなよ」

　アネッテの背にまわされた腕にちからがこもる。エリーザベトは耳元で、囁く。

「──まかせろ」
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　セットは、自分の視覚からの情報を信じることができなかった。

　すばらしい跳躍力を見せて、髭面の衛兵の即頭部に回し蹴りを食らわせたのだ。

「なにを、ぼうっとしている？」

　エリーザベトが。

「愛しのエルサ！」

　飽きたからエリーザベトのもとに戻るといっていたアルノルトが喜色満面の声をあげる。まるで千両役者にかける言葉のようだ。

　まだ驚きよう愕がく覚めやらず目をしばたたかせるセットを背なかにかばうように、エリーザベトはそのちいさなからだでカルステニウス候や衛兵のまえに立ちふさがる。戦うための剣も防具もなければ、構えることさえしない。ただ無防備に立っているだけなのに、衛兵たちは一歩も動けない。

「セット、アル、さっきは悪かった。アネッテに目いっぱい叱られてしまった」

「あ、ああ……」

「だから、ここからは、わたしが受け持とう」

　エリーザベトが縦に足を開き、うしろに重心をかけるようにして構えた。

「ほ、これはこれはお嬢さん！　あなたのようにちいさな方が、武器も持たずにどう戦うおつもりで？」

「……最後通告だ、クリストフェル＝カルステニウス。人身売買を認め、潔く役所に出頭しろ。衛兵たちも同罪だ」

「なにをいってる？　わたしは《聖ト十ル二フ家テ》。芍薬ピオーンのカルステニウスだ。あなたのような小娘に、指図されるいわれはない」

「……おじいちゃまの別荘で、何度となくお会いしたが、すっかり性しよう根ねが腐ってしまわれたな、クリスおじちゃま」

　エリーザベトは無表情のまま、どことなく寂しげにいった。その言葉に、クリストフェルの表情が、侮あなどりから恐怖へと変わる。

「まさか、王太子クローンプリンセッサンエリーザベト！」

「……ほ、ほんものだったのか!?」

　クリストフェルの言葉に、セットははじめてその事実を受け入れた。

　エリーザベトは、いった。

「シンブケンを、ごろうじろ」
















　電光石火の一撃が、正面にいた兵の顔面を捉える。ボキ、と骨が折れる音がして、兵はそのままひっくり返った。噴水のように鼻血が折れた鼻からあふれ出る。

　左足を軸に、弾みをつけて弧こを描いた右足は、一歩も動けず立ち尽くしたままの兵の首のうしろに叩き込まれた。抵抗する間もなく床に倒れ伏した兵は、ぴくりともしない。

　我に返ったクリストフェルが、着地をしたエリーザベトへ細剣を突き出す。

「──遅い」

　剣はエリーザベトの残像を貫いただけ。瞬時にその場に飛びあがり、クリストフェルの腕に両手を添えて、顔面に蹴しゆう撃げき。そのままその顔を踏み台にして跳躍、別の兵のみぞおちに膝をめり込ませる。

「最後だ」

　完全に気を飲まれ、呆ぼう然ぜんとしていた兵の腋わきに肘ひじ鉄てつを打ち込み、よろめいたそのからだを、とどめとばかりに床に叩きつけた。

　セットは、エリーザベトの動きに、首筋にひんやりとしたものを覚えた。

　幼い頃に属していた傭兵団で、訓練をつけてくれていた老兵に叩き込まれた戦いの鉄則があった。

（巧遅より拙速！　傭兵の戦いはこいつで決まることが多いんだ。忘れるなよ、小僧）

（こうちよりせっそく？　なに、それ）

（うまくて遅いより、下手でも速いほうがいい、っちゅーことさ）

（噓だァ、おれ、みんなよりスピードあるほうだけど、全然勝てないぜ）

（そりゃ小僧の攻め方が素人なうえに余裕ぶっこいてるだけなんだよ）

（……？　どういうことよ、じいさん）

（そりゃおまえ、考えてもみろ。どんなに技術のある傭兵でもよ、斬りかかろうとした瞬間、さきに利き腕の腱けん斬られちまったら技術なんて意味ねーじゃねーか）

（そりゃそうだけど……。そんなこと、めったにあるわきゃねェよ）

（そのめったにねーことがてめーの身に振りかかんのが戦いってやつじゃねーか、ああ？）

（……）

（もしな、対峙した相手がどんなにベテランでも、動きが鈍いようならかかっていけ。相手がどんなにへっぴり腰でも、動きが速そうなら絶対に手を出すんじゃねーぞ。はしっこいやつの無我夢中のひと振りほど、運悪く急所ぶっ刺すことがあるからな）

（……わかった。じゃあさ、技術があってなおかつスピードもあるやつだったら、どうすりゃいい？）

　老兵はいった。

（尻尾しつぽ巻いて逃げろ、確実に殺される）

　──なあ、じいさん……、あんたがいいたかったのは、これか？

　それは、ある意味一方的な『殺しのない』殺戮だった。七人の男たちを、たったひとりの小柄な少女が、ほぼ一撃で沈めていったのだ。

　常識をいうなら、剣対素手は、剣が有利とされている。剣の長さぶん間合いを広く保てるし、一撃で相手に与えられるダメージの差がおおきすぎるからだ。実際玄人の一度の打撃や蹴撃でひとが死ぬことはめったにないが、剣は素人でも殺人は可能だ。

　もし、素手で戦うものが、剣士よりも圧倒的に卓越した技術を持っていればあるいはその戦いは成立するかもしれないが、よほど酔狂な人間以外、あえて挑戦しようとはしないだろう。

　だが、エリーザベトはこともなげにそれをやってのけた。息を乱すことなく、涼しげに。

　剣のしたをかいくぐり、自分の間合いに持ち込むにはどれだけの勇気とそしてスピードがいるのだろう。

　けして殺さず、だからといってしばらくは起きあがれないほどのダメージを確実に相手に与えるには、どれだけの技術と正確さが要求されるのだろう。

　──うまくて、しかも速い……巧速……。

　言葉を失うセットの横で、アルノルトがつぶやいた。

「神武拳だ……、はじめて見た……」

　──シンブケン？

　その聞き慣れない単語が気になり、アルノルトに尋ねようとした途端、

「終わったぞ、早く捕まえておけ」

　エリーザベトにそう命じられた。セットは我に返り、あわててそれに従った──従おうとした。

「……アル？」

　思わず声をかけずにはいられなかった。フェミニストであるはずのアルノルトが、手にしていた剣を、よりによってエリーザベトにむけて構えていたので。

　だが、アルノルトは乱心をおこしたのでも、ふざけているのでもなかった。

「神武拳は、ムシコ人がアレニウス家に伝えた最強の護身術。攻撃は最大の防御を地でいく、幻の体術」

「……」

「似ていると思ったけど、まさかほんものの王太子だったとはね、エリーザベト殿下。一度だけお見かけしたあなたは髪が長くて、豪華なドレスを身に纏まとっていた。いまの姿とあまりにも違いすぎるから、同一視するのも気が引けたよ」

　冷静にエリーザベトとの間合いを取りながら、アルノルトは小バカにしたようにいう。これまでと違いすぎる態度に、セットはとまどった。

「アル、あんた、なにを考えてる……？」

「なにを？　いろんなことさセット、いろんなことだよ。ぼくの《賢者の森クローク・スコーグ》での役目はね、人材のスカウトなんだよ。ぼくは密猟者のメンバーでありながら、エリングマルク大学に最年少首席合格という記録を残したうえで入学を蹴った。つまりね、この国を支えるはずの人間の誰より、《賢者の森》の密猟者のほうができがいいことを目に見えるかたちで証明したんだ。するとね、ひとっておもしろいね。いままで見むきもしなかったひとたちが、目の色変えて協力を申し出てくる。ここアルーンでもそう。結構な数の商人や外国人たちが、援助を申し出てきたよ。ぼくたちがいつかこの国を乗っ取ったときに優遇してもらおうとかって考えてるのかな。愚かだよね。そんなつもり、さらさらないのに。でも、いま、願ってもないチャンスが目のまえに転がっている。思わず国家乗っ取りの算段をつけてしまいそうなほどにね。王太子をこのまま人質にして《賢者の森》へ連れて行こうか、とか、ここで殺して全面戦争に持ち込むのもいいな、とか……」

「──やめておいたほうがいい。剣はおまえの本業ではないのだろう？」

　そして、剣をむけられている当人もまた、落ちついていた。

　まるで、アルノルトと対峙することが最初からわかっていたかのように。

「……」

　さきほどとはうってかわって音も動きもない、それでいてさきほど以上に緊迫した空気があたりに満ちる。

　セットは自分の指先──握ったままの剣へ意識をむけた。

　もしふたりのあいだに戦闘がはじまったら、それをとめるのは自分しかいない。素手のエリーザベトをかばうべきなのか、接近戦が苦手というアルノルトを守るべきなのか、そのときになってみないとわからないが。

　──頼む、ふたりとも。

　セットは祈った。

　──おれに、どちらかを斬らせるな。

「……そうだね」

　セットの祈りが通じたのか、ふいに緊張を解いたのは、アルノルトのほうだった。剣をさげ、端正な顔に無邪気な笑みを浮かべてみせる。

「接近戦を得意とするあなた相手に、剣で挑もうなんてぼくが間違ってたよ。やめます、ごめんなさい」

　あまりにもあっさりと手を引くので、ふたごころあるのではないかとかえってセットは疑いを強くする。だが、

「そんなに怖い顔しないでくれないか、セット。ぼくも命は惜しい」

「うむ。もうアルのなかに敵意はない」

　狙ったほうと狙われたほうからそういわれれば、受け入れざるをえない。

　一度だけ牽けん制せいするようにアルノルトをにらみつけ、セットは剣を鞘さやにしまった。

「……いまのあなたはあまりにももの知らず、うまくやればぼくらの仲間に取り込むこともできそうだ。いいチャンスだと思ったけど、殺すより別の方法をとるほうが今後のためだね」

「悪いがあんたのほうが殺されていたと思うぞ、アル」

「無理だ。神武拳は殺さずの拳だ」

「そうそう。ということでセット、」

　いつのまにか、ちゃっかりとエリーザベトの横に立つと、悪びれもせず、その手を握り、アルノルトはアルに戻った。

「──早くこいつらをふんじばらないか！　せっかくエルサが倒してくれたのに、みすみす逃してしまうつもりか!?　ああ、それにしてもうつくしき赤毛のエリーザベト！　戦うあなたのそのうつくしさに、ぼくは太陽の輝きに羽を焼かれながらもそのまぶしさを求めてやまない愚かな鳥のように、またしても魅入られてしまった！　どうして？　どうしてあなたはぼくをこんなに夢中にさせておきながら、涼しげでいられるんだ罪なひとよ!!」

「冬が近いから」

　あたまの痛い会話をなにごともなかったようにはじめるふたりに背をむけて、セットはいわれたとおり、のびている長官や衛兵たちをひとつどころに集め、テーブルクロスを引き裂いて作った紐で、ひとりひとりを丁寧に縛りあげていく。

「──っ！」

　その途中で、ズキン、と思い出したかのように腹が痛んだ。エリーザベトとアルーンの酒場《怠けものの犬ラート・フンド》にふたりで泊まった朝、砂袋を落とされたかのような衝撃を受けた場所だ。もう一週間近く経つが、いまだ内出血のあとがこぶし大に残っている。

　──こぶし、大……？

　いやな予感がした。

「なあ、エルサ、よっつばかり聞きたいことがある」

「なんだ？」

「さっきの神武拳とやらは、いつ頃から身につけた？」

「記憶にない。ものごころつくまえには教わっていた」

「十三のとき、おまえの部屋に入り込んできた中年貴族。悲鳴をあげたのは、むこうだな？　どうやって退しりぞけた？」

「腹に一撃を加え、さがった後頭部に組んだ両手を打ちおろした」

「記憶にないといっていたが、追い出される直接の原因になった、目のまえで気絶していた貴族の子息、気絶させたのはあんただな？」

「翌日拳が痛んだ、そうだと思う」

「《怠けものの犬》で最初に泊まった朝、おれを起こしたついでに腹を殴ったな？」

　エリーザベトはしれっといった。

「手加減はしたぞ」
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　劇場に戻ったときのことを考えて、セットは多少胃が痛い思いだった。

　彼らは《森のアザミスコーグ・テイステル》という旅回りの劇団で、旅先で劇を披露することによって収入を得ている。その貴重な収入源を、今回セットたちは台無しにしてしまったのだ。

　レンナルトを気に入っているというカルステニウスは食堂でのびているし、観客となるはずだった何人かの商人は姿をくらましてしまった。

　人身売買の現場を押さえておいてこのまま放っておくわけにはいかないので、セットは城を出たあとで役所に届けるつもりだったが、事情聴取かなにかで彼らさえも役所にとどめ置かれる可能性もある。それが解決するまで彼らは臨時の興行さえ打てない。

　──ただでさえ、エルサが有り金すべて盗んだっていうのに。

　しかも、情けないのはその使い道だ。劇団員二十余名の給料と生活費を、彼女はたった数日ですべて食べることに費やしたというのだ。どれだけ高いものを食べたのか、もしくはどれほどの量を腹に収めたのか、想像もつかない──想像したくない。

　エリーザベトのことはもともと劇団の下働きなので、彼女の所業についてセットが思い悩む必要はない。だが、もうすでにエリーザベトに対して身内意識を抱いてしまっているため、なにやら団員たちに迷惑をかけてしまったと申し訳なく思ってしまうのだ。

　ためいきが漏れる。

　神武拳を披露していたとき畏おそれのような感情をエリーザベトに抱いたが、日常に戻れば彼女は融通が利かなくて言葉が通じなくて頑迷で大迷惑の食欲大魔神でしかない。

「ああ、もう、戻りたくないな……」

　一触即発の緊迫した雰囲気をかもしだしたことがまるで噓か幻といったように、エリーザベトにむかっていままでのように無邪気に振舞うアルノルトのようになれたなら、こんな気苦労もせずにすむだろう。ほとほと自分の性格にあきれ返る。

　だが、

「……へ？」

　さきを行くエリーザベトとアルノルトとは対照的に、重い足取りで劇場に戻ったセットは、目をしばたたかせた。入城したときにみんなで設置した大道具は片づけられ、団員たちも舞台衣装からいつもの服に着替えていたのだ。

「……遅かったな！」

　苦笑いを浮かべて、レンナルトが三人を迎え出た。

「どうしたんだ、これは」

「どうしたもこうしたも、どこからどうばれたものか。さっきお役人がきて、隠し通路から出てきた商人たちを人身売買の件で検挙していった」

「なんだって!?」

「人手がたりなかったそうで、長官たちはまたあとでひっ捕らえにくるらしい。なんでよりによって今日なんだ……」

　ちからが抜けたように座り込み、レンナルトはふかぶかとためいきをつく。

「……」

　信じられない思いで周囲を見回せば、確かに少し投げやりになった感じの劇団員以外の姿はどこにもない。不思議なことばかりだ。それはそうと、もうひとつ……もうみっつ見ない姿がある。

「アネッテたちはどうした？」

「役人が連れて行った。被害届けを出してもらうんだろう」

「そうか。……最後に会っておきたかったのだけどな」

　顔をあげたレンナルトが、ふふん、と鼻で笑う。

「アネッテは美人だったからな。安心しろ、〝愉快な三人組〟がナンセン村まで連れ帰ってくれるはずだから、被害届けを出し終えたら《怠けものの犬ラート・フンド》って酒場に行くようにといっておいた」

「──エルサ！」

　食べものの恨みを思い知れ、と女性団員たちからもみくちゃにされていたエリーザベトが、名犬よろしく顔をあげた。

「アネッテたちは、ライラのところで待っているそうだ。行くか？」

　紺碧のおおきな瞳がこれ以上もないほどおおきく開かれる。こくん、と細い首がもげ落ちそうな勢いで頷くと、女性陣の手を振り切って走ってくる。

「アルは？」

　借りていた剣をホーカン団長に返していたアルノルトはにやりと笑う。

「愚問だな！」

「──なら、おれたちも出発しよう。送るよ、歩いて行くより速いだろ？」

　エリーザベトに腕を引っ張られながら立ちあがったレンナルトが、提案する。もちろん、断る理由などどこにもない。

　きたときのように大道具や衣装とともに幌のなかに入り、ごとごとと坂道をくだっていく。その途中で、セットは気がついた。

「ああ、そうか！　いまわかった！」

「……？　なにがわかったんだ？」

　アネッテを取り返すまではと、ろくに休んでいなかったエリーザベトがようやく安心したのだろう。以前膝枕をした借りを返せとばかりにセットの膝のうえで猫のように眠っている。その短い髪を撫でながら、セットは話に乗ってきたレンナルトのほうを見返した。

　むきあうように座った彼の隣では、うつらうつらと船をこいでいるアルノルトの髪を結ったりと、女性陣がなにやら楽しそうだがとめはしない。無防備に寝るアルノルトが悪い。

「あんたたちの劇団名さ、《森のアザミスコーグ・テイステル》。これは、《聖ト十ル二フ家テ》の花紋のひとつ、薊テイステルだ。つまり、エイジェルステット家の肝煎りで作られたからなんだろう？」

「ほう？」

「なんで一介の劇団員に王太子を預けるのか謎だったが、レンナルト、あんたはエイジェルステット公の関係者なんだな？　だから、エルサを預けられた。よくよく見れば、こいつのこの帯の模様、アザミの花なんだ。女性陣の飾り布の裾模様もそう。ヒントは転がっていたのに、なんで気づかなかったんだ」

「……気づいて、よかったのか？」

「？」

「エリーザベトがほんものの王太子とわかったんだろう？　つまり、いくらこうやって劇団員の下働きに身をやつしていたところで、セット、おまえたちが気安く口をきいていい相手ではないということなんだぞ？」

「……これだけ食い意地が張っていて、あたまの痛い不毛な会話しかできなくて、ひとを苛いら立だたせることにかけては天下一品のやつでも？　持つべき敬意のほうでどこかへ行ったよ」

「違いない」

　ふたりは顔を見あわせて笑った。その振動が伝わって目を覚ましたエリーザベトが、起きあがって、ふたりの顔を見くらべては不思議そうな顔をしていた。

　やがて幌馬車は《怠けものの犬》がある大通りのまえでとまった。《森のアザミ》はこのままアルーンを抜け、つぎの公演場所へむかうのだという。

「──なにからなにまで助かったよ、ありがとう」

「なんの、こちらこそ助けてもらった。お互いさまだよ」

「ええ、ええ、こっちこそね、ずいぶんね、ええ、助けてもらったから気にせずにね、ええ」

　転うたた寝ねをしているあいだにまたしても化粧をされてしまったアルノルトが、半泣きで化粧を落とし女性団員にからかわれながらやってきて、別れをいい、すたすたと酒場のほうへ歩いていく。拗すねたらしい。

「おい待て、さきに行くな！　──それじゃあ、またなヴィ・シーンス、レンナルト・ヴァルデマール、ホーカン団長」

　去っていく幌に手を振って、エリーザベトとセットはアルノルトにむかって駆け出す。と、ふたりが追いつくまえに、アルノルトが立ちどまった。

「どうした？」

「……セット、いま、レンナルトなんていった？」

「？　レンナルト・ヴァルデマール？」

「《森のアザミ》のレンナルト・ヴァルデマール？」

「以外に誰がいる」

　アルノルトは驚愕していた。あわててセットを押しのけ、いまきた道を戻ろうとする。

「お、おい、どうした、いきなり！」

　そのからだをひっ捕まえて、ふたりして幌馬車の影を探すが、それはもう建物の影になって見えなくなっていた。

「どうしてとめるんだ、この木で偶くの坊！」

「いきなりなんだっていうんだ！　アネッテたちを村に送っていくんだろう？」

「ああ、もう、このもの知らずめ！　《森のアザミ》のレンナルト・ヴァルデマール！　聞き覚えないのか、この名まえに」

「あるさ、さっきまでいっしょにいただろうが」

「ちーがーうっ！　三国一の美貌を誇る《森のアザミ》のレンナルト・ヴァルデマール、四十年もまえに大陸にその名を轟とどろかせた俳優の名まえだ!!」

「世のなかのヴァルデマールっつー名まえの父親が、ふざけて息子にレンナルトってつけりゃ、みんな〝レンナルト・ヴァルデマール〟だろうよ!!」

「あの美貌はどう説明づける!?」

「すぐに見飽きる美貌は美貌じゃねェよ！」

「きみの美意識なんかどうでも……」

「──ひとの店のまえでやかましいっっ!!」

　怒号がふたりのあいだを一いつ閃せんする。硬直してその声の主を振り返れば、エリーザベトに懐かれたライラが、《怠けものの犬》のまえに立ちふさがっていた。怠けものの犬どころか、立派な番犬だ。

「……すみません」

　思わず謝ったセットとアルノルトに、ふたりのいい争いを見ていたギャラリーとナンセン村の娘たち、アネッテとナニーが苦笑した。




　ナンセン村から乗ってきた馬は案外じょうぶで、《怠けものの犬》に預けているあいだにずいぶんと体力を回復させていたようだった。

「……たくましいな、こいつら」

　まるで最初からこの馬小屋に飼われていたといわんばかりに、上等な飼い葉を遠慮なくむさぼっている三頭の馬を見ていると、セットはどういうわけかこのまま復路も乗り潰す勢いで走らせてやりたくなった。

　だが、さすがに往きとは人数が倍近くに増えている。ふたりを背なかに乗せて全力疾走させれば、今度こそほんとうに死んでしまうだろう。

「……命拾いしたな」

　セットは馬たちにそういって、ライラから廃棄予定の荷車を譲り受けると、一晩かかって手を加え荷馬車にしたてあげた。そして、ナンセン村の娘たちとアルノルト、食糧をそのうえに放り込んだ。

「ぼくは歩ける！」

　敬愛する女性たちが特別扱いされるのには抵抗ないが、自分まで同列に扱われるのはプライドが許さないのだろう。荷台のうえから飛び降りようとしながら、つば広の帽子を手で押さえアルノルトが抗議の声をあげる。

　それでも飛び降りないのは、動き出した馬車のスピードが、想像以上に速かったからだろう。アルノルトがどうせそういいだすと踏んだセットが、御者の真似事をしながら、スピードを速めたのだ。

「明後日、と勝手に期限を切ったのはあんただろうが。もうすでに一日オーバーしてんだぞ。今日じゅう、最低でも明日の朝にはアネッテたちを村に返してやりたいんだ、あんたの歩幅にあわせちゃまた三日かかる」

「じゃあ、ぼくを馬に乗せろ！」

「なにをいってる。この馬車は豪華な二頭立てだぜ？　あんたを乗せる余分な馬なんてない」

「──エルサが乗ってる馬がいるじゃないか！」

　喚くようにアルノルトが指差した先に、馬上で籠かごを抱え、両足で器用に馬を操りながら、パンをむさぼるエリーザベトの姿があった。

　──とてもじゃないが、やっぱり王太子には見えない。

　エリーザベトがほんものの王太子とわかって、セットは態度をあらためようと思っていた。

　だが、アルノルトはあの調子で、正体に気づいているらしいアネッテも態度を変えるようすはない。そもそもセットがエリーザベトをがさつに扱ってしまうのは、彼女の性格や言動に起因する以上、礼節をもって接するほうが難しい。

　なので、遠慮なく彼女を伝令として使ったのは出立した早朝だった。

　さきに馬を飛ばして、ナンセン村のアネッテとナニーの父親へ、娘たちを無事保護したことを告げに走らせたのだ。セットやアルノルトが行ってもよかったが、ふたりともはっきりと村の場所を覚えていなかったのでしかたがない。

　伝令となったエリーザベトは、ヨナタンたちに言葉を伝えると荷馬車に戻ってきた。そしてそのまま荷馬車の横をついたり離れたりしながら、ヨナタンに持たされたのだろうパン──ライ麦と混合麦のもの──をしあわせそうに頰張っている。

　アルノルトは、その自由さが羨ましいのだろう。言外にエリーザベトに代わるよういえ、とセットに訴えている。

　だからといって、聞いてやる義理はない。

「……ばえ（まえ）」

　無視したまま手綱を繰っていると、パンを口にくわえたまま、くぐもった声をエリーザベトがあげた。すっと細い指で前方を指差している。

「──おとうさん！」

　アネッテとナニーが叫んだ。

　ようやく見えてきたナンセン村の入り口付近に、わずかなひとだかりがあった。娘たちの声が聞こえたのか、それを合図とばかりに、うちふたりが駆け出してくる。

「おとうさん！　おとうさん、おとうさん!!」

　繰り返し叫ぶアネッテたちの声は、もう涙に濡れていた。

　セットは馬車を加速させた。

　父親や村人たちに近づき、馬をとめる。娘たちは荷台から転げるように飛び降りると、手を広げ、涙で顔をぐしゃぐしゃにした父親の胸に飛び込んでいく。

（役所が動き出したからな。ナンセン村だけじゃない、他の村で誘拐され売られていったこどもたちも、じきに帰ってくるだろう）

　そう教えてくれたのは、レンナルトだった。商人たちをひっ捕らえにきた役人たちが、いい残していったらしい。カルステニウス候や人身売買にかかわった商人たちすべてに、売った場所、相手を自白させ、こどもたちを連れ戻しにひとを派遣する、と。

（国を越えていることもあるだろうが、何年かかっても必ず連れ戻す。それが国民の血税で生かされている役人の仕事だ）

　まるで自分こそがその役人だといわんばかりに、レンナルトはいいきった。

　──そうだといい、それならばいい。

　荷馬車もどきから降りたセットは、二頭の馬の手綱を、エリーザベトの乗っていた馬のものごと村人の手に返す。そして、再会を果たした親子を羨望するように眺めていた村人たちに、レンナルトの言葉を伝える。

　歓声があがった。悲鳴にも似た泣き声すら聞こえた。セットへの、アルノルトへの、エリーザベトへの、そして神への感謝の言葉がそこここで唱えられる。

　我が子を抱き寄せたまま、ヨナタンがあたまをさげた。顔や剝き出しの腕に残る傷きず痕あとは痛々しかったが、その顔は晴れやかだ。

「……ありがとう、ほんとうに、感謝します」

「いや、おれは……、」

「──一宿一飯の恩義だ、気にするな」

　ひとに感謝され慣れておらずまごつくセットのかわりに、パンを食べながらエリーザベトがおおらかに答える。ライ麦と混合麦のパンをよっぽど気に入ったのだろう。抱えていた籠のなかは、すでにからっぽだった。

「……おま、ちょっ……、ひとりで食べたのか!?」

　見み咎とがめ問うセットに、彼女は最後の一個らしいパンをあわてて口のなかに押し込んだ。

「……どんな胃袋してんだよ」

　セットがあきれて肩を落とすと、周囲から笑いとも苦笑いともつかないものが起こった。アルノルトも手にパンを持って、のんきに笑っている。

「あーっ、アルも、いつの間に」

「役得だよ」

　しれっといって、それを口に運ぶ。

「あああああああっ！」

　……セットのなげきを周囲はさらにおおきな笑いで包んだ。

　明るい雰囲気のなか、村人が軽い足取りでそれぞれの家に帰っていく。

　今日は無理でも明日、明日は無理でも明後日、明後日は無理でもその次の日には腹をすかせて帰ってくるだろう妻やこどものために、埃ほこりの積もった部屋を片づけ、かまどに火を入れ、あたたかいパンを焼いておかなければならない。

　その希望を、彼らは抱くことができたのだ。

「──これをどうぞ」

　アネッテとナニーが、ヨナタンから手渡された籠をセットに差し出した。香ばしいにおいが鼻先をくすぐり、空っぽの胃を刺激する。またしてもパンだった。

「え……？」

「わしには、パンを作ることしかできません。アネッテが帰ってくると聞いて、ただもう、ありったけのライ麦と混合麦で焼いたんです。こんなものがお礼になるとは思っちゃいません。でも、わしにはこれしかできんのです」

　ヨナタンの笑いじわに、涙が伝わる。その言葉に、その涙に、そしてほかほかの焼きたてパンに、どれほどの気持ちが詰まっているのだろう。瞳を輝かせたエリーザベトに盗られないように籠を受け取り、手をフタがわりにする。

　セットは訊いた。

「……今年の麦は高いだろう？　生活はだいじょうぶなのか？」

　ヨナタンは首を振った。

「わしは生きとります。アネッテも生きて帰ってきてくれました。ふたりでちからをあわせりゃ、どうとでもなります、どうとでも生きていけます」

「……そうだな──って、おいっ！　アル！」

　頷いたセットの手から籠をもぎ取りながら、歩み寄ったアルノルトが口をはさむ。

「麦を手に入れたかったら、《賢者の森クローク・スコーグ》に連絡をしてみるといい。ぼくの名まえを出せば、無利子で支払いを待つようにしておくから」

「いいんですか？」

「もちろん」

　いいながらアルノルトは籠のなかからパンを取り出し、にっこりと笑った。

「これのお礼だ、等価交換さ」

　エリーザベトは、ふたりの娘から同時に両頰へキスをされていた。

「ありがとう、エルサ、いえ、王太子エリーザベト。いい王になってね」

　アネッテとナニーは一度ずつエリーザベトの細いからだを抱きしめると、さきに振り返り振り返り村へ歩き出したヨナタンのあとを追い、駆けて行く。

　並んで立っていたアルノルトが一歩踏み出し、彼女たちにむかって手を振る。

　だから、エリーザベトのその表情を目にしたのは、セットひとりだった。

「……」

　松たい明まつが赤々と燃えているような短い赤毛。晴れ渡った夜空のような紺碧の瞳。鼻はちいさく、唇だって少年のように薄い、百人並みのご面相。なのに──、

（わかるさ。いっただろう？　笑顔のうつくしい女だと）

　全身を震えが襲う。鼓動が高まる。喉が痛い。耳の奥で音が鳴り、視界が潤んでいく。

（その笑顔のまえに神は跪き、悪魔ですら魂を捧げるのさ）

《幸せな夜明けリックリグ・グリーニング》という言葉がある。死と絶望と悲しみしか生み出さない《鉄の冬ヤーン・ヴィンテル》が終わり、世界がいっせいに色づく日のことを、長い夜を経て訪れる朝にちなんで名づけたものだ。

　──《幸せな夜明け》。

　セットの心に、その言葉が甦る。

　ひとは、その《幸せな夜明け》を知っているから、《鉄の冬》を乗り越えられる。どんな困難が襲ってこようとも、明日を生きる希望を忘れないでいられる。

　そんな夜明けの光のような笑顔を、エリーザベトは浮かべていたのだ。
















　どうして、とセットは思った。どうして、これを、アネッテやヨナタンは見逃してしまったのだろう。どうしてナンセン村のひとびとは、これを見ることがかなわなかったのだろう。

「……なんだ？」

　あまりにも長いあいだ見惚れていたために、視線がうるさかったのだろう。いつもの無表情に戻って、エリーザベトがセットの顔を覗き込んできた。その近さに思わず距離を置いた途端、

「捕まえたぞ、この給料泥棒!!」

　エリーザベトの腕を引っ摑んで声を荒げたものがいる。もちろん、

「レンナルト」

　だ。劇団《森のアザミスコーグ・テイステル》の幌馬車ごと、そこにいたのだ。

「い、いつの間に……！」

　音も気配もしなかった。声にびっくりして振り返った天才密猟者すら、瞠目している。

「先に来て待っていた。とりあえず、こいつが抱えてることっていうのは、終わったのだろう？　盗んでいった給料ぶんをしっかり働いてもらうために連れて行くぞ、セット、アル」

　有無をいわせぬ勢いで、レンナルトはエリーザベトのからだを幌馬車にむかって放り投げた。猫の子のように素直に投げられた彼女は、何人かの団員たちに受けとめられ、そのまま幌のなかへ姿を消した。

「──じゃあ、またいつかヴィ・シーンス！」

　レンナルトが別れの挨拶もそこそこに馬車に飛び乗ると、馬車はゆっくりと動き出した。ブリクセンへ──王都エリングマルクへ続く街道を走りはじめる。

「ああっ！　お待ちあれ、愛しのエリーザベト!!」

　アルノルトがどこまで本気なのかわからないことをいいながら、幌馬車を追う。一度だけセットを振り返り元気よく手を振ったが、セットが振り返す間もなく、アルノルトは背をむけた。やはりあわただしい最後だった。

「……ま、らしいっちゃらしいな」

　苦笑して、セットも彼らのあとを追うように歩き出した。




　最初から仲間になろうとして集まったわけではない。たまたま拾って懐かれただけ、流れでいっしょに行動しただけのこと。

　だからこそ、思う。きっとまたいつか、ふたりとは旅の途中で出逢うだろうと。

　なにせ、エリーザベトはセットの───。

「──つか、おい、アル！　おれのパン、返せ──ッ!!」




（ああ、そうだ、運命の女だよ、坊や。おまえの人生に富と名誉をもたらす、ただひとりの女だ）
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　外が、なにやらにぎやかだ。

　その常にない騒々しさが気にはなるのだが、いまは大事な仕事中だ。手を休め、窓の外を覗くわけにもいかない。

　一応ちらりと視線をむけご機嫌を窺った相手は、無言で圧力を加えてくる。どうしたって、外は見られない。

「──つまらないわ」

　それがリドホルム王国第七代目国王リリー＝アレニウスの口癖だった。

「なにが、つまらないのだ？」

　いつもは聞き流す女王の口癖を拾って、かたわらの老公爵が尋ねる。老公爵の名は、ヨーン＝エイジェルステット。女王の伯父であり老宰相でもあるエイジェルステット公であった。

　彼は女王が生まれたときからそばにいるためか、周囲にひとがいないときには言葉遣いがぞんざいになる。受ける女王の口調も、どこかこどもっぽい。

「全部よ、ぜぇんぶ！　書類を片づけたら謁えつ見けん、謁見を終わらせたらまた書類、それが終われば勉強会。あたくしは女王よ？　この国でいちばん偉くて、この国でいちばん自由なはずよ？　なのになに、この籠の鳥状態！　いつもよりちょっと騒がしい外のようすも見られないなんて、おかしな話じゃない！」

「特にそうは思わん。見ずとも想像がつくだろう？」

　そういわれると、思いあたるものがないわけではない。月に一、二度、城内を混乱に陥れる訪問者があるのだ。

　リリーは手を休めて問うてみた。

「……《初代フオスタ》の使者？」

　それでも、その訪問者の奇抜なスタイルは毎度のことであって、もういい加減城内のものも慣れているはずだ。いまさら悲鳴をあげ騒ぎ立てるほどのことではないと思ったので、自信なげに答えてみると、はたしてエイジェルステット公は頷く。

「クマの皮をかぶった道化だ、悲鳴もあがる」

「──あたくしには我慢させたのに伯父さまは見てたのね!?」

　椅子を蹴倒して立ちあがった。バターンと椅子の倒れる音と静止を求める公爵の声を無視して窓に張りついたが、

「……ずるいわ、もう今日は仕事しない」

　クマの毛皮をかぶった使者の姿は、どこにもなかった。リリーは年甲斐もなくふてくされる。

　旅の芸人一座や劇団は、なにもその芸や芝居を国の隅々で披露してまわることだけが仕事ではない。王族や貴族、果ては商人たちに、信書を届ける手段として利用されたりするのだ。

　そのさい、信書を届ける使命を負った芸人や役者は、奇抜な衣装を身に纏い、わざと注目を集めることがある。周囲の目に常に晒すことで、身の安全を確保するためだ。はたから見ればそれでもただの道化にすぎない。

　リリーは使者の訪れをこころ待ちにしていたのだ。なのに、ひと目たりとも見られなかった。伯父のせいで。

　こどものように拗ねてしまった彼女をいつものことだと無視し、老宰相は執務室を出る。

　そして、すでに別室にて控えていたクマの毛皮をかぶった使者から無言で手紙を受け取った。その場で内容をあらため、使者に金を握らせ、帰らせた。

　スヴェンから届く手紙は、ごくごく個人的な内容が多く、今回の手紙の内容もほぼろくでもないものだった。いわく、エリーザベトが金を盗んで逃げたとか、《賢者の森クローク・スコーグ》の密猟者が仲間に加えろと追いかけてくるとか。

「……ほんとうにろくでもない」

　ただ、ブリクセンのなかにあるリドホルム王国唯一の貿易港アルーンの、人身売買に関するくだりは、重要なものだった。これはさっそく女王の耳に入れ、新しい長官を任命する相談をしなければならない。そう判断して、手紙を封筒のなかに戻そうとして気づく。

「……？」

　なかに、まだ別の紙が入っていた。追記があったとしても、こんなふうにわけて入れることはしないものだ。奇妙に思って取り出し、開いてみて、老宰相は笑った。

　執務室に戻り、拗ねたままの女王に、その紙を差し出した。

「珍しいものを、もらったよ」

「珍しいもの？」

　首を傾げながら受け取った女王は、開いて、やはり微笑んだ。

「あいっかわらず汚い字だこと！」

　それは、リリーのただひとりの娘、王太子エリーザベトからの手紙だった。手紙には、こう書かれていた。




『王女修業、はじめます。』
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　あとがきを巡る攻防戦に敗北を喫し、ついにあとがきを書くことになってしまいました。

　高丘しずるです。ヘイサン！

　前作はＳＦもどき、今作はファンタジーもどきと、節操なしですみません。甘党で酒吞みだからでしょうか。




　現在の担当さまとはじめてお会いした日、ビーズログ文庫の読者さまは、主に小学校高学年から高校生ぐらいまでの女の子だと教えていただきました。

　そして、そのとき、

「勉強とかおしゃれとかいろいろすることがあって、おまけにたくさん悩みも抱えているその世代の女の子たちが、『読んでよかった、明日も頑張ろう』という気持ちになるような小説を書いてください」

　と、すごい言葉をいただいてしまいました。うれしいことです。

　なので、新しいお話は、いつも悩んでいた中学時代のわたしにむけて書こうと決めました。

　中学の頃、わたしはどんな小説が好きだっただろう、どんなキャラにときめいていたかな？

　そんなことを思い返しながら作ったプロットは、元気がよすぎて城を追い出された王女さまと、貴族ぎらいのくせにいつか貴族になってやると野心を燃やす青年、あたまはいいけどダルダル脱力系の美少年がトリオで旅をする、といったものでした。




　……それが、なんだって、こんな信号トリオ（赤＝エルサ、青＝セット、黄＝アル）に……。




　当初の予定とは違ってしまいましたが、それでも楽しく書くことができました。

　願わくば、みなさまの春休みのいいお供になりますように！




　最後になりましたが。

　場とチャンスをくださった前担当さま、ほんとうにありがとうございました。

　素敵な目標をくださった現担当さま、ありがとうございます、これからもお願いいたします。

　挿絵を引き受けてくださった由貴海里さま、お忙しいなかありがとうございます。

　前作からの読者さま、いまここにいるのはみなさまのおかげです、ありがとうございます。

　本作ではじめて拙作を手にしてくださった読者さま、はじめまして、どうぞよろしく。




　　　ヴィ・シーンス！


高丘しずる　拝










著者

高丘しずる

Shizuru Takaoka




奇しくも冒頭が前作同様雪景色でした。

実は、わたし、５センチ以上積もった雪は見たことがないし、１日で消えない雪も見たことがありません。

雪国にお住まいの方、雪国に住んでいらっしゃった方、雪にまつわるエピソードをいろいろお聞かせくださると助かります。

それでなんで雪国設定なんだ、わたし!?










イラスト

由貴海里

Kairi Yuki




今一番したいこと……？

最近ハマっていること……？

睡眠です！　睡眠がしたいです!!

ぐぅぅ。。。。










電子版　ビーズログ文庫



王おう女じよ修しゆ業ぎよう、はじめます。
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